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第三部　楽譜

凡
例

・
こ
こ
で
は
、
縦
書
き
楽
譜
の
シ
ー
ト
（
ク
サ
リ
）
に
即
し
て
、
注
釈
を
加
え
る
。

・
最
初
に
通
し
番
号
（1-1

な
ど
）
を
示
す
。
番
号
の
下
に
、
そ
こ
で
演
奏
さ
れ
る
歌
詞

や
、
部
分
の
名
称
な
ど
を
書
き
加
え
た
。
個
々
の
シ
ー
ト
の
、
段
お
よ
び
小
段
の
中
で
の

位
置
づ
け
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

・
番
号
の
次
の
行
か
ら
注
釈
を
記
す
。
記
載
の
欄
は
（
備
考
）（
太
鼓
）（
大
鼓
）（
小
鼓
）

（
笛
）（
謡
）（
シ
テ
）（
ワ
キ
）
の
順
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
名
の
あ
と
に
は
、

コ
ロ
ン
（
：
）
を
付
し
、
そ
の
後
に
、
該
当
す
る
楽
譜
シ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
い
る
手
の
名

称
や
型
の
記
述
な
ど
を
転
記
し
た
。

 

一
、
漁
夫
の
登
場

1-1　
「
囃
子
方
、
座
着
ク
ト
、
後
見
ガ
松
ノ
作
物
ヲ
持
ツ
テ
出
、
舞
台
正
面
先
ニ
置
」（
シ

テ
型
付
よ
り
）

（
備
考
）
能
の
前
に
は
必
ず
、「
お
調
べ
」（
楽
器
の
調
整
と
心
の
準
備
の
時
間
）
が
演
奏

さ
れ
る
。
笛
・
小
鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
の
順
に
音
を
出
す
。
お
調
べ
の
た
め
の
決
ま
っ
た
手

が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
音
を
出
し
て
も
よ
く
、
納
得
が
い
く
ま
で
調
整
し
て
よ
い
。
笛

は
他
の
三
人
が
調
整
し
終
わ
る
ま
で
見
計
ら
っ
て
吹
き
続
け
る
。「
お
調
べ
」
が
す
む
と
、

囃
子
方
は
、
片
幕
で
出
、
橋
掛
か
り
の
左
寄
り
を
進
む
。
笛
方
が
舞
台
に
入
る
と
切
戸
口

か
ら
地
謡
が
出
る
。

（
太
鼓
）
切
戸
口
の
方
を
向
い
て
座
り
、
大
鼓
・
小
鼓
が
床
几
に
か
け
る
と
共
に
正
面
に

向
き
直
る
。
手
を
袴
に
入
れ
て
姿
勢
を
正
す
。

（
大
鼓
）（
小
鼓
）
後
見
が
引
き
始
め
た
の
を
確
認
し
大
鼓
・
小
鼓
で
動
作
を
合
わ
せ
て
床

几
に
か
か
る
。
道
具
を
前
に
置
き
、
手
を
袴
に
入
れ
姿
勢
を
正
す
。

1-2　
「
後
見
ガ
引
ク
ト
、
一
声
ノ
囃
子
ニ
ナ
リ
、
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
登
場
」（
シ
テ
型
付

よ
り
）

（
大
鼓
）
袴
か
ら
手
を
出
し
道
具
を
取
っ
て
膝
に
構
え
笛
の
吹
き
だ
し
を
待
つ
。

（
小
鼓
）
袴
か
ら
手
を
出
し
道
具
を
取
り
締
緒
を
外
す
。
以
下
大
鼓
に
同
じ
。

（
笛
）
大
小
鼓
が
道
具
を
取
り
始
め
る
の
を
見
て
笛
を
取
り
、
構
え
る
。

【
一
声
】

1-3　

導
入
部

（
大
鼓
）（
小
鼓
）「
ヒ
ー　

ヤ
ア
ー　

日ヒ

―
」
の
ヤ
ア
ー
を
聞
い
て
構
え
る
。

（
笛
：
諸
ヒ
シ
ギ
）
二
つ
の
ヒ
シ
ギ
音
（
一
つ
目
は
「
ヒ
ー
」、
二
つ
目
は
「
日ヒ

」
と
表
記
）

の
長
短
の
バ
ラ
ン
ス
は
「
次
第
は
乗
ら
ぬ
に
よ
っ
て
跡
の
ヒ
ー
を
短
く
、
一
声
は
乗
る
に

よ
っ
て
跡
の
ヒ
ー
を
長
く
吹
く
ベ
シ
」（
森
田
光
風
『
千
野
の
摘
草
』）
と
さ
れ
る
。

1-4　

導
入
部

（
備
考
）【
一
声
】
は
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
（
ノ
リ
拍
子
に
よ
る
ア
シ
ラ
イ
）。
つ
づ
く
謡
の
小

■

三
―
三
、
縦
書
き
楽
譜　

注
釈
■
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田　

隆
則

高
橋　

葉
子
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段
〔
一
声
〕
も
お
な
じ
く
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
で
演
奏
さ
れ
る
。
ワ
キ
は
多
く
の
曲
で
は
【
次

第
】
で
登
場
す
る
が
、
羽
衣
の
よ
う
に
【
一
声
】
で
登
場
す
る
曲
も
あ
る
（
他
に
は
〈
紅

葉
狩
〉〈
大
江
山
〉
な
ど
）。

（
小
鼓
：
一
声
打
出
）
登
場
楽
【
一
声
】
は
、
基
本
的
に
小
鼓
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る
。
曲

調
に
相
応
し
い
テ
ン
ポ
・
音
・
か
け
声
の
高
さ
・
強
さ
・
雰
囲
気
が
必
要
と
な
る
。
ヒ
シ

ギ
の
終
わ
り
か
ら
最
初
の
打
出
「
○
（
ポ
）」、
さ
ら
に
そ
の
次
の
「
ポ
」
と
の
間
隔
に

よ
っ
て
、
そ
の
後
の
位
（
テ
ン
ポ
や
雰
囲
気
な
ど
）
が
定
ま
る
。　

1-5　

導
入
部

（
大
鼓
：
打
出
シ
の
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
打
出
。
位
を
定
め
る
。
最
初
の
掛
け
声
は

「
ヤ
ァ
」
で
は
な
く
「
ハ
ァ
」
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
小
鼓
を
受
け
て
、
曲
調
に
相

応
し
く
打
ち
出
す
。
1
拍
目
に
か
け
て
ハ
の
か
け
声
を
か
け
る
の
は
例
外
的
で
あ
る
。

（
小
鼓
：
声
ア
ル
甲
三
ツ
地
）
囃
子
事
に
お
け
る
セ
ク
シ
ョ
ン
の
最
初
の
三
ツ
地
で
は
、
五

拍
目
に
「
ヤ
」
声
を
添
え
る
（
大
倉
流
の
場
合
）。

1-7　

導
入
部　

（
大
鼓
：
ヌ
ク
地
）
こ
こ
か
ら
、
テ
ン
ポ
や
ノ
リ
の
基
本
と
な
る
「
地
」（
基
本
と
な
る
繰

り
返
し
の
パ
タ
ー
ン
）
に
入
る
。
ヌ
ク
地
は
、
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
（
ノ
リ
拍
子
に
よ
る
ア
シ

ラ
イ
）
の
地
を
構
成
す
る
主
要
な
手
で
あ
る
。「
ヤ
・
ハ
ン
」
の
掛
け
声
に
よ
っ
て
、
他

の
パ
ー
ト
に
位
（
ク
ラ
イ
）
を
伝
え
る
。

（
小
鼓
：
打
放
）
打
放
は
、
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
（
ノ
リ
拍
子
）
の
「
地
」
の
導
入
の
た
め
の

パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
そ
の
後
に
つ
づ
く
長
地
へ
の
流
れ
を
つ
く
る
。

1-8　

導
入
部　

（
大
鼓
：
打
放
）
1
拍
目
ま
で
打
っ
て
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
鼓
に
流
れ
を
あ
ず
け

る
。
8
拍
〜
1
拍
の
間
を
し
っ
か
り
と
る
。
こ
こ
で
打
放
を
打
た
ず
に
、
ヌ
ク
地
を
繰
り

返
す
流
儀
も
あ
る
。

（
小
鼓
：
長
地
中
ヨ
リ
）
長
地
は
、
ノ
リ
拍
子
の
基
本
と
な
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
大
鼓
の
8
拍
〜
1
拍
の
間
（
ま
）
に
合
わ
せ
て
、
ヤ
・
ハ
ン
の
掛
け
声
の
間
が
大

き
く
ふ
く
ら
ん
で
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。
3
拍
目
か
ら
は
よ
ど
み
な
く
打
た
れ
、
6
拍

目
か
ら
少
し
速
め
て
自
然
な
ノ
リ
が
作
ら
れ
て
い
る
。

（
笛
：
一
声
）
ヤ
・
ハ
ン
の
声
を
聞
い
て
、
雰
囲
気
や
位
を
共
有
し
な
が
ら
、
拍
子
に
合

わ
せ
ず
に
吹
く
。
一
声
の
譜
（
唱
歌
譜
）
は
ク
リ
の
譜
（4-9,10,11

）
と
同
じ
で
あ
る
。

1-9　

導
入
部

（
大
鼓
：
皆
地
）
皆
地
（
ミ
ナ
ヂ
）
は
、
他
流
で
は
「
シ
カ
ケ
」
と
呼
ば
れ
る
。
連
続
的

に
加
速
す
る
打
音
に
よ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
終
結
に
向
か
う
こ
と
を
表
す
。

（
小
鼓
：
結
）
シ
カ
ケ
に
反
応
し
て
、
鼓
は
、
結
（
ム
ス
ビ
）
と
い
う
手
を
う
つ
が
、
大

鼓
と
は
対
照
的
に
、
後
半
で
は
テ
ン
ポ
を
締
め
て
い
き
、
次
の
ク
サ
リ
へ
と
ス
ロ
ー
ダ
ウ

ン
し
て
連
続
さ
せ
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
る
。

1-10　

導
入
部

（
大
鼓
：
ノ
ル
上
ゲ
合
頭
）「
ヨ
ー
イ
」
と
い
う
掛
け
声
は
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
段
落
の
終

結
を
予
告
す
る
掛
け
声
で
あ
る
。
頭
（
カ
シ
ラ
）
で
一
段
落
（
導
入
部
）
を
終
結
さ
せ
る
。

（
小
鼓
：
初
段
前
ノ
手
）
段
落
の
区
切
り
に
向
か
っ
て
、
6
拍
目
以
降
テ
ン
ポ
を
抑
え
る
。

大
小
鼓
は
互
い
に
掛
け
声
を
合
わ
せ
、
頭
で
一
段
落
（
導
入
部
）
を
終
結
さ
せ
る
。

（
笛
：（
一
声
））
一
声
の
中
の
「
ヒ
ュ
ウ
イ
」
は
音
が
上
行
す
る
旋
律
と
し
て
演
奏
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
森
田
保
美
氏
の
演
奏
は
、
音
が
下
行
す
る
旋
律
で
あ
り
、
特
徴
的
。

笛
は
、
合
頭
と
同
時
に
一
声
を
吹
き
終
え
る
。

1-11　

越
ノ
段

（
大
鼓
：
ノ
ル
上
ゲ
合
頭
）（
小
鼓
：
声
ア
ル
甲
三
ツ
地
）
以
下
、
越
ノ
段
と
い
う
新
し
い

段
落
に
入
る
。
大
鼓
の
「
ハ
ァ
ハ
」
は
、
最
初
が
長
く
後
が
短
い
。
石
井
流
の
特
徴
で
あ

る
。
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1-12　

越
ノ
段

（
大
鼓
：
本
越
ノ
手
）（
小
鼓
：
本
越
ノ
手
）
登
場
音
楽
【
一
声
】
に
は
様
々
な
種
類
が
あ

る
。
羽
衣
の
【
一
声
】
は
「
本
越
一
声
」
と
い
わ
れ
、
こ
の
演
奏
の
よ
う
に
越
ノ
段
を
打

つ
の
が
正
式
で
あ
る
。
が
、
現
在
、
越
ノ
段
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

1-13　

越
ノ
段

（
備
考
）「
越
（
コ
シ
）」
と
は
、
大
鼓
が
奇
数
拍
を
打
た
ず
、
そ
こ
に
あ
る
拍
を
飛
び
越

す
よ
う
な
感
じ
で
打
つ
手
で
あ
る
。
打
た
ず
に
拍
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
こ
で
は
8

拍
目
と
2
拍
目
に
打
っ
て
い
る
の
で
、
第
1
拍
を
「
越
し
」
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
大
鼓
：
本
越
ノ
手
）
本
越
の
中
で
は
、
大
鼓
と
し
て
は
変
則
的
に
、
2
，
4
，
6
，
8

の
偶
数
拍
を
打
っ
て
い
る
。

1-14　

越
ノ
段

（
大
鼓
：
本
越
ノ
手
）
大
鼓
は
、
8
，
2
，
4
，
6
拍
の
偶
数
拍
を
打
ち
、
第
1
・
第
5

拍
の
両
方
を
越
す
。
力
が
入
る
の
で
「
ア
」
の
声
は
「
ハ
」
に
聞
え
る
。

（
小
鼓
：
本
越
ノ
手
）
奇
数
拍
を
高
く
強
い
音
で
強
調
す
る
。
小
鼓
の
手
と
し
て
は
変
則

的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
3
，
5
，
7
と
奇
数
拍
を
担
当
し
て
、
大
鼓
の
粒
と
交
互
に
打

つ
。

1-15　

越
ノ
段

（
大
鼓
：
本
越
ノ
手
）
4
拍
の
あ
と
に
つ
づ
け
て
奇
数
拍
5
拍
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
終

結
を
予
告
す
る
。

1-16　

越
ノ
段

（
大
鼓
：
本
越
ノ
手
）（
小
鼓
：
本
越
ノ
手
（
打
上
））
段
落
の
区
切
り
に
向
か
っ
て
、
6

拍
目
以
降
テ
ン
ポ
を
抑
え
て
、
大
小
鼓
で
互
い
に
か
け
声
を
合
わ
せ
る
。

1-17　

地
ノ
段

（
備
考
）【
一
声
】
を
略
式
で
演
奏
す
る
場
合
に
は
、
冒
頭
の
「
諸
ヒ
シ
ギ
」
に
続
い
て
、

こ
の
部
分
か
ら
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
省
略
形
式
は
「
一
声
二
ノ
句
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
大
鼓
：
本
越
ノ
手
）（
小
鼓
：
声
ア
ル
甲
三
ツ
地
）
段
落
の
頭
を
大
小
鼓
で
し
っ
か
り
合

わ
せ
る
。
以
下
「
地
ノ
段
」
と
な
る
。

1-20　

地
ノ
段

（
笛
：
中
高
音
）
ヤ
・
ハ
ン
の
あ
と
か
ら
中
高
音
を
吹
き
出
す
。
中
高
音
は
、〔
上
歌
〕
の

中
間
部
分
、〔
ク
セ
〕
の
前
半
部
分
に
も
演
奏
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
中
高
音
の

直
後
に
、
六
ノ
下
が
接
続
さ
れ
る
が
、〔
上
歌
〕（1-63

か
ら1-68

、2-49

か
ら2-53

）

で
も
同
様
に
、
中
高
音
↓
六
ノ
下
と
つ
づ
け
て
演
奏
さ
れ
る
。

1-22　

地
ノ
段

（
大
鼓
：
打
カ
ケ
）（
小
鼓　

ウ
ケ
頭
）
小
鼓
に
よ
る
7
拍
目
の
イ
ヤ
△
と
、
次
の
大
鼓
の

イ
ヤ
●
は
シ
テ
の
登
場
の
合
図
と
な
る
大
事
な
頭
（
カ
シ
ラ
）。
こ
れ
以
降
、
幕
上
ゲ
ノ

段
に
は
い
る
。

（
笛
）
中
高
音
を
幕
上
げ
ま
で
に
、
吹
き
終
わ
っ
て
い
る
。

1-23　

幕
上
ゲ
段

（
大
鼓
：
二
段
目
頭
）
石
井
流
以
外
で
は
段
の
手
は
2
ク
サ
リ
で
、
す
ぐ
に
地
の
手
に
入

る
が
、
石
井
流
は
段
の
手
が
4
ク
サ
リ
と
長
い
（1-26

ま
で
）。
段
の
手
は
本
来
幕
上
ゲ

の
合
図
だ
が
、
石
井
流
で
は
結
果
的
に
人
物
の
登
場
を
彩
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
笛
：
六
ノ
下
）
3
拍
目
前
の
ハ
の
掛
け
声
か
ら
、
六
ノ
下
を
吹
き
始
め
る
。

（
ワ
キ
）
ワ
キ
、
ワ
キ
ツ
レ
の
順
に
橋
掛
か
り
を
歩
み
舞
台
へ
向
か
う
。

（
後
見
）
大
鼓
の
イ
ヤ
●
の
掛
け
声
で
幕
を
あ
げ
る
。
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1-24　

幕
上
ゲ
段

（
小
鼓
：
打
放
）
こ
こ
よ
り
小
鼓
は
、
ノ
リ
拍
子
の
地
を
打
つ
。
大
き
な
緩
急
が
な
く
一

定
し
た
運
び
が
、
ワ
キ
歩
行
の
テ
ン
ポ
を
示
唆
す
る
。

1-26　

幕
上
ゲ
段

（
ワ
キ
）
こ
の
あ
た
り
で
、
ワ
キ
ツ
レ
が
幕
を
出
る
。

1-27　

幕
上
ゲ
段　

（
大
鼓
：
ヌ
ク
地
）（
小
鼓
：
長
地
）
大
鼓
は
、
こ
こ
か
ら
ヌ
ク
地
ば
か
り
を
く
り
か
え
し
、

ワ
キ
と
ワ
キ
ツ
レ
の
歩
行
を
伴
奏
す
る
。
小
鼓
は
長
地
を
く
り
か
え
す
。「
地
」
の
数
は

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
登
場
人
物
が
所
定
の
位
置
に
来
る
ま
で
打
ち
続
け
る
。「
地
」
の
テ

ン
ポ
や
雰
囲
気
は
曲
趣
に
よ
り
異
な
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
登
場
人
物
の
歩
み
を
促

す
ノ
リ
が
求
め
ら
れ
る
。

1-28　

幕
上
ゲ
段

（
笛
：
六
ノ
下
）
六
ノ
下
は
、
本
来
は
、
こ
の
「
ツ
ロ
ー
」
の
後
に
「
イ
ヤ
ー
」
と
低
音

の
旋
律
を
吹
い
て
終
わ
る
の
が
決
ま
り
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
も
う
す
こ
し
長
く
吹
き
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
「
ツ
ロ
ー
」
か
ら
再
び
「
ラ
ー
」
と
高
い
音
を
持
続
さ

せ
て
つ
な
ぎ
と
し
、1-24

か
ら1-25

に
あ
る
「
リ
ウ
ヒ
ュ
ー
イ
」
の
旋
律
に
も
ど
る
。

そ
こ
か
ら
時
間
を
調
整
し
な
が
ら
、
終
わ
り
に
向
け
て
、
吹
く
こ
と
に
な
る
。
六
ノ
下
の

延
長
の
や
り
方
は
、【
物
着
】（3-23

か
ら
）
で
も
同
様
で
あ
る
。

1-31　

幕
上
ゲ
段

（
ワ
キ
：
立
向
所
九
尺
斗
。
台
端
ニ
て
幽
延
し
立
戻
り
向
合
）
ワ
キ
が
地
謡
の
前
の
位
置

で
方
向
を
か
え
る
。

1-32　

幕
上
ゲ
段

（
大
鼓
：
ヌ
ク
地
）
ワ
キ
、
ワ
キ
ツ
レ
が
所
定
の
位
置
に
到
達
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
次

の
皆
地
へ
移
行
す
る
。

（
ワ
キ
）
前
進
し
て
、
作
り
物
の
横
で
と
ま
る
。1-31

に
あ
る
「
幽
延
」
は
ワ
キ
の
型
付

に
出
て
く
る
用
語
。
舞
台
先
か
ら
正
面
に
目
を
つ
け
て
、
遥
か
に
見
る
動
作
を
表
す
。

1-33　

幕
上
ゲ
段

（
大
鼓
：
皆
地
）
ワ
キ
が
ワ
キ
柱
前
で
止
ま
り
、
向
き
を
変
え
た
ら
シ
カ
ケ
る
（
＝
皆
地

を
打
つ
）。
テ
ン
ポ
を
落
し
、
ワ
キ
と
ワ
キ
ツ
レ
が
向
か
い
合
っ
て
謡
い
出
す
ま
で
の
間

を
作
る
。

（
小
鼓
：
結
）
大
鼓
が
シ
カ
ケ
た
ら
「
結
（
ム
ス
ビ
）」
の
手
を
打
つ
。
大
鼓
と
テ
ン
ポ
を

合
わ
せ
る
。

（
笛
：
六
ノ
下
）
大
鼓
の
皆
地
な
ど
【
一
声
】
が
お
わ
る
合
図
を
う
け
て
、
終
結
の
旋
律

で
あ
る
「
ツ
ロ
ー
」
へ
と
進
む
。

〔
一
セ
イ
〕

1-34　
「
か
ざ
は
や
の
」

（
備
考
）
文
字
数
が
「
五
、七
五
、七
五
」
の
〔
一
セ
イ
〕
は
、
ひ
と
つ
の
定
型
で
あ
る
。

「
月
清
き
、
夜
半
と
も
み
え
ず
雲
霧
の
、
か
か
れ
ば
曇
る
心
か
な
」（
土
蜘
蛛
）、「
露
の
世

に
、
な
ほ
老
の
身
の
い
つ
ま
で
か
、
又
こ
の
秋
に
残
る
ら
ん
」（
天
鼓
）、「
海
士
の
刈
る
、

藻
に
す
む
虫
に
あ
ら
ね
ど
も
、
我
か
ら
ぬ
ら
す
袂
か
な
」（
海
士
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
、
こ

の
〔
一
セ
イ
〕
と
同
じ
手
順
で
演
奏
さ
れ
る
。

（
大
鼓
：
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）（
小
鼓　

コ
イ
合
・
甲
三
ツ
地
）
コ
イ
合
で
は
テ
ン
ポ

を
ゆ
っ
く
り
に
す
る
。

（
笛
：
六
ノ
下
）「
ツ
ロ
ー
」
の
あ
と
に
、
低
音
の
「
イ
ヤ
ー
」
を
次
の
コ
イ
合
い
っ
ぱ
い

に
吹
い
て
、
六
ノ
下
を
終
わ
る
。

（
ワ
キ
）
ワ
キ
と
ワ
キ
ツ
レ
が
互
い
に
向
き
合
い
一
足
ツ
メ
ル
。
コ
イ
合
を
聞
い
て
か
ら
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謡
い
だ
す
。

1-35　
「
み
お
の
」

（
大
鼓
：
ヌ
ク
地
ツ
メ
）「
ツ
メ
（
詰
）」
と
は
5
拍
目
に
、
連
続
し
て
打
音
（
粒
）
を
置

く
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
ヌ
ク
地
」
が
「
皆
地
（
シ
カ
ケ
）」
を
兼
ね
る
こ

と
に
な
り
、
次
が
打
カ
ケ
に
移
行
す
る
こ
と
を
予
告
す
る
。

（
小
鼓
：
打
放
ツ
メ
）「
ツ
メ
（
詰
）」
は
、
8
拍
目
ま
で
打
ち
詰
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

次
に
変
化
が
あ
る
こ
と
を
予
告
す
る
。

1-36　
「
う
ら
わ
を
こ
ぐ
ふ
ね
の
」

（
大
鼓
：
打
カ
ケ
）
こ
こ
で
「
見
計
ら
い
」（
ク
サ
リ
数
の
即
興
的
調
整
）
の
判
断
を
お
こ

な
う
。「
舟
の
」
の
あ
た
り
に
小
鼓
の
ハ
シ
リ
（
ポ
ポ
（
○
○
）
と
い
う
手
）
が
来
て
い

れ
ば
、つ
ぎ
に
「
初
段
」
の
手
を
入
れ
る
（
こ
こ
で
は
次
に
初
段
が
演
奏
さ
れ
て
い
る
（1-

37

）。
も
し
謡
の
方
が
早
く
進
み
、
小
鼓
の
頭
ハ
シ
リ
が
「
浦
人
」
以
降
に
な
れ
ば
、
手

を
1
ク
サ
リ
短
く
す
る
。
つ
ま
り
、す
ぐ
に
打
上
合
頭
（1-38

に
演
奏
し
て
い
る
手
）
に

向
か
う
。

（
小
鼓
：
頭
ハ
シ
リ
）
5
拍
目
の
頭
は
、「
船
の
」
と
い
う
入
り
節
（
高
い
音
の
目
立
つ
節
）

が
あ
る
と
こ
ろ
に
お
よ
そ
位
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
節
を
強
調
す
る
。

1-38　
「
と
さ
わ
ぐ
」

（
大
鼓
：
打
上
合
頭
）「
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
」
と
い
う
か
け
声
は
終
止
の
手
組
に
入
る
た
め
の

小
鼓
や
謡
い
手
に
対
す
る
合
図
。
謡
の
「
騒
ぐ
」
を
聞
い
て
こ
の
か
け
声
が
来
る
よ
う
に

タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
節
す
る
。

（
小
鼓
：
ヲ
ド
リ
返
シ
ツ
メ
）「
ツ
メ
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
「
打
上
」
を
導
く
。

1-39　
「
な
み
じ
か
な
」

（
ワ
キ
：
竿
ヲ
前
ニ
卸
シ
両
手
ニ
て
持
〔
但
左
ノ
方
少
上
ル
〕）
左
廻
り
で
正
面
に
向
く
。

後
は
型
付
の
と
お
り
。

1-40　

オ
キ

（
備
考
）「
ヲ
キ
（
オ
キ
）」
は
、
漢
字
で
書
く
と
「
置
き
」
で
あ
り
、
文
字
通
り
、
一
段

落
さ
せ
る
手
で
あ
る
。
ヲ
キ
の
後
に
は
、
こ
こ
の
場
合
の
よ
う
に
〔
サ
シ
〕
が
続
く
こ
と

も
あ
れ
ば
、1-68

の
ヲ
キ
の
よ
う
に
、〔
詞
（
問
答
）〕
が
続
く
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
の

場
合
で
あ
っ
て
も
、
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
あ
る
い
は
拍
子
合
な
ど
で
急
迫
し
て
い
く
流
れ
を

い
っ
た
ん
沈
静
化
さ
せ
て
、
新
た
に
始
ま
る
別
の
場
面
を
準
備
す
る
と
い
う
作
用
が
あ

る
。
そ
の
意
味
で
「
ヲ
キ
（
オ
キ
）」
は
、音
楽
上
の
切
れ
目
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、能

の
段
の
区
分
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

（
大
鼓
：
ノ
ル
ヲ
キ
）
謡
の
「
か
な
」
で
合
頭
、「
な
」
の
ふ
し
が
伸
び
て
い
る
間
に
ヲ
キ

の
手
を
打
つ
。

（
小
鼓
：
オ
キ
）
オ
キ
で
は
、
冒
頭
か
ら
続
い
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
っ
た
ん
収
ま
り
、

段
落
と
な
る
。
大
倉
流
は
オ
キ
の
最
初
の
粒
を
5
拍
と
す
る
が
、
他
流
で
は
、
記
譜
の
上

で
は
、
4
拍
と
す
る
の
が
一
般
的
。

〔
サ
シ
〕

1-41　
「
こ
れ
は
三
保
の
ま
つ
ば
ら
に
伯
陵
と
も
う
す
漁
夫
に
て
」

（
備
考
）
ふ
し
の
た
っ
ぷ
り
し
た
〔
一
セ
イ
〕
か
ら
、
ふ
し
が
少
な
く
ス
ラ
ス
ラ
と
運
ぶ

サ
シ
調
に
、
ノ
リ
が
変
わ
る
。
囃
子
は
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
か
ら
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
へ
と
打
ち

方
が
変
化
す
る
。〔
サ
シ
〕
に
お
い
て
鼓
は
、
謡
の
決
ま
っ
た
シ
ラ
ブ
ル
に
、
打
音
を
当

て
て
合
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
映
像
で
は
、
謡
の
1
句
1
句
と
い
う
単
位

の
進
行
に
、
鼓
の
手
の
「
ま
と
ま
り
」
を
、
合
わ
せ
て
（
の
せ
て
）
い
る
よ
う
に
み
え
る

（
手
の
連
鎖
が
、
適
切
な
テ
ン
ポ
を
維
持
し
た
ま
ま
で
、
無
理
な
く
演
奏
さ
れ
て
い
く
）。

た
だ
し
、
謡
の
切
れ
目
と
、
鼓
の
手
の
切
れ
目
が
同
時
に
来
る
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
多
く
の
場
合
、
鼓
の
掛
け
声
が
、
句
の
謡
い
出
し
に
先
行
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
位
置
関
係
か
ら
、
鼓
の
掛
け
声
は
、
次
に
く
る
謡
を
促
し
、
引
き
出
し
て
い
く
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よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
の
コ
イ
合
は
ア
シ
ラ
イ
の
基
本
の
手
で

あ
る
。
か
け
声
が
大
き
く
伸
び
る
。
数
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
謡
い
手
に
よ
っ
て
か
な
り

変
わ
る
。「
こ
れ
は
美
保
の
松
原
に
」
の
一
句
に
、
コ
イ
合
（
8
拍
目
か
ら
3
拍
目
）
の

手
が
重
な
る
よ
う
に
打
つ
。

（
小
鼓
：
甲
三
ツ
地
）
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
で
は
拍
節
感
を
消
し
、
か
け
声
を
長
く
か
け
る
。

小
鼓
は
続
く
「
白
龍
と
申
す
漁
夫
に
て
候
」
と
い
う
一
句
に
、
三
ツ
地
（
4
拍
目
か
ら
8

拍
目
）
と
い
う
手
が
重
な
る
よ
う
に
打
っ
て
い
る
。

1-42　
「
候
、
万
里
の
高
山
に
雲
た
ち
ま
ち
に
お
こ
り
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）「
候
、
万
里
の
高
山
に
」
に
手
が
お
よ
そ
対
応
す
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）「
雲
た
ち
ま
ち
に
お
こ
り
、」
に
お
よ
そ
対
応
す
る
。

（
ワ
キ
）「
萬
里
」
か
ら
ワ
キ
ツ
レ
も
歌
う
。
ワ
キ
の
所
作
は
、
型
付
の
と
お
り
。

1-43　
「
一
楼
の
明
月
に
雨
は
じ
め
て
は
れ
り
、
げ
に
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）「
一
楼
の
明
月
に
雨
は
じ
め
て
」
に
手
が
お
よ
そ
対
応
し
て

い
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）「
は
れ
り
、
げ
に
」
に
手
が
お
よ
そ
対
応
し
て
い
る
。

（
ワ
キ
）
ワ
キ
、
ワ
キ
ツ
レ
は
お
互
い
に
一
足
ツ
メ
ル
（
詰
め
る
）。
詰
め
る
は
、
前
方
に

一
足
踏
み
出
す
こ
と
で
、
そ
の
動
作
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
表
現
を
込
め
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

1-44　
「
の
ど
か
な
る
と
き
し
も
や
、
春
の
け
し
き
松
原
の
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）「
の
ど
か
な
る
時
し
も
や
、」
に
手
が
お
よ
そ
対
応
し
て
い

る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）「
春
の
け
し
き
松
原
の
、」
に
手
が
お
よ
そ
対
応
し
て
い
る
。

1-45　
「
波
た
ち
つ
づ
く
あ
さ
が
す
み
、
月
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）「
波
た
ち
つ
づ
く
あ
さ
」
に
手
が
お
よ
そ
対
応
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）「
が
す
み
、
月
」
に
手
が
お
よ
そ
対
応
。

1-46　
「
も
残
り
の
あ
ま
の
は
ら
、
お
よ
び
な
き
み
の
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）「
も
残
り
の
あ
ま
の
は
ら
、」
に
手
が
お
よ
そ
対
応
。「
天
の

原
」
あ
た
り
で
3
拍
目
を
打
て
る
よ
う
に
、
心
づ
も
り
す
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）「
お
よ
び
な
き
み
の
」
に
手
が
お
よ
そ
対
応
。
次
の
「
心
空
な
る
」
あ

た
り
か
ら
、
大
鼓
が
ツ
ヅ
ケ
の
手
に
入
れ
る
よ
う
に
調
節
す
る
。

1-47　
「
な
が
め
に
も
、
こ
こ
ろ
そ
ら
な
る
け
し
き
」

（
大
鼓
：
四
ツ
ノ
ツ
ヅ
ケ
）「
眺
め
に
も
ォ
」
の
末
の
廻
シ
が
お
お
よ
そ
の
目
印
と
な
り
、

ツ
ヅ
ケ
に
入
り
、「
心
空
な
る
・
け
し
き
か
な
」
と
、
上
句
と
下
句
を
、
ツ
ヅ
ケ
の
前
半

と
後
半
に
載
せ
て
い
く
の
が
、
お
よ
そ
の
傾
向
で
あ
ろ
う
。

（
笛
：
呂
）「
心
そ
ら
な
る
」
ま
で
謡
を
聞
い
て
、
呂
を
吹
き
出
す
。
呂
は
、〔
ク
セ
〕
の

前
で
も
か
な
ら
ず
吹
か
れ
る（「
ク
セ
ノ
呂
」と
も
呼
ば
れ
る
）。
呂
は（
1
）ホ
ー
ヒ
ョ
ー
、

（
2
）
ラ
ー
リ
ウ
、（
3
）
ロ
ー
、（
4
）
ヒ
ウ
（
ラ
）
ー
リ
ウ
、（
5
）
ロ
ー
イ
、（
6
）
ツ

ロ
ー
、（
7
）
イ
ヤ
ー
、
と
い
う
旋
律
単
位
か
ら
な
る
。
こ
こ
で
は
（
1
）（
2
）
が
演
奏

さ
れ
る
。

1-48　
「
か
な
」

（
大
鼓
：
上
ゲ
合
頭
）
謡
の
「
な
」
の
生
み
字
の
ふ
し
い
っ
ぱ
い
で
、
合
頭
が
来
る
よ
う

に
す
る
。

（
笛
）（
2
）
の
つ
づ
き
、（
3
）（
4
）
が
演
奏
さ
れ
る
。

1-49　

打
切

（
備
考
）「
打
切
」
は
、
拍
子
合
の
謡
（〔
下
歌
〕〔
上
歌
〕〔
ク
セ
〕〔
ロ
ン
ギ
〕
な
ど
）
の
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冒
頭
に
お
か
れ
て
導
入
部
な
役
割
を
果
た
す
。
ま
た
、
拍
子
合
の
謡
の
途
中
に
も
、
段
落

を
つ
け
る
必
要
に
応
じ
て
置
か
れ
て
い
る
。
音
楽
的
な
区
切
り
と
い
う
本
来
の
機
能
の
ほ

か
に
、
定
型
ま
た
は
そ
の
場
面
に
固
有
の
所
作
を
行
う
短
い
間
奏
と
し
て
の
機
能
も
あ

り
、
そ
こ
に
心
情
や
情
景
の
表
出
が
託
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
打
切
の
前
半
の
掛
け
声

「
ホ
ン
ヤ
ア
ー
」
は
大
鼓
の
持
分
で
あ
り
、
第
7
・
8
拍
の
「
ハ
・
ハ
○
」
の
掛
け
声
は

小
鼓
の
持
分
で
あ
る
が
、
大
倉
流
の
小
鼓
は
、「
ホ
ン
ヤ
ア
ー
」
の
部
分
も
大
鼓
と
一
緒

に
唱
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
打
切
の
次
の
段
落
の
テ
ン
ポ
や
気
分
は
、
小
鼓
が
打
つ

「
第
7
・
8
拍
」
に
よ
っ
て
予
告
さ
れ
る
。

（
大
鼓
：
打
切
）
打
切
の
手
で
し
っ
か
り
段
落
感
を
出
す
。

（
小
鼓
：
打
切
）
第
7
・
8
拍
で
次
の
下
歌
の
拍
子
合
の
ノ
リ
を
作
る
。

（
笛
：
呂
）（
4
）
の
続
き
か
ら
、
合
頭
あ
た
り
に
合
わ
せ
て
（
5
）「
ロ
ー
イ
」
を
も
っ

て
い
く
。
す
こ
し
休
み
、大
鼓
と
小
鼓
の
「
ホ
ン
ヤ
ア
ー
」
の
掛
け
声
に
重
ね
る
よ
う
に
、

（
6
）
を
長
め
に
吹
き
（
7
）
を
打
切
が
終
わ
る
ま
で
に
吹
き
お
さ
め
る
。
こ
の
あ
た
り

の
旋
律
の
位
置
の
配
分
は
、〔
ク
セ
〕
の
前
に
吹
か
れ
る
「
呂
」（4-25,26,27

）
と
同
じ
。

ち
な
み
に
、
拍
子
合
の
謡
の
小
段
の
末
に
吹
か
れ
る
小
手
六
ノ
下
、
六
ノ
下
も
や
は
り

「
ツ
ロ
ー
イ
ヤ
ー
」
の
譜
で
終
わ
る
。

〔
下
歌
〕

1-50　
「
忘
れ
め
や
」

（
備
考
）
能
の
一
段
の
中
で
は
、
一
般
的
に
、
拍
子
に
合
わ
な
い
謡
が
、
拍
子
に
合
う
謡

へ
と
進
ん
で
い
く
流
れ
が
あ
る
。
拍
子
不
合
の
〔
サ
シ
〕
か
ら
拍
子
合
の
〔
下
歌
〕〔
上

歌
〕
と
い
う
流
れ
は
、
人
物
の
登
場
す
る
段
に
お
い
て
は
、
一
般
的
に
見
ら
れ
る
流
れ
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、〔
下
歌
〕〔
上
歌
〕
と
い
う
拍
子
合
の
歌
に
な
り
、
音
楽
的
な
変
化

と
シ
ー
ン
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

（
大
鼓
：
ヤ
ノ
ト
リ
）
歌
の
始
ま
り
に
相
応
し
く
1
拍
目
は
十
分
間
（
ま
）
を
大
き
く
取

る
。
ヤ
ノ
ト
リ
は1-56,4-28

に
も
出
て
く
る
。

（
小
鼓
：
一
ツ
ト
リ
）「
ト
リ
」
は
、
大
倉
流
の
場
合
、
2
、
3
、
4
拍
と
打
つ
が
、
一
ツ

ト
リ
は
、
3
拍
目
の
み
を
打
つ
手
で
あ
る
。1-56,4-28

に
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
小
段

の
冒
頭
で
あ
る
。
2
拍
目
を
打
た
な
い
の
は
、
謡
い
手
の
テ
ン
ポ
や
息
遣
い
を
正
確
に
受

け
取
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
シ
テ
が
独
唱
す
る
箇
所
で
も
、
一
ツ
ト
リ
が
し
ば
し
ば
出
現
す

る
。
シ
テ
の
謡
の
テ
ン
ポ
や
息
遣
い
を
尊
重
す
る
目
的
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

1-51　
「
山
路
を
わ
け
て
き
よ
み
が
た
」

（
大
鼓
：
コ
イ
合
）「
山
路
」
の
「
ま
」
は
ふ
し
に
よ
っ
て
間
が
大
き
く
な
る
が
、
ど
の
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
か
は
謡
い
手
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。
謡
を
よ
く
聞
き
、2
拍
目
の
「
じ
」

で
コ
ミ
を
取
る
。

（
小
鼓
：
甲
三
ツ
地
）
第
3
拍
と
4
拍
の
間
、
第
5
拍
と
6
拍
の
間
は
理
論
上
の
時
間
を

詰
め
て
謡
わ
れ
て
い
る
の
で
、
小
鼓
は
偶
数
拍
で
コ
ミ
を
取
っ
て
い
る
。
一
般
に
セ
ク

シ
ョ
ン
の
は
じ
め
で
は
、三
ツ
地
の
5
拍
目
が
「
カ
ン
」
の
音
に
な
る
（
甲
三
ツ
地
）。
ま

た
、
先
行
す
る
手
が
一
ツ
ト
リ
で
あ
る
と
き
も
甲
三
ツ
地
に
な
る
。

1-53　
「
立
ち
連
れ
い
ざ
や
か
よ
わ
ん
」

（
小
鼓
：
三
ツ
地
ヒ
カ
ヘ
）「
い
ざ
や
」
の
「
い
」
は
大
き
く
伸
び
る
の
で
、
謡
を
よ
く
聞

き
、「
ざ
」
で
コ
ミ
を
取
る
。
ヒ
カ
ヘ
（
控
え
）
と
は
、
打
つ
の
を
「
控
え
る
」
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
8
拍
目
を
控
え
る
（
打
た
な
い
）
こ
と
で
、「
ん
」
の
マ
ワ
シ

の
大
き
さ
な
ど
、
自
由
に
謡
え
る
効
果
が
あ
る
。〔
下
歌
〕（2-40

）「
空
に
い
つ
し
か
行

く
雲
の
」
も
同
様
。

1-54　
「
立
ち
連
れ
い
ざ
や
か
よ
わ
ん
」

（
大
鼓
：
控
押
）
小
鼓
も
含
め
「
控
」
に
は
基
本
的
に
謡
を
束
縛
せ
ず
謡
に
従
う
意
味
が

あ
る
。
テ
ン
ポ
の
緩
め
方
は
謡
い
手
に
任
さ
れ
て
い
る
。

（
小
鼓
：
打
切
前
ノ
手
）「
通
わ
ん
」
の
7
拍
目
か
ら
次
の
打
切
の
6
拍
目
ま
で
は
実
質
的

に
拍
子
不
合
で
あ
る
。
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1-55　

打
切

（
小
鼓
：
打
切
）
第
7
・
8
拍
で
拍
子
合
に
戻
し
上
歌
の
ノ
リ
を
作
る
。

〔
上
歌
〕

1-56　
「
風
む
こ
う
」

（
備
考
）〔
下
歌
〕
が
「
中
音
」
を
基
本
に
し
た
旋
律
を
構
成
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、〔
上

歌
〕
は
理
屈
の
上
で
は
、
完
全
4
度
上
の
「
上
音
」
を
基
本
と
す
る
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
全
体
が
強
吟
で
歌
わ
れ
る
の
で
、
音
の
高
さ
の
上
昇
は
、
実
際
上
は
お
こ
ら
な
い
。
た

だ
声
の
張
り
を
変
え
る
な
ど
の
、
気
分
に
は
変
化
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

（
大
鼓
：
ヤ
ノ
ト
リ
）
下
歌
「
忘
れ
め
や
」
の
ヤ
ノ
ト
リ
（1-50

）
と
は
、
か
け
声
の
抑

揚
と
打
音
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
両
方
を
変
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
か
け
声
の
最
後
を
下
げ

ず
、
速
や
か
に
打
っ
て
爽
や
か
な
謡
い
出
し
を
導
い
て
い
る
。
こ
の
〔
上
歌
〕（1-68

ま

で
）
で
は
、
大
鼓
は
コ
イ
合
を
主
と
し
た
シ
ン
プ
ル
な
手
に
終
始
し
て
い
る
が
、
込
み

入
っ
た
手
を
打
た
な
い
こ
と
で
謡
が
よ
ど
み
な
く
運
ば
れ
る
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
。
三
保

の
松
原
へ
向
か
う
朝
の
情
景
が
す
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
。

1-57　
「
雲
の
浮
き
波
立
つ
と
み
て
」

（
大
鼓
：
ヤ
声
ナ
シ
コ
イ
合
）「
雲
の
」
の
「
の
」
の
ふ
し
を
よ
く
聞
い
て
コ
ミ
を
取
る
。

1-58　

打
切

（
大
鼓
：
打
切
）
調
子
を
張
っ
て
歌
を
推
進
さ
せ
る
。

（
笛
：
高
音
）
高
音
は
、
頭
の
あ
と
、
打
切
い
っ
ぱ
い
に
吹
く
。

1-59　
「
雲
の
浮
き
波
立
つ
と
み
て
」　

（
備
考
）
こ
の
〔
上
歌
〕
は
、
2
つ
の
打
切
で
区
切
ら
れ
る
、
典
型
的
な
3
部
形
式
で
あ

る
（
2
句
＋
4
句
＋
4
句
）。
ワ
キ
の
歌
う
〔
上
歌
〕
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
コ
イ
合
と

三
ツ
地
で
あ
し
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
作
品
の
前
半
で
あ
る
こ
と
、
立
ち
役
の
舞
台
上

で
の
移
動
が
な
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
か
。

（
謡
）
こ
の
一
句
は
、
ワ
キ
ツ
レ
だ
け
が
謡
い
、
ワ
キ
は
次
の
句
よ
り
付
け
る
。

1-63　

打
切　
　

（
大
鼓
：
打
切
）（
小
鼓
：
打
切
）
段
落
が
変
わ
っ
て
シ
ー
ン
が
進
ん
で
ゆ
く
感
じ
を
出
す
。

（
笛
：
中
高
音
）〔
上
歌
〕
の
途
中
か
ら
中
高
音
を
お
よ
そ
謡
の
二
句
に
配
分
し
、
六
ノ
下

を
つ
づ
け
て
、
謡
の
終
わ
り
ま
で
吹
く
の
は
定
型
。

（
ワ
キ
）
打
切
の
間
に
ワ
キ
の
み
正
面
を
向
く
。

1-64　
「
松
は
と
き
わ
の
声
ぞ
か
し
」

（
備
考
）〔
上
歌
〕の
第
3
部
。
三
保
の
松
原
に
着
く
。
全
体
に
笛
が
入
り
高
揚
感
が
増
す
。

1-66　
「
釣
人
多
き
お
ぶ
ね
か
な
」

（
笛
：
六
ノ
下
）
上
句
の
「
多
き
」
と
謡
が
し
ず
ま
る
の
に
合
わ
せ
て
「
ヒ
ュ
ウ
ー
ー
イ
」

を
あ
て
る
。

（
ワ
キ
：
太
鼓
座
ニ
行
、
竿
ヲ
捨
、
扇
ヲ
持
、
正
面
ニ
出
）
右
廻
り
で
後
ろ
を
向
き
後
ろ

へ
、
数
足
歩
み
出
す
。

1-67　
「
釣
人
多
き
お
ぶ
ね
か
な
」

（
笛
：
六
ノ
下
）
謡
の
お
わ
り
ま
で
に
「
ツ
ロ
ー
イ
ヤ
ー
」
と
吹
き
終
え
る
。

（
ワ
キ
）
止
ま
っ
て
後
見
座
へ
歩
む
。
あ
と
は
型
付
の
と
お
り
。
ワ
キ
ツ
レ
は
、
地
謡
の

前
に
行
き
、
着
座
す
る
。

1-68　

ヲ
キ
（
オ
キ
）

（
大
鼓
：
乙
ノ
ヲ
キ
）（
小
鼓
：
ヲ
キ
）
オ
キ
で
い
っ
た
ん
終
止
。
囃
子
は
し
ば
ら
く
打
た

な
い
の
で
道
具
を
前
に
置
き
、
手
を
袴
に
入
れ
姿
勢
を
正
す
。
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二
、
天
女
の
登
場

〔
詞
（
問
答
）〕

2-1　
「
我
三
保
の
松
原
に
あ
が
り
」

（
備
考
）〔
詞
（
問
答
）〕
は
、
囃
子
の
伴
奏
の
な
い
部
分
。
役
が
抑
揚
の
つ
い
た
言
葉
と
、

動
作
で
、
場
面
を
進
め
て
行
く
。
言
葉
は
、
役
同
士
の
や
り
と
り
の
場
合
も
、
独
白
の
場

合
も
あ
る
。
細
か
く
分
類
す
る
と
複
雑
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
古
い
謡
本
に
つ
け
ら
れ

て
い
る
指
示
語
で
あ
る〔
詞
〕を
小
段
名
称
と
し
て
採
用
し
た
。
問
答
の
部
分
の
演
技
は
、

相
手
を
「
向
く
」、
正
面
に
「
直
る
」
の
よ
う
に
、
向
き
を
変
え
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
正

面
あ
る
い
は
相
手
に
向
か
っ
て
、
足
を
「
ツ
メ
ル
」
つ
ま
り
気
を
込
め
て
前
に
迫
る
動
き

が
中
心
と
な
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
言
葉
の
内
容
に
合
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
す
べ
て

単
純
な
演
技
だ
が
、
ド
ラ
マ
を
伝
え
る
た
め
の

と
な
る
重
要
な
演
技
で
あ
る
。

2-21　
「
悲
し
や
な
羽
衣
な
く
て
は
飛
行
の
道
も
絶
え
」

（
大
鼓
）（
小
鼓
）
道
具
を
取
る
。

〔
カ
カ
ル
（
掛
合
）〕

2-24　
「
こ
の
お
ん
詞
を
聞
く
よ
り
も
」

（
備
考
）
小
段
名
〔
カ
カ
ル
〕
は
、
上
掛
謡
本
か
ら
と
っ
た
も
の
。「
節
に
か
か
る
」
す
な

わ
ち
、〔
サ
シ
〕
と
似
た
形
式
の
謡
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
表
示
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
採
用
し
た
。「
カ
カ
ル
」
は
下
掛
謡
本
で
は
、「
拍
子
に
か
か
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
た

め
、
お
そ
ら
く
そ
れ
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
を
さ
け
る
た
め
か
、
横
道
氏
に
よ
る
小
段
理
論

で
は
、〔
カ
カ
ル
〕
は
小
段
名
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
打
出
シ
）
囃
子
が
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
局
面
の
推
移
が
よ
り
印

象
付
け
ら
れ
る
。
場
面
の
内
容
に
よ
っ
て
打
ち
出
し
方
と
次
の
コ
イ
合
の
声
の
調
子
や
テ

ン
ポ
は
大
き
く
異
な
る
。
ア
シ
ラ
イ
打
出
シ
は
、
お
よ
そ
「
こ
の
御
詞
を
」
の
あ
た
り
に

来
る
。

（
小
鼓
：
甲
三
ツ
地
）
甲
三
ツ
地
は
「
聞
く
よ
り
も
」
の
あ
た
り
に
来
る
。

2-25　
「
い
よ
い
よ
伯
陵
力
を
得
、
も
と
よ
り
こ
の
身
は
心
な
き
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
コ
イ
合
の
数
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
は

お
よ
そ
「
い
よ
い
よ
伯
陵
力
を
得
」
の
あ
た
り
に
来
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
概
し
て
小
鼓
の
ア
シ
ラ
イ
は
大
鼓
よ
り
間
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。
大
鼓
が
自
由
に
伸
縮
し
て
見
計
ら
い
し
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
三
ツ
地

は
お
よ
そ
「
も
と
よ
り
こ
の
身
は
心
な
き
」
の
あ
た
り
に
来
る
。

2-26　
「
天
の
羽
衣
と
り
か
く
し
、
叶
う
ま
じ
と
て
立
ち
の
け
ば
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
ワ
キ
の
強
い
調
子
に
つ
れ
て
切
迫
感
が
高
ま
り
一
句
の
時

間
が
短
く
な
っ
て
い
る
。
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
は
お
よ
そ
「
天
の
羽
衣
と
り
か
く
し
」
の
あ

た
り
に
来
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
大
鼓
と
同
様
に
切
迫
感
が
高
ま
る
。
三
ツ
地
は
お
よ
そ
「
叶
ふ
ま
じ

と
て
た
ち
の
け
ば
」
の
あ
た
り
に
来
る
。

2-27　
「
今
は
さ
な
が
ら
天
人
も
、
羽
な
き
鳥
の
ご
と
く
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
シ
テ
の
謡
に
合
わ
せ
て
コ
イ
合
の
テ
ン
ポ
を
落
し
、
調
子

を
抑
え
る
。
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
は
お
よ
そ「
今
は
さ
な
が
ら
天
人
も
」の
あ
た
り
に
来
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
三
ツ
地
は
お
よ
そ
「
羽
な
き
鳥
の
ご
と
く
」
の
あ
た
り
に
来
る
。

2-28　
「
に
て
、
あ
が
ら
ん
と
す
れ
ば
衣
な
し
、
地
に
又
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
は
お
よ
そ
「
に
て
、
あ
が
ら
ん
と
す
れ

ば
」
の
あ
た
り
に
来
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
三
ツ
地
は
お
よ
そ
「
衣
な
し
、
地
に
又
」
の
あ
た
り
に
来
る
。
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2-29　
「
住
め
ば
げ
か
い
な
り
、
と
や
あ
ら
ん
か
く
や
あ
ら
ん
と
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
小
段
末
で
落
と
す
（
オ
ト
シ
を
打
つ
）
た
め
に
は
、
次
の

「
悲
し
め
ど
」
か
ら
ツ
ヅ
ケ
を
打
つ
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
小
鼓
の
三
ツ
地
の
手
を
考
え
る

と
、
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
は
お
よ
そ
「
住
め
ば
げ
か
い
な
り
、
と
や
あ
ら
ん
」
の
あ
た
り
に

来
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
次
の
「
悲
し
め
ど
」
で
大
鼓
が
ツ
ヅ
ケ
の
手
に
入
れ
る
よ
う
第
7
・
8

拍
を
「
か
く
や
あ
ら
ん
」
に
持
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
段
々
状
況
が
煮
詰
ま
っ
て
い
く
感

じ
に
す
る
。
こ
の
句
と
次
の
句
は
、
7
、
8
拍
目
を
少
し
変
化
さ
せ
ノ
リ
を
付
け
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
小
鼓
の
第
7
、
8
拍
は
ノ
リ
や
雰
囲
気
を
作
る
の
に
重
要
な
役
割
を

負
っ
て
い
る
。
三
ツ
地
は
「
か
く
や
あ
ら
ん
と
」
の
あ
た
り
に
来
る
。

2-30　
「
か
な
し
め
ど
伯
陵
衣
を
返
さ
ね
ば
、
力
及
ば
ず
」

（
大
鼓
：
四
ツ
ノ
ツ
ヅ
ケ
）
ツ
ヅ
ケ
の
手
に
入
る
。

（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）
ツ
ヅ
ケ
の
最
後
は
、
テ
ン
ポ
を
あ
げ
て
う
ち
、
次
の
大
鼓
に
よ
る
オ

ト
シ
と
の
対
比
を
つ
く
り
だ
す
。

2-31　
「
せ
ん
か
た
も
」

（
大
鼓
：
ヲ
ト
シ
）
オ
（
ヲ
）
ト
シ
は
ア
シ
ラ
イ
か
ら
拍
子
合
に
ノ
リ
を
変
え
る
た
め
の

中
断
用
の
手
。

（
小
鼓
：
オ
ト
シ
）「
せ
ん
か
た
も
」
の
「
せ
」
に
少
し
遅
れ
る
よ
う
に
打
ち
、
大
鼓
に

「
か
」
の
あ
た
り
で
打
た
せ
る
よ
う
に
も
っ
て
い
く
。
打
音
を
前
半
ま
で
で
切
り
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
静
か
な
間
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
静
か
さ
が
、「
涙
の
露
」
と
は
じ

ま
る
次
の
拍
子
合
の
謡
へ
焦
点
を
あ
て
る
効
果
を
も
つ
。

（
シ
テ
：「
せ
ん
方
も
」
二
足
ツ
メ
）
シ
テ
が
ワ
キ
に
向
か
っ
て
二
足
出
る
こ
と
は
「
ツ
メ

ル
（
詰
め
る
）」
と
表
現
さ
れ
る
。
両
者
の
掛
合
い
か
ら
拍
子
合
の
謡
に
か
わ
る
地
点
で

見
ら
れ
る
決
ま
っ
た
型
で
あ
る
が
、「
せ
ん
方
も
無
い
」
と
い
う
歌
詞
を
合
わ
せ
る
と
、ワ

キ
に
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
と
詰
め
寄
っ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
う
し
な
が
ら
も
諦
め
を
感

じ
て
い
る
よ
う
な
両
義
的
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
も
、
受
け
取
れ
る
だ
ろ
う
。

〔
上
歌
〕

2-32　
「
涙
の
つ
ゆ
の
た
ま
か
づ
ら
」

（
備
考
）
短
い
、
4
句
で
構
成
さ
れ
た
〔
上
歌
〕。「
浅
ま
し
や
」
が
中
音
域
で
終
わ
る
の

で
、
こ
れ
は
通
常
の
上
歌
の
前
半
だ
け
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。
ち
な
み
に
、
金
剛
流
は
こ
こ
で
囃
子
の
打
切
、
謡
の
返
シ
が
入
る
。

（
大
鼓
：
無
声
ノ
コ
イ
合
）
短
い
〔
上
歌
〕
で
あ
る
た
め
、
以
下
、
コ
イ
合
が
つ
づ
く
。

（
小
鼓
：
甲
三
ツ
地
）
短
い
上
歌
で
あ
る
た
め
か
、
三
ツ
地
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
ツ
ヅ
ケ

へ
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
は
変
化
し
て
ゆ
か
な
い
。
調
子
は
上
が
っ
て
ゆ
か
ず
、「
天
人
の
五

衰
」
の
気
分
が
描
写
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

2-34　
「
天
人
の
五
衰
も
」

（
小
鼓
：
三
ツ
地
ヒ
カ
ヘ
）〔
上
歌
〕
が
終
了
す
る
一
句
前
で
あ
り
、
手
が
来
て
も
よ
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
短
い
〔
上
歌
〕
な
の
で
手
は
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
三
ツ
地
ヒ

カ
ヘ
（
8
拍
目
を
打
た
な
い
三
ツ
地
）
で
静
か
な
雰
囲
気
を
つ
く
る
。「
天
人
の
五
衰
」
と

い
う
言
葉
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

（
シ
テ
：「
五
衰
も
」
サ
シ
込
開
）
サ
シ
込
ミ
開
キ
が
ゆ
っ
く
り
と
次
の
ク
サ
リ
ま
で
使
っ

て
お
こ
な
わ
れ
る
。

〔
下
ノ
詠
〕

2-36　
「
あ
ま
の
は
ら
、
ふ
り
」

（
備
考
）
直
前
の
地
謡
の
上
歌
か
ら
音
域
も
リ
ズ
ム
も
変
わ
り
、
シ
テ
の
詠
嘆
が
ひ
と
き

わ
印
象
付
け
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。
人
物
の
登
場
場
面
な
ど
に
よ
く
現
れ
る
小
段
〔
下
ノ

詠
〕
は
、
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
、
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ

イ
で
あ
る
。
テ
ン
ポ
が
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
こ
と
、
嘆
き
の
場
面
で
あ
り
、
謡
も
下
音
域
中

心
の
詠
嘆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
に
よ
る
伴
奏
が
ふ
さ
わ
し
い
。
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第三部　楽譜

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
ア
シ
ラ
イ
の
コ
イ
合
に
な
る
。
シ
テ
の
心
情
を
映
す
よ
う

に
か
け
声
が
柔
ら
か
く
伸
び
て
い
る
。
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
が
お
よ
そ
「
あ
ま
の
は
ら
」
に

来
る
。

（
小
鼓
：
甲
三
ツ
地
）
小
鼓
の
三
ツ
地
の
掛
け
声
は
、〔
一
声
〕
な
ど
の
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
あ

る
い
は
拍
子
合
の
と
き
、〔
サ
シ
〕〔
カ
カ
ル
〕【
物
着
】
な
ど
の
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
の
と

き
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
な
る
。
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
や
拍
子
合
の
場
合
、
掛
け
声
は
よ
り
拍

が
（
ま
た
拍
と
拍
の
間
も
）、
際
立
つ
よ
う
に
短
め
に
か
け
る
。
ま
た
6
拍
目
の
無
音
の

拍
も
し
っ
か
り
と
数
え
て
、
5
、
6
、
7
、
8
と
等
間
隔
に
運
ぶ
の
が
基
本
と
な
る
。
一

方
、
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
で
は
、
拍
と
拍
の
間
隔
は
、
5
拍
目
と
6
拍
目
の
間
は
縮
約
さ
れ

る
。
ま
た
、
掛
け
声
も
打
音
の
直
後
か
ら
、
長
く
伸
ば
す
よ
う
に
か
け
ら
れ
る
。

（
謡
）
歌
い
出
し
が
大
鼓
の
「
ハ
ァ
」
の
掛
け
声
に
一
致
す
る
。
拍
子
合
わ
ず
の
句
の
歌

い
出
し
は
、
こ
の
あ
た
り
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

2-38　
「
く
も
じ
ま
ど
い
て　

ゆ
く
え
し
ら
ず
も
」

（
大
鼓
：
四
ツ
ノ
ツ
ヅ
ケ
・
半
ヲ
ト
シ
）
ツ
ヅ
ケ
か
ら
ヲ
ト
シ
の
基
本
の
手
だ
が
、
静
か

な
謡
な
の
で
ツ
ヅ
ケ
を
前
半
ま
で
で
止
め
て
ヲ
ト
シ
の
手
に
移
っ
て
い
る
（
半
ヲ
ト
シ
）。

2-30,2-31

の
ヲ
ト
シ
（
本
ヲ
ト
シ
）
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
半
ヲ

ト
シ
が
常
だ
が
、
本
来
は
見
計
ら
い
の
手
。
謡
に
よ
っ
て
半
ヲ
ト
シ
か
本
ヲ
ト
シ
か
は
即

興
的
に
判
断
さ
れ
る
。

（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
・
オ
ト
シ
）「
し
ら
ず
も
」
の
「
し
」
に
小
鼓
が
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
鼓
を
「
ら
」
で
打
た
せ
て
、
静
か
な
間
を
つ
く
り
、
拍
子
合
の
謡
に
渡
す
準
備
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

〔
下
歌
〕

2-40　
「
そ
ら
に
い
つ
し
か
ゆ
く
く
も
の
」

（
小
鼓
：
三
ツ
地
ヒ
カ
ヘ
）〔
下
歌
〕
の
最
終
句
の
一
つ
前
に
「
ヒ
カ
エ
」
が
く
る
。
ワ
キ

の
〔
下
歌
〕（1-53

）
も
同
様
。〔
上
歌
〕
の
中
で
は
あ
る
が
、2-34

も
同
様
。

（
笛
：
小
手
六
ノ
下
）
小
手
六
ノ
下
（
三み

ろ
く六

ノ
下
と
も
）
は
、
六
ノ
下
と
同
様
、
拍
子
合

の
謡
の
小
段
の
終
止
を
促
す
。
と
も
に
「
ツ
ロ
ー
イ
ヤ
ー
」
と
い
う
低
音
の
唱
歌
譜
で
終

わ
る
。
ち
な
み
に
サ
シ
の
最
後
に
吹
か
れ
る
「
呂
」
も
「
ツ
ロ
ー
イ
ヤ
ー
」
で
終
止
す
る
。

旋
律
の
構
成
は
、
呂
の
後
半
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
呂
は
（
1
）
か
ら
（
7
）
の
7
つ

の
旋
律
単
位
で
構
成
さ
れ
る
が
、
小
手
六
ノ
下
は
、（
1
）
か
ら
（
3
）
を
除
き
、
後
半

の
（
4
）
か
ら
（
7
）
ま
で
の
単
位
で
構
成
さ
れ
た
旋
律
型
で
あ
る
。（
4
）
ヒ
ウ
（
ラ
）
ー

リ
ウ
、（
5
）
ロ
ー
イ
、（
6
）
ツ
ロ
ー
、（
7
）
イ
ヤ
ー
、
こ
こ
で
は
（
4
）
か
ら
吹
き

出
す
。

2-41　
「
う
ら
や
ま
し
き
け
し
き
か
な
」

（
笛
：
小
手
六
ノ
下
）（
4
）（
5
）（
6
）
と
続
け
て
吹
く
。（
6
、
7
）「
ツ
ロ
ー
イ
ヤ
ー
」

と
い
う
低
い
旋
律
は
、
こ
こ
で
は
打
切
前
で
吹
き
終
わ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
次
に
来

る
打
切
が
高
い
音
域
の
〔
上
歌
〕
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対

し
、〔
下
歌
〕
や
〔
ク
セ
〕
の
低
い
音
域
で
始
ま
る
歌
の
前
に
（
6
、
7
）「
ツ
ロ
ー
イ

ヤ
ー
」
が
吹
か
れ
る
場
合
は
、
打
切
い
っ
ぱ
い
に
吹
か
れ
る
。

（
シ
テ
）
ツ
メ
足
で
ゆ
っ
く
り
前
に
出
る
こ
と
に
感
情
が
込
め
ら
れ
る
。

〔
上
歌
〕

2-43　
「
か
り
ょ
う
び
ん
が
の
な
れ
な
れ
し
」

（
備
考
）
ワ
キ
の
〔
上
歌
〕（1-56

以
下
）
同
様
に
3
部
形
式
で
あ
る
が
（
1
句
＋
4
句
＋

4
句
）、
1
部
の
冒
頭
に
5
文
字
句
が
な
い
こ
と
、
2
部
と
3
部
の
間
に
打
切
が
な
い
点

が
形
式
上
で
の
違
い
で
あ
る
。
3
部
の
始
ま
り
は
、
上
句
が
「
千
鳥
・
カ
モ
メ
の
」
と
3
・

4
に
分
割
さ
れ
て
間
が
生
ま
れ
る
（
分
離
の
ト
リ
）。
情
緒
的
な
効
果
が
込
め
ら
れ
る
場

面
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
る
。

2-44　

打
切

（
笛
：
ヒ
シ
グ
高
音
）〔
上
歌
〕
の
最
初
の
打
切
で
ほ
ぼ
必
ず
吹
か
れ
る
の
が
高
音
で
あ
る
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が
、こ
こ
で
は
、途
中
に
「
日
ゥ
」
と
い
う
ヒ
シ
ギ
の
音
を
挿
入
す
る
手
を
吹
い
て
い
る
。

ヒ
シ
ギ
の
挿
入
は
、
高
音
（
タ
カ
ネ
）
が
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
る
際
に
、
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
さ
ず
変
化
を
つ
け
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
空
を
あ
お
ぎ
見
る
場
面
に
ふ

さ
わ
し
い
表
現
と
な
る
。

（
シ
テ
）〔
上
歌
〕
の
初
句
の
後
に
打
切
が
入
る
の
は
定
型
で
あ
る
が
、
途
方
に
暮
れ
る
シ

テ
の
心
情
が
お
の
ず
と
映
し
出
さ
れ
る
。

（
ワ
キ
：
初
同
打
切
ニ
放
ス
）
打
切
の
間
に
正
面
に
向
き
直
る
の
は
定
型
の
無
機
的
な
所

作
だ
が
、
見
方
に
よ
っ
て
は
ワ
キ
の
心
境
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
。「
放
ス
」
は
「
見
放

ス
」
と
も
言
わ
れ
る
ワ
キ
の
型
付
用
語
で
あ
る
。
舞
台
の
中
央
あ
る
い
は
、
常
座
に
い
る

ワ
キ
を
見
て
い
る
状
態
か
ら
、
体
を
左
に
ね
じ
り
、
ワ
キ
の
正
面
を
む
く
動
作
を
さ
す
。

ワ
キ
は
シ
テ
を
見
る
存
在
で
あ
る
が
、
直
接
見
な
い
体
勢
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
テ

中
心
の
空
間
を
拡
大
さ
せ
る
よ
う
な
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
。

2-45　
「
か
り
ょ
う
び
ん
が
の
な
れ
な
れ
し
」

（
シ
テ
）
こ
の
〔
上
歌
〕
で
、
シ
テ
は
舞
台
前
方
に
出
て
、
左
に
向
き
、
左
回
り
に
元
に

戻
る
。
定
型
動
作
だ
が
、
歩
み
、
停
止
、
舞
台
を
回
る
こ
と
、
な
ど
が
、
詞
章
の
内
容
に

あ
わ
せ
て
、
意
味
を
個
別
の
意
味
を
も
つ
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。

2-47　
「
か
り
が
ね
の
か
え
り
ゆ
く
」

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
地
謡
が
「
帰
り
行
く
」
の
ク
リ
節
を
た
っ
ぷ
り
歌
う
の
に
合
わ
せ
て
、

５

－

６
拍
の
間
を
た
っ
ぷ
り
と
と
っ
て
い
る
。

（
謡
）
ク
リ
節
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
言
葉
を
彩
る
節
で
、
上
句
に
つ
け
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
下
句
に
出
現
す
る
。「
帰
り
行
く
」
と
い
う
言
葉
を
強
調
す
る

た
め
で
あ
ろ
う
。

2-48　
「
あ
ま
じ
を
き
け
ば
な
つ
か
し
や
」

（
備
考
）「
あ
ま
じ
を
き
け
ば
な
つ
か
し
や
」
と
い
う
句
の
あ
と
に
打
切
を
入
れ
、
な
つ
か

し
く
空
を
見
上
げ
る
所
作
を
強
調
す
る
演
出
も
あ
る
。

2-49　
「
千
鳥
」

（
笛
：
中
高
音
）〔
上
歌
〕
の
第
3
部
か
ら
中
高
音
を
吹
く
の
は
定
型
。「
千
鳥
」
と
い
う

言
葉
の
前
後
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
間
、
そ
し
て
シ
テ
の
大
き
な
左
回
り
の
動
作
を
い
ろ
ど

り
、
情
動
が
こ
も
る
音
の
空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
。

（
シ
テ
：「
千
鳥
」
左
へ
回
リ
）「
左
へ
回
り
」
を
す
る
た
め
に
、「
千
鳥
鴎
」
と
ゆ
っ
く
り

左
に
体
を
ね
じ
る
。
動
作
は
定
型
で
あ
る
が
、
遠
く
を
見
る
演
技
と
も
見
え
る
。

2-51　
「
ゆ
く
か
か
え
る
か
は
る
か
ぜ
の
」

（
備
考
）
ト
メ
の
一
句
前
に
「
初
同
ノ
手
」
を
打
つ
と
い
う
音
楽
的
形
式
が
整
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
こ
こ
に
曲
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
持
っ
て
く
る
と
い
う
作
詞
法
が
定
着
し
た
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
味
方
健
）。

（
小
鼓
：
初
同
ノ
手
）「
春
風
」
と
い
う
、
こ
の
曲
の
情
趣
を
最
も
よ
く
表
す
言
葉
に
、
ポ

ポ
と
印
象
的
な
手
を
打
つ
。「
初
同
ノ
手
」
は
初
同
の
ト
メ
の
一
句
前
に
打
た
れ
る
定
型

の
手
。
小
鼓
他
流
で
も
、「
オ
ド
ル
手
・
乙
ノ
手
」
な
ど
呼
称
は
違
う
が
、
こ
こ
で
同
様

に
「
ポ
ポ
」
と
打
つ
。

（
笛
：
中
高
音
↓
六
ノ
下
）
中
高
音
の
最
後
の
「
イ
ヤ
ー
」
は
音
の
高
さ
が
下
が
る
が
、
謡

の
節
が
「
は
る
か
ぜ
の
」
で
低
く
な
る
（
中
音
）
の
と
連
動
し
て
い
る
。「「
春
風
」
か
ら

「
ヒ
ウ
」
と
六
ノ
下
に
移
る
。

2-52　
「
そ
ら
に
ふ
く
ま
で
な
つ
か
し
や
」

（
シ
テ
：「
空
に
」
シ
テ
柱
先
ニ
テ
三
足
出
、
ワ
キ
正
ノ
上
ヲ
見
上
ゲ
、
下
リ
乍
ラ
シ
オ
ル
）

「
下
リ
乍
ラ
」
は
後
退
す
る
こ
と
。「
シ
オ
ル
」
は
泣
く
演
技
。
後
退
す
る
足
取
り
に
は
、

落
ち
込
ん
だ
気
分
を
こ
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
ワ
キ
：「
空
に
吹
迄
」
と
向
。
問
答
）
こ
の
あ
た
り
ま
で
「
見
放
」
の
状
態
が
続
い
て
い

る
が
、〔
上
歌
〕
に
つ
づ
く
〔
問
答
〕
に
備
え
て
、
シ
テ
の
ほ
う
に
体
を
む
け
る
（
映
像
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に
は
映
っ
て
い
な
い
）。

2-53　
「
そ
ら
に
ふ
く
ま
で
な
つ
か
し
や
」

（
備
考
）
一
つ
の
場
面
を
終
止
さ
せ
る
場
合
に
は
、
ヲ
キ
が
打
た
れ
る
（1-67,68~2-1

へ

の
移
行
）
が
、
区
切
り
を
つ
け
ず
に
次
の
場
面
へ
繋
げ
て
ゆ
き
た
い
場
合
に
は
、
ヲ
キ
は

打
た
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
控
押
（
大
鼓
）、
止
メ
ノ
手
（
小
鼓
）
と
い
う
組
み
合
わ
せ

で
、〔
上
歌
〕
を
止
め
て
い
る
。

（
小
鼓
：
止
メ
ノ
手
）
止
メ
ノ
手
は
、
7
拍
で
打
ち
納
め
る
。
静
か
に
歌
い
納
め
る
こ
と

を
狙
っ
て
い
る
。
も
し
（1-67,68

の
よ
う
に
）、
オ
キ
で
終
わ
る
な
ら
ば
、
き
っ
ぱ
り
と

し
た
終
わ
り
方
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

 

三
、
天
女
と
漁
夫
の
問
答

〔
詞
（
問
答
）〕

3-1　
「
い
か
に
申
し
候
」

（
備
考
）〔
詞
（
問
答
）〕
の
部
分
の
主
な
演
技
は
、
相
手
を
「
向
く
」、
正
面
に
「
直
る
」

の
よ
う
に
、
向
き
を
変
え
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
正
面
あ
る
い
は
相
手
に
向
か
っ
て
、
足

を
「
ツ
メ
ル
」
つ
ま
り
気
を
込
め
て
前
に
迫
る
動
き
、
な
ど
で
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
言

葉
の
内
容
に
合
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
み
な
単
純
な
演
技
だ
が
、
ド
ラ
マ
を
伝
え
る

と
な
る
難
し
い
演
技
で
あ
る
。

（
大
鼓
）（
小
鼓
）
道
具
を
下
に
置
き
手
を
袴
に
入
れ
て
姿
勢
を
正
す
。

（
ワ
キ
）
先
行
す
る
〔
上
歌
〕
が
静
か
に
終
わ
る
と
、
ワ
キ
は
間
髪
い
れ
ず
、「
い
か
に
」

と
歌
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
場
面
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
る
。
ワ
キ
の〔
上
歌
〕

の
最
後
（1-68

）
と
ワ
キ
の
言
葉
（2-1

）
ま
で
の
時
間
間
隔
と
は
ま
っ
た
く
こ
と
な
る
こ

と
に
注
意
。

3-3　
「
衣
を
返
し
申
さ
う
ず
る
に
て
候
」

（
シ
テ
）
涙
を
抑
え
る
手
を
お
ろ
し
て
、
ワ
キ
へ
向
く
。

3-8　
「
嬉
し
や
さ
て
は
天
上
に
か
へ
ら
ん
事
を
え
た
り
」

（
シ
テ
）
こ
こ
か
ら
シ
テ
の
セ
リ
フ
が
始
ま
る
。
セ
リ
フ
が
長
い
場
合
に
は
、
そ
れ
が
始

ま
っ
て
か
ら
ず
っ
と
正
面
を
向
い
て
言
う
の
が
決
ま
り
で
あ
る
。
相
手
の
セ
リ
フ
に
な
る

ま
え
に
、
再
び
、
相
手
に
向
く
。

3-14　
「
衣
な
く
て
は
叶
ふ
ま
じ
」

（
シ
テ
：「
衣
な
く
て
は
」
右
カ
ケ
ワ
キ
ウ
ケ
）
ワ
キ
へ
向
く
こ
と
を
、
型
付
で
は
「
ワ
キ

へ
ウ
ケ
ル
」
と
も
い
う
。「
ウ
ケ
ル
」
は
、
鼓
の
手
の
名
前
に
も
見
ら
れ
る
用
語
で
、
重

要
な
演
奏
用
語
の
一
つ
で
あ
る
。

3-15　
「
さ
り
と
て
は
先
か
へ
し
給
へ
」

（
シ
テ
）「
か
へ
し
給
へ
」
ワ
キ
に
向
か
っ
て
左
足
、
右
足
と
2
足
ツ
メ
ル
（
前
に
出
る
）。

3-16　
「
い
や
此
衣
を
か
へ
し
な
ば
」

（
シ
テ
）
ワ
キ
の
セ
リ
フ
に
な
る
と
、
2
足
後
退
し
て
、
も
と
の
位
置
（「
常
座
」
と
い
う

シ
テ
の
定
位
置
）
に
も
ど
る
。
こ
の
後
、ワ
キ
の
セ
リ
フ
も
長
く
つ
づ
く
の
で
、そ
の
間
、

正
面
を
向
い
て
い
る
。

〔
カ
カ
ル
〕

3-21　
「
あ
ら
恥
か
し
や
さ
ら
ば
と
て
」

（
備
考
）〔
カ
カ
ル
〕
は
、〔
サ
シ
〕
と
同
様
の
拍
子
に
合
わ
な
い
謡
の
形
式
で
あ
り
、
大

鼓
と
小
鼓
は
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
の
演
奏
を
行
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
無
伴

奏
。
大
鼓
と
小
鼓
は
、
次
の
【
物
着
】
か
ら
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
の
演
奏
を
行
う
。

（
大
鼓
）（
小
鼓
）
道
具
を
取
る
。

【
物
着
】

3-23　

コ
イ
合
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（
備
考
）「
物も

の
ぎ着

」
の
囃
子
は
シ
テ
が
扮
装
を
変
え
る
間
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、「
物
着
」
の
作
業
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
ま
た
男
の
シ
テ
な
ど
の
場
合
に
は
あ
し
ら
わ
な
い
。
物
着
は
戯
曲
的
に
は
存
在
し

な
い
時
間
で
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
息
で
演
奏
さ
れ
る
物
着
の
囃
子
は
、
ま
さ
に
時
間

を
超
越
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
。

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
打
出
シ
）（
小
鼓
：
甲
三
ツ
地
）
静
か
に
打
ち
出
す
。
大
鼓
の
打
ち
出

し
の
拍
は
仮
に
2
拍
上
に
記
し
て
い
る
が
、
何
拍
目
で
あ
る
か
明
確
で
は
な
い
と
す
る
考

え
も
あ
る
。

（
笛
：
六
ノ
下
）
こ
の
次
か
ら
演
奏
す
る
「
六
ノ
下
」
は
、
七
つ
の
フ
レ
ー
ズ
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。（
1
）
ヒ
ゥ
ー
、（
2
）
リ
ゥ
イ
ヤ
、（
3
）
リ
ゥ
ヒ
ュ
ー
イ
、（
4
）
ヒ

ヒ
ュ
、（
5
）
イ
ヤ
ー
ラ
ー
リ
ウ
、（
6
）
ロ
ー
イ
、（
7
）
ツ
ロ
ー
、（
8
）
イ
ヤ
ー　

と

順
番
に
吹
く
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
延
長
す
る
場
合
に
は
、
最
後
の
（
8
）
イ

ヤ
ー
に
入
ら
ず
に
、
代
わ
り
に
「
ラ
ー
ラ
ー
」
と
吹
い
て
、（
3
）
リ
ゥ
ヒ
ュ
ー
イ
ま
で

戻
る
。
そ
し
て
（
4
）（
5
）（
6
）（
7
）
と
順
に
最
後
ま
で
吹
く
。
さ
ら
に
延
長
が
必

要
に
な
る
場
合
、（
6
）
ロ
ー
イ
の
か
わ
り
に
「
ロ
ー
リ
ョ
、
ラ
ー
ラ
ー
」
と
吹
き
、（
3
）

リ
ゥ
ヒ
ュ
ー
イ
ま
で
戻
り
、（
4
）（
5
）（
6
）（
7
）
と
順
に
最
後
ま
で
吹
く
。（
7
）
の

あ
と
に
（
8
）
が
つ
な
が
る
、
つ
ま
り
「
ツ
ロ
ー
イ
ヤ
ー
」
と
な
る
と
、
落
ち
着
い
た
低

音
の
フ
レ
ー
ズ
が
生
み
出
さ
れ
、
終
止
の
合
図
と
な
る
。

（
ワ
キ
）
ワ
キ
は
、着
座
し
て
、ワ
キ
正
面
に
向
い
て
下
に
居
る
。
い
わ
ゆ
る
「
見
放
」
の

姿
勢
に
な
る
。

3-24　

コ
イ
合

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
ご
く
静
か
に
淡
々
と
演
奏
す
る
。
物
着
の
進
み
具
合
に
注

意
し
な
が
ら
、
以
下
、
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
の
コ
イ
合
2
回
、
ヲ
キ
1
回
の
3
ク
サ
リ
を
繰

り
返
し
打
つ
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
大
鼓
に
同
じ
。（
基
本
的
に
声
ア
ル
甲
三
ツ
地
・
三
ツ
地
・
オ
キ
）

（
笛
：
六
ノ
下
）
大
鼓
の
ヤ
ァ
に
合
わ
せ
て
（
1
）
を
演
奏
。
大
鼓
の
ハ
ァ
に
促
さ
れ
る

よ
う
に
（
2
）
を
演
奏
。
小
鼓
の
ヤ
・（
チ
）
の
粒
の
後
か
ら
（
3
）
の
リ
ゥ
ヒ
ュ
ー
イ

を
演
奏
。
フ
レ
ー
ズ
は
次
の
鎖
に
跨
い
で
演
奏
さ
れ
て
い
く
。

3-25　

コ
イ
合

（
太
鼓
）
こ
こ
ま
で
は
正
面
を
向
い
て
正
座
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
笛
の
方
へ
向
き
を
変

え
る
（
ク
ツ
ロ
グ
と
い
う
）。

（
笛
：
六
ノ
下
）（
3
）
の
後
半
ヒ
ュ
ー
イ
を
大
鼓
の
ヤ
ァ
の
掛
け
声
が
切
れ
る
ま
で
引
く
。

そ
し
て
大
鼓
の
ハ
ァ
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
（
4
）
ヒ
ヒ
ュ
、
小
鼓
の
○
（
ポ
）
を
受
け
て

（
5
）
イ
ヤ
ー
ラ
ー
リ
ウ
と
吹
く
。

3-26　

オ
キ

（
笛
：
六
ノ
下
）（
5
）
イ
ヤ
ー
ラ
ー
リ
ウ
の
「
リ
ウ
」
は
、
大
鼓
の
オ
キ
の
粒
と
ほ
ぼ
同

時
に
な
る
。（
6
）
ロ
ー
イ
は
次
の
句
に
ま
た
ぐ
こ
と
な
く
、
小
鼓
の
オ
キ
の
最
後
と
同

時
に
終
わ
る
。
笛
も
段
落
付
け
に
参
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

3-27　

コ
イ
合

（
笛
：
六
ノ
下
）
大
鼓
の
ヤ
ァ
に
合
わ
せ
て
（
7
）
ツ
ロ
ー
を
吹
く
。
そ
の
次
は
（
8
）
イ

ヤ
ー
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
吹
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
六
ノ
下
は
終
わ
る
。
さ
ら
に
延
長
す
る

た
め
に
、（
7
）
ツ
ロ
ー
」
の
後
に
「
ラ
ー
ラ
ー
」
を
挿
入
し
、（
3
）
リ
ウ
ヒ
ュ
ー
イ

（3-24

の
7
拍
目
あ
た
り
に
も
あ
る
）
の
譜
へ
と
も
ど
る
。

3-28　

コ
イ
合

（
笛
：
六
ノ
下
）
大
鼓
の
ハ
ァ
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
（
4
）、
小
鼓
の
○
を
受
け
る
よ
う
に

（
5
）
を
吹
く
。

3-29　

オ
キ

（
大
鼓
：
ヲ
キ
）（
小
鼓
：
オ
キ
）
打
ち
な
が
ら
物
着
の
進
み
具
合
に
は
常
に
注
意
を
向
け
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て
い
る
。
こ
こ
で
は
装
束
付
が
一
通
り
終
わ
っ
た
こ
と
を
感
知
す
る
。

（
笛
：
六
ノ
下
）「（
6
）
ロ
ー
イ
」
の
途
中
か
ら
「
イ
」
の
か
わ
り
に
「
リ
ョ
」
と
吹
き
、

そ
の
ま
ま
「
ラ
ー
ラ
ー
」
を
挿
入
し
て
（
3
）
に
戻
る
準
備
を
す
る
。
つ
ま
り
、
ま
だ
終

止
ま
で
時
間
が
あ
る
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
後
見
）
こ
の
よ
う
に
ヲ
キ
で
装
束
付
を
終
え
る
と
、
立
ち
上
が
り
常
座
に
進
む
所
作
が

自
然
に
コ
イ
合
2
つ
（3-30,31

）
に
収
ま
る
こ
と
に
な
る
。

3-30　

コ
イ
合

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
シ
テ
が
立
ち
上
が
っ
た
の
を
確
認
す
る
。

（
小
鼓
：
声
ア
ル
甲
三
ツ
地
）
声
ア
ル
甲
三
ツ
地
は
、
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
、
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ

イ
の
段
落
の
出
発
を
示
す
目
的
で
演
奏
さ
れ
る
（1-5,1-11,1-17,3-27,5-1

な
ど
）。
こ

の
箇
所
は
、
オ
キ
の
直
後
な
の
で
、
段
落
の
出
発
点
を
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、
声
ア
ル
甲
三
ツ
地
の
演
奏
に
な
る
。

（
笛
：
六
ノ
下
）（
3
）
に
も
ど
り
、（
4
）（
5
）
と
吹
く
。
最
後
ま
で
吹
い
て
行
く
。

（
シ
テ
）
立
ち
上
が
る
。

（
後
見
）
シ
テ
を
立
ち
上
が
ら
せ
る
。

3-31　

コ
イ
合

（
笛
：
六
ノ
下
）（
5
）（
6
）
と
吹
き
、
シ
テ
が
歌
い
出
す
ま
で
に
、（
7
）（
8
）「
ツ

ロ
ー
イ
ヤ
ー
」
と
吹
き
納
め
る
。

（
シ
テ
）
ゆ
っ
く
り
常
座
に
進
む
。

 

四
、
天
女
が
舞
う

〔
カ
カ
ル
（
掛
合
）〕

4-1　
「
乙
女
は
衣
を
ち
ゃ
く
し
つ
つ
、
げ
い
し
ょ
う
」

（
備
考
）〔
カ
カ
ル
〕
の
囃
子
は
、【
物
着
】
に
引
き
続
い
て
、
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
で
演
奏

さ
れ
る
。
大
鼓
は
コ
イ
合
、
小
鼓
は
三
ツ
地
を
繰
り
返
す
。
最
後
を
「
オ
ト
シ
」
で
終
止

さ
せ
、
拍
子
合
へ
の
移
行
を
用
意
す
る
。2-24

〜31

と
同
じ
で
あ
る
。

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
物
着
の
ア
シ
ラ
イ
と
変
わ
り
、
声
を
張

る
。

4-2　
「
う
い
の
曲
を
な
し
、
天
の
羽
衣
風
に
」

（
ワ
キ
）
掛
合
の
う
ち
「
天
の
羽
衣
風
に
和
し
」
の
一
句
の
み
を
歌
う
。

4-3　
「
か
し
、
あ
め
に
う
る
お
う
花
の
袖
、
一
曲
を
か
な
で
」

（
大
鼓
：
四
ツ
ノ
ツ
ヅ
ケ
）
次
の
「
舞
う
と
か
や
」
に
小
鼓
が
オ
ト
シ
を
打
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
ツ
ヅ
ケ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
整
し
て
い
く
。

（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）
オ
ト
シ
に
向
け
て
、
ツ
ヅ
ケ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
整
し
て
い
く
。

（
シ
テ
）「
花
の
袖
」
と
ワ
キ
へ
向
く
。

（
ワ
キ
）
ワ
キ
は
掛
合
い
の
う
ち
「
一
曲
を
奏
で
」
を
歌
う
。

4-4　
「
舞
う
と
か
や
」

（
備
考
）2-31

と
同
じ
く
、
オ
ト
シ
（
ヲ
ト
シ
）
に
よ
っ
て
、
前
に
進
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

一
旦
、
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
次
句
の
地
謡
に
よ
る
新
た
な
ス

タ
ー
ト
が
際
立
つ
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
オ
ト
シ
は
、
拍
子
合
の
謡
を
導
入
す
る

手
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

（
大
鼓
：
ヲ
ト
シ
）「
舞
う
と
か
や
」
の
最
後
の
2
文
字
ま
で
に
演
奏
が
終
わ
る
よ
う
に
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
整
す
る
。

（
小
鼓
：
オ
ト
シ
）「
舞
う
」
に
お
よ
そ
合
わ
せ
て
○
（
ポ
）
を
打
つ
。

（
シ
テ
：「
舞
ふ
と
か
や
」
両
袖
ア
シ
ラ
ヒ
ワ
キ
ヘ
ツ
メ
）
ワ
キ
に
向
か
っ
て
お
こ
な
う

「
両
袖
ア
シ
ラ
イ
、
ツ
メ
」
は
、
他
流
で
は
「
ヨ
セ
イ
（
余
情
）」
と
も
名
付
け
ら
れ
る
。

自
身
の
存
在
や
言
動
を
相
手
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
型
。「
余
情
」
の
名
は
歴
史
的
に
古
い
。
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〔
次
第
〕

4-5　
「
東
遊
び
の
駿
河
舞
」

（
備
考
）〔
カ
カ
ル
（
掛
合
）〕
が
オ
ト
シ
で
終
わ
り
、
拍
子
合
の
謡
〔
次
第
〕
が
始
ま
る
。

〔
次
第
〕
は
、
7
・
5
、
7
・
4
の
二
句
か
ら
な
る
。
一
句
目
は
上
中
旋
律
。
そ
れ
が
も

う
一
度
く
り
返
さ
れ
（
い
わ
ゆ
る
「
返
し
」）、二
句
目
は
、中
下
旋
律
で
あ
る
。
そ
の
後
、

さ
ら
に
低
い
音
域
の
微
音
（
小
さ
い
声
）
で
、
一
句
目
と
二
句
目
の
歌
詞
を
と
お
し
て
、

唱
え
る
。
こ
れ
を
「
地
取
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し
は
、
仏
教
法
要
の
中
で
行

わ
れ
る
「
次
第
取
」（
カ
ノ
ン
、
輪
唱
）
の
形
式
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。〔
次

第
〕
は
能
の
劇
中
で
は
、
人
物
の
登
場
と
劇
の
導
入
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
人
物
に
よ

る
行
動
の
開
始
を
告
げ
た
り
、
促
し
た
り
す
る
な
ど
の
、
演
劇
的
な
働
き
を
も
っ
た
小
段

で
あ
る
。
こ
こ
で
の
〔
次
第
〕
は
、
つ
づ
く
〔
ク
リ
〕〔
サ
シ
〕〔
ク
セ
〕
と
つ
づ
く
一
連

の
天
女
に
よ
る
舞
の
導
入
部
分
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
な
お
、〔
次
第
〕〔
ク
リ
〕〔
サ
シ
〕

〔
ク
セ
〕
と
い
う
並
び
は
、「
曲
舞
は
、
次
第
に
て
舞
初
め
て
、
次
第
に
て
止
む
る
也
。
二

段
有
べ
し
」（
世
阿
弥
『
申
楽
談
儀
』）
と
い
わ
れ
た
曲
舞
（
ク
セ
マ
イ
）
の
完
備
形
式
の
、

残
余
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

4-8　

地
取
「
東
遊
び
の
駿
河
舞
、
こ
の
と
き
や
は
じ
め
な
る
ら
ん
」

（
大
鼓
：
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）〔
カ
カ
ル
〕
や
〔
サ
シ
〕
に
登
場
す
る
ア
シ
ラ
イ
コ
イ

合
と
、
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
と
は
、
楽
譜
の
表
記
上
で
は
区
別
は
な
い
が
、
ノ
ル
ア
シ

ラ
イ
は
拍
節
感
を
よ
り
明
瞭
に
意
識
す
る
打
ち
方
と
な
る
。
た
だ
地
取
に
お
い
て
は
、
こ

で
は
、
ノ
ラ
ヌ
に
近
い
演
奏
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

（
小
鼓
：
甲
三
ツ
地
（
ノ
ル
））
静
か
な
謡
に
合
わ
せ
て
、
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
の
よ
う
に
打

ち
出
し
て
い
る
が
、
後
半
7
、
8
拍
目
は
、
次
に
む
け
て
勢
い
を
つ
け
る
よ
う
に
、
は
っ

き
り
拍
節
感
を
出
し
て
「
ノ
ル
」。

（
シ
テ
：
ク
ツ
ロ
グ
）
ク
ツ
ロ
グ
（
寛
ぐ
）
は
、
後
見
の
座
に
い
わ
ば
ド
ッ
ク
入
り
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
つ
づ
く
〔
ク
リ
〕〔
サ
シ
〕〔
ク
セ
〕
と
い
う
長
丁
場
の
舞
に

備
え
て
、
着
付
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
整
え
る
目
的
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

（
ワ
キ
：「
東
遊
ひ
」
の
地
返
し
ニ
放
ス
）
ワ
キ
の
型
付
に
あ
る
「
放
ス
」
は
「
見
放
ス
」

と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。「
見
放
ス
」
は
、
ワ
キ
が
体
を
シ
テ
の
方
向
か
ら
、
左
に
動

か
し
、
ワ
キ
正
面
の
方
向
に
向
き
直
る
動
作
で
あ
る
。
ワ
キ
と
シ
テ
の
問
答
や
掛
け
合
い

の
あ
と
、シ
テ
に
次
第
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
く
展
開
を
、自
然
な
流
れ
に
す
る
た
め
の
、

重
要
な
所
作
で
あ
る
（3-23

も
見
よ
）。

〔
ク
リ
〕

4-9　

打
掛
キ
ク

（
備
考
）〔
ク
リ
〕
の
歌
い
出
し
に
は
、
先
行
す
る
謡
や
セ
リ
フ
の
あ
と
、
す
ぐ
に
歌
い
出

す
場
合
と
、
2
ク
サ
リ
分
の
鼓
の
手
を
聞
い
た
後
で
歌
い
出
す
場
合
と
、
が
あ
る
。
脇
能

物
や
三
番
目
物
で
は
後
者
と
な
る
。
観
世
流
の
謡
本
で
〔
ク
リ
〕
の
前
に
（
打
掛
）
と
い

う
指
示
が
あ
る
場
合
に
は
後
者
で
あ
る
。

（
大
鼓
：
ク
リ
打
カ
ケ
頭
）
謡
本
上
に
あ
る
「
打
掛
」
と
い
う
名
称
は
、
大
鼓
の
手
の
名

称
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
長
地
）
直
前
ま
で
の
雰
囲
気
を
一
変
さ
せ
て
、
テ
ン
ポ
よ
く
打
っ
て
い

く
。

（
笛
：
ク
リ
）
ク
リ
を
吹
き
出
す
。
譜
は
、【
一
声
】
で
諸
ヒ
シ
ギ
の
後
に
吹
か
れ
る
譜

（
一
声
）
と
同
じ
で
あ
る
が
、
ク
リ
の
ほ
う
が
、
全
体
に
躍
動
感
が
あ
る
の
で
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
音
も
短
め
に
吹
く
こ
と
に
な
る
。

4-10　

打
掛
キ
ク

（
備
考
）
後
半
で
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
か
ら
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
に
変
化
す
る
。
大
鼓
・
小
鼓
と

も
に
、
そ
の
技
法
を
「
ク
ズ
ス
（
崩
す
）」
と
い
う
用
語
で
表
現
す
る
（
大
鼓
：
ノ
ル
ヲ

ロ
シ
ク
ズ
シ
）（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
長
地
（
ク
ズ
ス
））。
な
お
、
こ
の
後
、
ク
リ
に
お
い
て

は
、
拍
の
間
が
等
間
隔
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
と
不
等
間
隔
を
基
本

と
す
る
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
が
、
目
ま
ぐ
る
し
く
交
替
す
る
。
た
だ
、
ク
リ
に
お
け
る
ノ
ラ

ヌ
ア
シ
ラ
イ
は
、
躍
動
感
を
失
わ
な
い
、
引
き
立
っ
た
掛
け
声
で
演
奏
さ
れ
る
の
で
、
次
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に
来
る
〔
サ
シ
〕
の
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
と
は
、
ま
っ
た
く
こ
と
な
っ
た
印
象
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
。

（
謡
）
小
鼓
の
ハ
○
ハ
○
を
聞
い
て
か
ら
歌
い
出
す
。
こ
の
歌
い
出
し
は
、
謡
本
や
型
付

の
上
で
は
「
打
掛
」
と
い
う
用
語
で
指
示
さ
れ
て
い
る
。

4-11　
「
そ
れ
久
方
の
」

（
備
考
）「
そ
れ
久
方
の
天
と
言
っ
ぱ
」「
二
神
出
世
の
古
へ
」「
十
方
世
界
を
定
め
し
に
」

の
三
句
に
対
し
て
、
お
よ
そ
3
ク
サ
リ
を
配
分
し
て
い
る
。

（
太
鼓
）
地
謡
が
謡
い
出
す
と
太
鼓
を
締
め
直
す
。
た
だ
し
舞
台
で
締
め
直
す
の
は
金
春

流
の
み
。

（
大
鼓
：
ヨ
セ
ツ
ヅ
ケ
）（
小
鼓
：
ヨ
セ
ツ
ヅ
ケ
）
こ
の
句
よ
り
3
句
（
ク
サ
リ
）
の
間
、

ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
。
拍
の
間
隔
が
等
間
隔
で
は
な
い
（
1
〜
2
拍
間
、
3
〜
4
拍
間
が
縮

約
）。
ヨ
セ
は
、1
拍
目
と
2
拍
目
の
間
隔
を
「
寄
せ
」
て
、演
奏
す
る
こ
と
を
指
す
。
大

鼓
と
小
鼓
が
同
時
に
1
拍
目
と
2
拍
目
を
打
つ
た
め
に
、
躍
動
感
が
ま
す
こ
と
に
な
る
。

（
笛
：
ク
リ
）
こ
こ
ま
で
に
「
ク
リ
」
を
吹
き
終
え
る
。

（
謡
）
謡
の
音
の
高
さ
が
最
高
位
の
ク
リ
の
高
さ
に
あ
が
る
が
、
そ
の
旋
律
が
躍
動
的
な

ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
と
き
び
き
び
と
し
た
笛
の
ア
シ
ラ
イ
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
る
。

4-12　
「
あ
め
と
い
っ
ぱ
、
に
じ
ん
し
ゅ
っ
せ
の
」

（
太
鼓
）
締
め
終
わ
っ
た
ら
太
鼓
を
台
に
シ
カ
ケ
、
笛
の
ほ
う
を
向
い
た
ま
ま
姿
勢
を
正

し
、
手
を
袴
に
入
れ
る
。

（
大
鼓
：
四
ツ
ノ
ツ
ヅ
ケ
）（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
だ
が
、
躍
動
感
を
も
っ

て
演
奏
さ
れ
る
。

4-13　
「
い
に
し
え　

じ
っ
ぽ
う
せ
か
い
を
さ
だ
め
し
に
」

（
大
鼓
：
四
ツ
ノ
ツ
ヅ
ケ
）（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
が
つ
づ
く
。
躍
動
感
を

も
っ
て
演
奏
さ
れ
る
。

4-14　
「
空
は
限
り
も
な
け
れ
ば
」

（
備
考
）
ノ
ラ
ヌ
か
ら
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
へ
と
移
行
す
る
。
こ
こ
ま
で
の
躍
動
感
が
、
す
こ

し
堰
き
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
に
な
る
。

（
大
鼓
：
ノ
ル
上
ゲ
）
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
は
ふ
た
た
び
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
へ
変
わ
る
。「
限

り
ィ
も
」
と
謡
の
声
が
高
く
な
る
（
ク
リ
音
）
と
こ
ろ
で
、「
ヨ
ー
イ
」
と
い
う
高
い
掛

け
声
が
き
て
い
る
。

（
小
鼓
：
ク
リ
頭
）「
か
ぎ
り
ィ
も
」
の
「
も
」
に
頭
（
カ
シ
ラ
（
△
の
記
号
））
が
来
て
、

〔
ク
リ
〕
の
頂
点
を
彩
る
。

（
謡
）「
空
は
ァ
限
り
ィ
も
」
が
ク
リ
の
旋
律
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
。

4-15　
「
と
て
、
ひ
さ
か
た
の
空
」

（
備
考
）
こ
の
ク
サ
リ
の
後
半
か
ら
再
び
「
ク
ズ
」
し
て
、
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
に
な
る
。

（
大
鼓
：
ク
リ
頭
）「
と
て
ェ
」
の
廻
シ
の
位
置
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
「
イ
ヤ
●
」
が
く
る
。

（
小
鼓
：
打
放
ツ
メ
（
ク
ズ
ス
））
手
の
後
半
を
「
ク
ズ
ス
」
す
な
わ
ち
、7
拍
前
の
「
ハ
」、

8
拍
前
の
「
ハ
」
の
声
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ
へ
と
変
化
さ
せ
る
。

（
笛
：
ユ
リ
）「
と
て
ェ
」
の
廻
シ
を
お
よ
そ
の
合
図
に
し
て
、
ユ
リ
を
演
奏
す
る
。
ユ
リ

は
（
1
）
ヒ
ヒ
ャ
ー
ウ
、（
2
）
ヒ
ー
リ
ー
、（
3
）
フ
ー
タ
ー
ウ
タ
ウ
タ
ウ
タ
ウ
、（
4
）

イ
ヤ
ー
、（
5
）
ヒ
ュ
ー
イ
、（
6
）
タ
ー
ウ
タ
ウ
、（
7
）
イ
ヤ
ラ
ー
リ
ウ
、（
8
）
ロ
ー

イ
、
と
い
う
単
位
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
タ
ウ
タ
ウ
」
と
い
う
譜
は
、
二

つ
の
音
高
を
行
き
来
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ユ
ル
（
揺
る
）」
音
型
で
あ
り
、
こ
の
ア
シ
ラ

イ
の
名
称
の
因
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
ク
サ
リ
で
（
1
）（
2
）
と
演
奏
す
る
。

4-16　
「
と
は
、
名
づ
け
た
り
」

（
大
鼓
：
四
ツ
ノ
ツ
ヅ
ケ
）（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）
こ
こ
で
躍
動
感
の
あ
る
ノ
ラ
ヌ
ア
シ
ラ
イ

の
ツ
ヅ
ケ
が
一
つ
挿
入
さ
れ
る
。

（
笛
：
ユ
リ
）（
3
）（
4
）
を
演
奏
。

4-17　

本
ユ
リ
「
り 

ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
」
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（
大
鼓
：
上
ゲ
合
頭
）（
小
鼓
：
サ
シ
止
メ
ノ
手
）
こ
こ
で
演
奏
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
は
、〔
サ

シ
〕
の
お
わ
り
（1-48,4-26

）
に
も
出
て
く
る
、
同
一
の
手
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
、

謡
と
笛
の
ユ
リ
の
躍
動
的
な
旋
律
と
同
時
に
演
奏
さ
れ
る
た
め
、〔
サ
シ
〕
の
終
結
部
と

は
、
こ
と
な
っ
た
印
象
を
与
え
る
。

（
笛
：
ユ
リ
）（
5
）（
6
）
を
演
奏
。

（
謡
：
本
ユ
リ
）
本
ユ
リ
が
2
ク
サ
リ
に
わ
た
っ
て
詠
わ
れ
る
。

4-18　

本
ユ
リ
「
ィ
ィ
ィ
」

（
備
考
）（
8
）
の
ロ
ー
イ
は
、小
鼓
の
ク
リ
オ
キ
の
「
ハ
ァ
○
」
と
お
よ
そ
一
致
す
る
が
、

小
鼓
の
○
（
ポ
）
と
完
全
に
同
時
で
は
な
く
、
す
こ
し
遅
れ
て
吹
き
終
え
る
。
オ
キ
は
、

音
楽
的
に
大
き
な
区
切
り
と
な
る
。
十
分
に
静
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
鼓
に
よ
る
次
の

コ
イ
合
（
8
拍
目
）
す
な
わ
ち
、〔
サ
シ
〕
の
始
ま
り
を
準
備
す
る
。

（
小
鼓
：
ク
リ
オ
キ
）
ク
リ
オ
キ
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
て
き
た
オ
キ
（1-68,3-26,3-29

）

と
は
こ
と
な
り
、
最
初
の
○
（
ポ
）
が
、
掛
け
声
の
「
ヤ
」
に
置
き
換
わ
る
（
大
倉
流
の

手
）。

（
笛
：
ユ
リ
）（
7
）（
8
）
と
演
奏
。

〔
サ
シ
〕

4-19　
「
し
か
る
に
月
宮
殿
の
あ
り
さ
ま
、
ぎ
ょ
く
ふ
の
し
ゅ
り
」

（
備
考
）
能
の
人
物
に
よ
る
物
語
は
〔
ク
リ
〕〔
サ
シ
〕〔
ク
セ
〕
と
い
う
小
段
の
組
み
合

わ
せ
を
使
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
、〔
サ
シ
〕
は
中
間
に
位
置

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
部
分
演
奏
（
舞
囃
子
な
ど
）
の
際
に
は
、〔
ク
リ
〕
か
ら
始
ま
る

こ
と
は
な
く
、
か
な
ら
ず
〔
サ
シ
〕
か
ら
演
奏
さ
れ
る
。
オ
キ
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
一
度
遮
断
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
な
の
で
、
音
楽
的
に
は
〔
サ
シ
〕
が
一
連
の
流
れ
の

出
発
点
に
来
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、〔
サ
シ
〕
は
、「
し
か
る
に
」
と
い
う
物

語
を
開
始
す
る
常
套
語
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
物
語
的
に
も
、〔
サ
シ
〕
が
一
連
の
流
れ

の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
が
、
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）「
然
る
に
月
宮
殿
の
有
様
」
に
手
が
お
よ
そ
対
応
し
て
い
る
。

（
小
鼓
：
甲
三
ツ
地
）
謡
の
切
れ
目
か
ら
打
ち
出
し
て
い
る
。

（
ワ
キ
：（
シ
テ
へ
向
））
こ
こ
で
シ
テ
を
向
い
た
ワ
キ
は
、〔
ク
セ
〕
の
冒
頭
（4-29

）
で

ふ
た
た
び
「
見
放
ス
」。

4-20　
「
と
こ
し
な
え
に
し
て
、
白
衣
黒
衣
の
天
人
の
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）「
と
こ
し
な
え
に
し
て
ェ
」
に
ヤ
ァ
の
掛
け
声
が
対
応
、ハ
ァ

と
い
う
掛
け
声
が
地
謡
「
白
衣
黒
衣
の
」
を
誘
い
出
す
位
置
に
く
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）「
白
衣
黒
衣
の
」
と
謡
が
切
れ
た
と
こ
ろ
に
5
拍
目
の
◯
が
来
る
。
手

は
お
よ
そ
「
天
人
の
」
に
対
応
し
て
演
奏
さ
れ
る
。

4-21　
「
数
を
三
五
に
わ
か
っ
て
、
一
月
夜
々
の
天
乙
女
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）「
数
を
三
五
に
分
か
っ
て
」
と
歌
い
終
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、

ハ
ァ
と
掛
け
て
、
地
謡
を
「
一
月
夜
々
の
」
へ
と
誘
う
。

（
小
鼓　

三
ツ
地
）「
一
月
夜
々
の
」
と
謡
が
切
れ
た
と
こ
ろ
に
5
拍
目
に
○
が
く
る
。
そ

し
て
「
天
乙
女
」
と
つ
づ
く
。

（
謡
）
中
音
が
連
続
す
る
中
で
、「
夜
々
の
」
の
一
句
が
、
上
音
へ
と
ゆ
っ
く
り
上
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
旋
律
上
に
大
き
な
波
が
作
り
出
さ
れ
る
。

4-22　
「
奉
仕
を
定
め
役
を
な
す
、
我
も
数
あ
る
天
乙
女
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）「
奉
仕
を
定
め
役
を
な
す
」
に
お
よ
そ
手
が
対
応
し
て
い
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）「
我
も
数
あ
る
天
乙
女
」
に
お
よ
そ
手
が
対
応
し
て
い
る
。

4-23　
「
月
の
桂
の
身
を
分
け
て
、
か
り
に
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
こ
こ
で
、
大
鼓
の
ヤ
ァ
の
声
が
少
し
短

い
の
は
、「
身
を
分
け
て
」
ま
で
を
小
鼓
に
対
応
さ
せ
る
た
め
か
、
と
思
わ
れ
る
。
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4-24　
「
あ
ず
ま
の
す
る
が
ま
い
」

（
大
鼓
：
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）「
か
り
に
あ
ず
ま
の
ー
」
の
「
の
ー
」
の
フ
リ
節
に
ハ
ァ
●

が
重
な
り
、
●
の
あ
と
に
「
す
る
が
ま
い
」
と
謡
が
つ
づ
く
。
謡
の
流
れ
と
調
和
し
、
謡

が
一
段
と
引
き
立
て
ら
れ
て
い
る
。

（
小
鼓
：
乙
ハ
シ
リ
）「
す
る
が
ま
い
ィ
」
の
「
す
」
に
は
入
り
節
が
あ
り
、
そ
こ
に
ハ
○

が
お
よ
そ
重
な
る
。「
い
ィ
」
の
廻
し
節
の
あ
た
り
に
○
○
と
い
う
ハ
シ
リ
の
手
が
来
て
、

文
句
を
彩
る
。〔
ク
セ
〕
の
直
前
の
〔
サ
シ
〕
に
お
け
る
乙
ハ
シ
リ
は
、
大
倉
流
を
特
徴

づ
け
る
手
で
あ
り
、
た
と
え
ば
幸
流
は
、
こ
こ
で
は
普
通
の
三
ツ
地
を
打
っ
て
い
る
。
乙

ハ
シ
リ
で
は
、
小
鼓
が
8
拍
目
を
打
た
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
石

井
流
大
鼓
は
、
次
を
、
8
拍
を
打
つ
手
に
差
し
替
え
る
。

4-25　
「
世
に
伝
え
た
る
、
曲
と
か
や
」

（
大
鼓
：
サ
シ
ド
メ
）「
世
に
伝
え
た
る
」
が
上
句
に
、「
曲
と
か
や
」
は
下
句
以
降
に
く

る
よ
う
に
調
整
す
る
。
幸
流
が
相
手
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
は
、〔
サ
シ
〕
を
終
結
さ
せ
る
た

め
に
「
四
ツ
ノ
ツ
ヅ
ケ
」
を
打
て
ば
よ
い
（1-47

の
よ
う
に
）。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、

前
句
に
お
け
る
小
鼓
の
乙
ハ
シ
リ
に
対
応
し
て
、
8
拍
目
か
ら
出
発
す
る
サ
シ
ド
メ
を
、

四
ツ
ノ
ツ
ヅ
ケ
の
替
わ
り
に
打
っ
て
い
る
。

（
笛
：
呂
）「
世
に
伝
え
た
る
」
の
末
か
ら
呂
を
吹
き
始
め
る
。
呂
は
（
1
）
ホ
ー
ヒ
ョ
ー
、

（
2
）
ラ
ー
リ
ウ
、（
3
）
ロ
ー
、（
4
）
ヒ
ウ
（
ラ
）
ー
リ
ウ
、（
5
）
ロ
ー
イ
、（
6
）
ツ

ロ
ー
、（
7
）
イ
ヤ
ー　

こ
の
鎖
で
は
、（
1
）（
2
）
を
演
奏
す
る
。

（
シ
テ
：「
世
に
伝
へ
」
ユ
ウ
ケ
ン
二
ツ
）
立
っ
て
舞
う
〔
ク
セ
〕
の
直
前
の
〔
サ
シ
〕
に

あ
る
ユ
ウ
ケ
ン
は
、
幽
玄
、
優
美
、
祝
福
を
表
現
す
る
型
と
解
釈
で
き
る
。〈
東
北
〉〈
采

女
〉〈
西
行
桜
〉〈
芭
蕉
〉
等
、
三
番
目
物
に
多
く
み
ら
れ
る
。〔
サ
シ
〕
の
最
後
は
通
常

は
、
シ
テ
は
ワ
キ
と
向
き
合
う
だ
け
で
あ
る
。

4-26　
「
か
ァ
や
ァ
ァ
」

（
大
鼓
：
上
ゲ
合
頭
）（
小
鼓
：
サ
シ
止
メ
ノ
手
）「
か
ァ
や
ー
ァ
ー
ァ
ー
」
の
廻
シ
節
の

最
後
が
、
●
（
打
切
直
前
の
カ
シ
ラ
）
に
な
る
よ
う
に
、
調
整
す
る
。

（
笛
：
呂
）（
2
）
の
途
中
か
ら
（
3
）
ま
で
、
謡
の
「
曲
と
か
や
」
の
最
後
の
引
キ
に

な
っ
た
あ
た
り
で
、
小
手
六
ノ
下
と
共
通
す
る
旋
律
に
入
る
。
す
な
わ
ち
（
4
）
を
演
奏

す
る
。

4-27　

打
切

（
笛
：
呂
）
カ
シ
ラ
に
重
ね
る
よ
う
に
、（
5
）
ロ
ー
イ
と
演
奏
。
そ
し
て
「
ホ
ン
ヤ
ァ
ー
」

と
掛
け
声
が
引
か
れ
る
の
に
重
ね
て
、（
6
）
を
た
っ
ぷ
り
吹
く
。
小
鼓
の
7
、
8
拍
に

重
ね
て
（
7
）
イ
ヤ
ー
を
吹
き
、
呂
を
吹
き
終
え
る
。

〔
ク
セ
〕

4-28　
「
春
霞
」

（
備
考
）
通
常
、〔
ク
セ
〕
は
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
羽
衣
の
〔
ク
セ
〕
で
は
、
第
一
部

が4-28

か
ら4-44

ま
で
。
下
音
か
ら
始
ま
り
、
中
下
旋
律
が
中
心
と
な
り
、
上
中
旋
律

が
ま
ざ
っ
て
い
る
部
分
。
第
二
部
が
、4-46

か
ら4-49

ま
で
。
中
音
で
は
じ
ま
り
、
中

下
旋
律
が
繰
り
返
さ
れ
る
部
分
。
第
三
部
が
、
上
ゲ
ハ
（4-50

）
か
ら
最
後
ま
で
。
こ
こ

は
、
上
旋
律
で
は
じ
ま
り
、
ク
リ
旋
律
を
い
く
つ
か
織
り
混
ぜ
な
が
ら
、
後
半
で
は
、
上

中
旋
律
を
繰
り
返
し
、
最
後
は
、
中
下
旋
律
で
終
わ
る
（
高
桑
・
中
司
「
小
段
っ
て
な

に
？
」『
観
世
』
二
〇
二
一
〜
二
〇
一
三
年
、
参
照
）。

（
大
鼓
：
ヤ
ノ
ト
リ
）
ワ
キ
の
〔
上
歌
〕
の
冒
頭
（1-56

）
に
も
同
じ
手
が
演
奏
さ
れ
る

が
、
映
像
で
確
認
す
る
と
、
そ
こ
で
は
8
拍
と
1
拍
と
の
拍
の
間
隔
が
約
3
秒
で
あ
る
。

一
方
、
こ
こ
で
は
約
6
秒
で
あ
る
。
大
鼓
が
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
位
や
雰
囲
気
を
作
り
だ

そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。1-56

で
は
謡
が
上
音
で
始
ま
り
曲
調
も
明
る
い
の
で

掛
け
声
を
最
後
ま
で
上
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
掛
け
声
の
末
尾
を
下
げ
て
い
る
。
掛
け

声
の
抑
揚
に
音
楽
的
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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4-29　
「
た
な
び
き
に
け
り
ひ
さ
か
た
の
」

（
大
鼓
：
コ
イ
合
）〔
ク
セ
〕
の
最
初
は
、
大
鼓
は
コ
イ
合
を
繰
り
返
す
が
、
そ
れ
は
数
句

後
に
は
ツ
ヅ
ケ
に
う
つ
る
。
そ
こ
ま
で
が
ひ
と
ま
と
ま
り
と
な
る
。

（
小
鼓
：
甲
三
ツ
地
）
三
ツ
地
を
繰
り
返
す
。
大
鼓
が
ツ
ヅ
ケ
を
打
つ
と
ツ
ヅ
ケ
に
移
行

す
る
。

（
謡
）
コ
イ
合
と
三
ツ
地
で
伴
奏
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
1
〜
2
拍
、
3
〜
4
拍
、
5

〜
6
拍
の
間
隔
は
原
則
と
し
て
小
さ
く
な
る
が
、
そ
こ
に
節
が
あ
る
場
合
に
は
、
大
き
く

な
る
。

（
ワ
キ
：（
放
ス
））〔
サ
シ
〕
の
最
後
で
、
シ
テ
の
方
に
体
を
向
け
て
い
た
ワ
キ
は
、
こ
こ

で
、
シ
テ
か
ら
目
を
離
し
て
、
ワ
キ
正
面
の
方
向
を
向
く
（
＝
見
放
ス
）。

4-31　
「
げ
に
花
か
づ
ら
」

（
大
鼓
：
ヤ
ヲ
ハ
）
上
句
二
文
字
な
の
で
「
ヤ
ヲ
ハ
」
の
掛
け
声
を
か
け
て
、
歌
い
出
し

を
指
示
す
る
。

（
謡
）
大
鼓
の
「
ハ
」
声
を
合
図
に
歌
い
出
す
。

4-32　
「
色
め
く
は
春
の
し
る
し
か
や
」

（
大
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）
ツ
ヅ
ケ
に
な
る
こ
と
よ
っ
て
謡
に
は
躍
動
感
が
生

ま
れ
る
。「
し
る
し
か
や
」
と
い
う
言
葉
は
、
文
の
切
れ
目
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
切

れ
目
と
一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
ツ
ヅ
ケ
は
、
文
章
の
段
落
づ
け
を
お
こ
な
う
表

現
に
な
っ
て
い
る
。

（
シ
テ
：「
し
る
し
か
や
」
左
拍
子
）
シ
テ
は
、
こ
こ
ま
で
は
静
止
し
て
い
て
移
動
が
な
い
。

〔
ク
セ
〕
で
は
、
前
方
へ
の
歩
行
に
先
立
っ
て
、
足
拍
子
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。

4-33　
「
面
白
や
あ
め
な
ら
で
」

（
大
鼓
：
コ
イ
合
）
再
び
コ
イ
合
に
も
ど
る
こ
と
で
、
次
の
ひ
と
ま
と
ま
り
が
開
始
さ
れ

る
。
ヤ
ア
の
掛
け
声
の
抑
揚
で
「
面
白
や
」
の
謡
い
出
し
を
誘
導
し
て
い
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
大
鼓
と
同
じ
く
、
三
ツ
地
に
な
り
、
次
の
ひ
と
ま
と
ま
り
の
開
始
を

告
げ
る
。

（
謡
）〔
ク
セ
〕
の
中
で
、
場
面
が
新
た
に
展
開
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
上
句
が
五
文
字
の
こ

と
が
多
い
。
逆
に
言
え
ば
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
段
落
（
音
楽
的
に
も
内
容
的
に
も
）

は
、
上
句
七
文
字
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
小
さ
い
、
上
句
五
文
字
や
四
文
字
な
ど
で
始

ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

4-34　
「
こ
こ
も
た
え
な
り
あ
ま
つ
か
ぜ
」

（
大
鼓
：
コ
イ
合
）
流
派
に
よ
っ
て
は
こ
こ
で
大
鼓
が
ツ
ヅ
ケ
に
な
る
。
そ
の
場
合
次
の

句
が
コ
イ
合
と
な
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
流
派
に
よ
っ
て
、
大
鼓
が
ツ
ヅ
ケ
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
小
鼓
は
「
付

き
合
わ
な
く
て
も
よ
い
」
の
で
あ
る
。
と
く
に
差
し
障
り
の
な
い
限
り
、
流
派
で
決
め
ら

れ
て
い
る
手
順
に
沿
う
（
こ
こ
で
は
、
三
ツ
地
の
手
を
維
持
す
る
）。

4-35　
「
雲
の
か
よ
い
じ
ふ
き
と
じ
よ
」

（
大
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）4-33,4-34

と
コ
イ
合
（
大
鼓
）・
三
ツ
地
が
繰
り

返
さ
れ
、
こ
こ
で
、
大
鼓
・
小
鼓
も
ツ
ヅ
ケ
に
な
る
。
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
謡
の
中
に
、

一
定
の
段
落
感
が
生
ま
れ
る
。

4-36,37　
「
お
と
め
の
す
が
た
、
し
ば
し
と
ど
ま
り
て
」

（
謡
）
和
歌
の
「
第
四
・
第
五
句
」
の
七
・
七
の
、
一
句
目
の
七
文
字
を
ト
リ
、
二
句
目
の

七
文
字
を
本
地
ヤ
ヲ
ハ
で
上
句
・
下
句
に
分
節
し
て
配
置
す
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
謡

の
節
付
に
お
け
る
常
套
パ
タ
ー
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
他
に
「
生
ひ
に
け
ら
し
な
、
妹
見

ざ
る
間
に
」（〈
井
筒
〉〔
ク
セ
〕）「
我
が
身
一
つ
は
、
も
と
の
身
に
し
て
」（〈
杜
若
〉〔
ク

セ
〕）。
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4-38　
「
こ
の
松
原
の
」

（
謡
）
上
句
が
二
文
字
の
と
き
に
は
、
当
ヤ
ヲ
ハ
に
な
る
の
が
基
本
ル
ー
ル
で
あ
る
。

（
シ
テ
：「
こ
の
」
謡
サ
シ
回
シ
）
こ
こ
で
の
サ
シ
回
シ
は
「
松
原
」
を
指
す
と
も
解
釈
さ

れ
る
。「
指
し
回
す
」
動
作
は
、
広
々
と
し
た
風
景
や
空
間
を
現
出
さ
せ
る
。「
眼
前
の
さ

し
」
と
い
う
呼
称
も
あ
る
（『
能
弁
惑
大
全
』
な
ど
）。

4-40　
「
月
」

（
笛
：
中
高
音
）〔
ク
セ
〕
の
前
半
の
中
間
部
分
で
は
、
中
高
音
が
吹
か
れ
る
の
が
決
ま
り

で
あ
る
。
中
高
音
は
、（
1
）
ヒ
ヒ
ョ
ー
ル
ー
リ
ー
、（
2
）
ヒ
ヒ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
の
二
句
か

ら
構
成
さ
れ
る
。

（
謡
）〔
ク
セ
〕
の
冒
頭
か
ら
下
音
域
で
の
謡
（
中
下
旋
律
）
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
上

音
域
に
変
化
す
る
（
上
中
旋
律
）。

（
シ
テ
：「
月
」
角
ト
リ
左
ヘ
回
リ
）
角
で
と
ま
り
右
上
を
遙
か
に
見
る
の
は
、「
月
」
の

句
と
連
動
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

4-41　
「
き
よ
み
が
た
富
士
の
雪
」

（
笛
：
中
高
音
）
前
句
の
ト
リ
か
ら
こ
の
句
の
終
わ
り
ま
で
に
（
1
）
ヒ
ヒ
ョ
ー
ル
ー
リ
ー

（
シ
テ
）〔
ク
セ
〕
の
前
半
に
は
多
く
の
場
合
、
シ
テ
の
大
き
な
左
廻
り
が
あ
る
。
歩
行
、

向
き
の
変
更
な
ど
に
、
様
々
な
気
分
が
込
め
ら
れ
る
、〔
ク
セ
〕
前
半
の
動
作
の
中
心
部

分
と
な
る
。

4-42　
「
い
づ
れ
や
春
の
あ
け
ぼ
の
」

（
大
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）
こ
こ
で
石
井
流
は
ツ
ヅ
ケ
を
打
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
同
じ
ツ
ヅ

ケ
を
打
つ
幸
流
・
観
世
流
の
小
鼓
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
大
鼓
と
小
鼓
が
互
い

に
同
じ
手
を
打
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
こ
と
を
「
折
り
合
い
が
よ
い
」「
添

い
が
よ
い
」
な
ど
と
言
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
ツ
ヅ
ケ
と
三
ツ
地
の
組
み
合
わ
せ
は
、

流
派
の
違
い
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
起
こ
る
こ
と
で
、「
折
り
合
い
」「
添
い
」
が
問
題
に
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
流
派
の
違
い
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
食
い
違
い
（
折
り
合
い
の

悪
さ
）
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
大
鼓
・
小
鼓
・
謡
の
間
に
緊
張
感
を
与
え
る
現
象
に
も

な
り
う
る
の
で
、
何
が
な
ん
で
も
避
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
次
（4-43

）
に
手
が
く
る
が
、
幸
流
・
観
世
流
の
場
合
に
は
、
こ
こ

で
ツ
ヅ
ケ
を
打
つ
。
一
方
、
大
倉
流
で
は
一
般
に
、
手
（4-43

）
に
入
る
直
前
に
は
、
三

ツ
地
を
打
つ
。

（
笛
：
中
高
音
）
こ
の
句
に
（
2
）
ヒ
ヒ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
が
く
る
。
謡
の
句
の
後
半
「
あ
け

ぼ
の
」
で
謡
の
音
が
中
音
に
も
ど
る
が
、
そ
れ
と
連
動
す
る
よ
う
に
、（
2
）
の
最
後
の

「
イ
ヤ
ー
」
と
い
う
低
い
音
に
さ
が
っ
て
終
わ
る
。

4-43　
「
た
ぐ
い
な
み
も
松
風
も
」

（
大
鼓
：
コ
イ
合
）「
な
み
も
」
の
「
な
」
で
上
音
に
上
が
る
フ
シ
に
合
わ
せ
て
ハ
の
声
と

粒
を
わ
ず
か
に
膨
ら
ま
せ
、
地
謡
と
息
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
小
鼓
：
カ
ケ
オ
ト
シ
）
カ
ケ
オ
ト
シ
は
、〔
ク
セ
〕
の
前
半
に
よ
く
出
現
す
る
手
の
ひ
と

つ
。
手
は
大
概
、
段
落
の
一
句
前
に
あ
る
。

（
シ
テ
：「
類
ひ
波
」
左
右
）
映
像
の
よ
う
に
、
左
右
で
、
左
袖
を
返
す
の
は
、
特
殊
な
形
。

袖
を
返
す
の
は
舞
の
手
の
一
種
で
あ
り
、
天
女
が
舞
を
舞
っ
て
い
る
こ
の
場
面
に
、
幽
玄

性
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

4-45　

打
切

（
シ
テ
：〔
打
切
〕
二
重
開
）
左
袖
を
も
ど
す
。

4-46　
「
そ
の
う
え
あ
め
つ
ち
は
」

（
備
考
）
こ
こ
よ
り
〔
ク
セ
〕
第
二
部
で
あ
る
。

（
小
鼓
：
甲
三
ツ
地
）
セ
ク
シ
ョ
ン
の
は
じ
め
な
の
で
、
三
ツ
地
を
甲
の
音
で
開
始
す
る
。
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4-47　
「
何
を
隔
て
ん
玉
が
き
の
」

（
シ
テ
：「
何
を
隔
て
」
右
へ
回
リ
）
最
初
に
左
に
大
き
く
回
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

右
へ
小
さ
く
廻
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
ら
れ
て
い
る
。

4-50　

上
ゲ
ハ
「
君
が
代
は
」

（
太
鼓
）
正
面
に
向
き
直
る
。

（
謡
）〔
ク
セ
〕
の
中
間
部
に
あ
る
シ
テ
の
謡
を
「
上
ゲ
ハ
（
上
端
、上
羽
）」
と
呼
ぶ
。
上

ゲ
ハ
で
は
、〔
上
歌
〕
と
同
様
に
、上
音
中
心
の
旋
律
（
上
旋
律
）
に
な
る
。「
君
が
代
は
」

の
五
文
字
は
、
和
歌
の
冒
頭
の
五
文
字
で
あ
る
。
謡
に
和
歌
が
引
用
さ
れ
る
場
合
、
最
初

の
五
文
字
は
、ヤ
ヲ
ハ
で
歌
い
出
さ
れ
る
例
が
よ
く
見
ら
れ
る
。「
た
だ
た
の
め
」（
田
村
）

「
今
朝
よ
り
は
」（
竜
田
）
な
ど
。

（
シ
テ
：「
君
が
代
」
上
扇
）「
扇
広
ゲ
、
上
扇
、
開
」
と
い
う
一
連
の
型
が
、
ま
と
め
て

上
ゲ
ハ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

4-52　
「
な
づ
と
も
つ
き
ぬ
い
わ
お
ぞ
と
」

（
大
鼓
：
コ
イ
合
）（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）
大
鼓
は
コ
イ
合
だ
が
、
小
鼓
は
三
ツ
地
で
は
な
く

ツ
ヅ
ケ
を
打
つ
。
こ
こ
か
ら
、
し
ば
ら
く
三
ツ
地
の
手
は
な
く
、
拍
節
感
が
高
ま
っ
た
ま

ま
で
、
上
ゲ
羽
ノ
手
、
越
ス
手
な
ど
の
〔
ク
セ
〕
の
常
套
パ
タ
ー
ン
に
は
い
る
。

（
笛
：
高
音
三
件
）
高
音
三
件
（「
高
音
三
ク
サ
リ
」
と
も
）
は
、（
1
）
オ
ヒ
ャ
ー
ラ
ー
、

（
2
）
オ
ヒ
ャ
ー
、
ロ
ー
イ
、（
3
）
ヒ
ヒ
ョ
ー
、
ル
ー
リ
ー　

と
三
句
（
5
つ
の
部
分
）

に
分
解
で
き
る
。
い
ず
れ
の
句
の
旋
律
も
、
低
い
音
か
ら
中
心
音
（
黄
鐘
）
の
音
に
上

が
っ
て
終
わ
る
。
高
揚
し
た
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
彩
り
を
く
わ
え
る
。

（
謡
）
謡
は
鼓
の
手
に
連
動
し
て
、
こ
れ
以
後
「
数
々
の
」
ま
で
、
鼓
に
合
わ
せ
て
モ
チ

を
い
れ
て
う
た
う
こ
と
に
な
る
。

（
シ
テ
：「
撫
づ
と
も
」
大
左
右
）
大
左
右
か
ら
ジ
グ
ザ
グ
で
正
面
へ
で
て
い
き
、
打
込
開

で
と
ま
る
ま
で
が
、
上
ゲ
ハ
あ
と
の
決
ま
り
の
型
。

4-53　
「
聞
く
も
」

（
謡
）
上
音
中
心
の
謡
は
、「
聞
く
も
妙
な
り
」
で
ク
リ
音
（
最
高
音
）
と
な
り
、
言
葉
を

彩
る
。

4-54　
「
た
え
な
り
あ
ず
ま
う
た
」

（
笛
：
高
音
三
件
）（
2
）
を
吹
き
終
え
る
と
つ
づ
け
て
（
3
）
に
入
る
。

4-55　
「
こ
え
そ
え
て
数
々
の
」

（
大
鼓
：
打
カ
ケ
頭
）
打
カ
ケ
は
、「
頭
」
を
導
入
す
る
手
で
あ
り
、
5
拍
目
の
頭
、
次
の

句
の
1
拍
目
の
頭
を
導
く
。

（
小
鼓
：
オ
ド
リ
ヨ
リ
上
ゲ
羽
ノ
手
）
大
鼓
の
打
カ
ケ
に
連
動
し
て
、
小
鼓
が
1
拍
目
で

オ
ド
ル
の
は
、【
一
声
】
地
ノ
段
の
最
後
（1-22

）
で
も
同
様
で
あ
る
。
オ
ド
ル
あ
と
は
、

5
拍
目
に
頭
を
う
つ
。

（
笛
：
高
音
三
件
）「
数
々
の
」
と
謡
の
音
が
中
音
に
下
が
る
あ
た
り
が
、
吹
き
終
わ
り
の

場
所
の
目
安
と
な
る
。
シ
テ
が
、
ジ
グ
ザ
グ
に
正
面
に
出
て
行
く
足
運
び
、
高
音
で
す
す

む
謡
の
旋
律
、
ツ
ヅ
ケ
中
心
に
粒
を
多
く
う
つ
大
小
の
パ
タ
ー
ン
な
ど
を
、
彩
る
こ
と
に

な
る
。

（
謡
）
上
ゲ
ハ
以
降
の
上
旋
律
は
、「
数
々
の
」
と
中
音
に
お
ち
る
。
こ
の
次
か
ら
は
、
上

中
旋
律
が
つ
づ
く
。

4-56　
「
し
ょ
ち
ゃ
く
き
ん
く
ご
」

（
大
鼓
：
頭
コ
ス
手
）
越
ス
手
は
、
大
鼓
が
偶
数
拍
を
小
鼓
が
奇
数
拍
を
中
心
に
構
成
さ

れ
る
手
で
、〔
ク
セ
〕
後
半
の
も
っ
と
も
華
や
か
な
部
分
と
な
る
。

（
小
鼓
：
越
ス
手
）
小
鼓
の
越
ス
手
に
は
、
7
拍
目
に
・
○
（
チ
ポ
）
と
い
う
粒
が
あ
り
、

文
章
を
彩
る
効
果
が
こ
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
何
か
特
定
の
表
示
的
効
果
が
意

図
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
謡
）
謡
は
、
以
後
、
上
句
で
上
音
に
上
が
り
（
ハ
ル
）、
下
句
で
中
音
に
も
ど
る
（
下
＝
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さ
げ
）
と
い
う
旋
律
型
（
上
中
旋
律
）
を
繰
り
返
す
。

4-57　
「
こ
う
ん
の
ほ
か
に
満
ち
満
ち
て
」

（
シ
テ
：「
孤
雲
」
右
ヘ
回
リ
）
シ
テ
は
右
廻
り
で
常
座
に
戻
り
、
動
き
に
段
落
を
つ
け
る
。

次
に
再
び
、
正
面
に
歩
ん
で
ゆ
く
た
め
の
準
備
。

4-58　
「
落
日
の
く
れ
な
い
は
」

（
太
鼓
）
太
鼓
を
前
に
出
す
。
手
は
膝
に
置
く
。

（
大
鼓
：
コ
イ
合
）（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
コ
イ
合
、
三
ツ
地
に
も
ど
し
て
、
最
後
の
場
面
に

向
け
た
再
出
発
と
す
る
。
こ
こ
が
、
そ
の
出
発
点
と
な
る
の
は
、
文
意
の
切
れ
目
だ
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
上
句
の
文
字
数
が
、
7
で
は
な
く
5
で
あ
る
こ
と
も
、
終
結
に
向
け
た
再

出
発
点
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。

（
謡
）「
落
日
の
紅
」
は
情
景
と
し
て
も
シ
テ
の
型
ど
こ
ろ
と
し
て
も
大
事
な
言
葉
。
こ
こ

で
の
「
ら
」
の
謡
い
出
し
方
に
技
巧
的
な
扱
い
が
生
き
て
い
る
。
大
鼓
も
こ
の
扱
い
に
自

然
に
対
応
し
て
い
る
。

（
シ
テ
：「
落
日
」
常
座
ヨ
リ
正
ヘ
出
、
左
袖
カ
ケ
雲
扇
開
）「
雲
扇
」
は
見
る
型
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
。
古
型
付
に
は
「
落
日
の
紅
ト
西
ヲ
見
」（『
七
太
夫
仕
舞
付
』）
と
も
記
さ

れ
る
。

4-59　
「
そ
め
い
ろ
の
山
を
う
つ
し
て
」

（
大
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）
ツ
ヅ
ケ
に
よ
っ
て
、
勢
い
が
つ
く
。

（
謡
）
謡
は
こ
こ
か
ら
勢
い
を
つ
け
て
、
次
の
句
の
ク
リ
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
も
っ
て

い
く
。

4-60　
「
緑
は
な
み
に
浮
島
が
」

（
大
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
小
鼓
の
大
倉
流
は
、
手
の
直
前
に
三
ツ
地
を
打
つ
。

大
鼓
が
ツ
ヅ
ケ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
鼓
が
三
ツ
地
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う

い
っ
た
理
由
（
次
に
ク
セ
止
メ
と
い
う
手
が
く
る
か
ら
）
で
あ
る
。

（
謡
）「
緑
」
と
ク
リ
音
ま
で
あ
が
る
。

4-61　
「
は
ろ
う
あ
ら
し
に
花
ふ
り
て
」

（
大
鼓
：
コ
イ
合
、
サ
ソ
イ
ノ
手
）
こ
こ
か
ら
、〔
ク
セ
〕
を
終
結
さ
せ
る
た
め
の
決
ま
り

の
手
を
開
始
す
る
。

（
小
鼓
：
ク
セ
止
メ
）
ク
セ
止
メ
は
、〔
ク
セ
〕
の
終
結
に
必
ず
用
い
ら
れ
る
決
ま
っ
た
手

で
あ
る
。
五
拍
目
に
あ
る
オ
ド
ル
（
プ
ポ
）、
七
拍
目
の
ハ
シ
ル
（
ポ
ポ
）
は
、
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
的
な
音
型
で
あ
り
、
文
章
を
生
か
す
た
め
に
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
5
拍

目
の
オ
ド
ル
と
7
拍
目
の
ハ
シ
ル
が
、謡
に
合
わ
せ
て
、た
っ
ぷ
り
と
演
奏
さ
れ
て
お
り
、

言
葉
や
所
作
を
い
ろ
ど
っ
て
い
る
。

（
シ
テ
：「
払
ふ
嵐
」
扇
下
ヨ
リ
上
ヘ
上
ゲ
。
上
ヲ
見
扇
カ
ザ
シ
左
ヘ
回
リ
）
角
の
位
置
で

扇
を
上
に
あ
げ
る
（
翳
す
）
の
は
、
定
型
パ
タ
ー
ン
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
右
手
の
扇
を
前

か
ら
ゆ
っ
く
り
上
げ
る
こ
と
で
見
る
演
技
を
強
調
し
、
風
景
を
現
出
さ
せ
る
。
右
手
を
か

ざ
し
た
ま
ま
、「
花
ふ
り
て
」
と
、
体
を
左
に
ね
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
型
の
型
が
、
ま

る
で
風
景
を
体
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。
シ
テ
は
、
そ
の
ま
ま
大
き
く
左

廻
り
す
る
。

4-62　
「
げ
に
雪
を
め
ぐ
ら
す
」

（
太
鼓
）
撥
を
取
る
。

（
笛
）
森
田
流
は
、〔
ク
セ
〕
の
終
わ
り
で
、
ア
シ
ラ
イ
を
吹
か
な
い
。
ア
シ
ラ
イ
が
無
い

ほ
う
が
、〔
ク
セ
〕
の
最
後
の
太
鼓
の
登
場
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
に
は
効
果
的
で

あ
る
、
と
見
る
見
方
も
あ
る
。

（
謡
）
上
句
で
の
上
音
へ
の
上
昇
（
つ
ま
り
上
中
旋
律
）
は
こ
こ
で
最
後
と
な
る
。

（
シ
テ
）「
め
ぐ
ら
す
」
で
大
小
前
に
く
る
と
、
左
袖
を
返
し
て
左
右
。〔
ク
セ
〕
の
前
半
、

「
類
ひ
波
」
の
左
右
（4-43
）
で
も
袖
を
返
し
た
が
、
意
図
は
同
様
で
あ
ろ
う
。

（
ワ
キ
：「
実
雪
を
」
ト
（
シ
テ
を
）
見
）〔
ク
セ
〕
の
冒
頭
で
「
見
放
」
し
つ
づ
け
て
い
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た
ワ
キ
は
、
こ
こ
で
再
び
シ
テ
を
見
る
。

4-63　
「
白
雲
の
袖
ぞ
た
え
な
る
」

（
備
考
）
こ
こ
で
初
め
て
、
太
鼓
が
打
ち
出
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
舞
台
の
流
れ
や
謡
・
囃

子
の
テ
ン
ポ
感
か
ら
の
変
化
と
調
和
と
が
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
こ
の
句
か
ら
太
鼓
が
入
る
の
で
、4-63

の
シ
ー
ト
に
は
、
次
の
ク
サ
リ
の

2
拍
目
ま
で
を
収
め
て
い
る
。

（
太
鼓
：
中
頭
打
出
）「
白
雲
の
袖
ぞ
」
の
「
ぞ
」
で
両
撥
を
静
か
に
撥
皮
に
つ
け
、「
た

え
な
る
」
の
「
え
」（
6
拍
目
）
で
深
く
コ
ミ
を
と
る
。
小
鼓
の
ヤ
・
ハ
の
声
を
聞
き
な

が
ら
8
拍
目
を
軽
く
打
ち
、
こ
の
間
合
い
を
受
け
て
右
撥
で
大
き
く
ゆ
っ
た
り
と
第
1
拍

を
打
つ
。
静
か
な
曲
の
場
合
は
こ
の
よ
う
に
「
イ
ヤ
ア
」
の
か
け
声
を
か
け
な
い
が
、
間

合
い
と
意
味
は
常
の
「
頭
」
と
同
じ
で
あ
る
。
曲
の
開
始
か
ら
小
一
時
間
、
様
々
な
場
面

を
経
て
物
語
が
熟
し
た
。
初
め
て
打
た
れ
る
テ
ン
と
響
く
音
が
、
新
し
い
楽
章
を
告
げ
る

と
と
も
に
、
空
気
が
澄
み
渡
る
印
象
を
齎
し
て
い
る
。

（
大
鼓
：
ク
セ
ド
メ
）（
小
鼓
：
合
頭
・
甲
三
ツ
地
）
太
鼓
が
打
ち
出
す
と
、
大
鼓
も
小
鼓

も
、
太
鼓
の
位
（
掛
け
声
や
粒
の
テ
ン
ポ
、
強
度
、
色
合
い
）
に
合
わ
せ
て
打
つ
。

（
謡
）
中
音
か
ら
下
音
に
さ
が
っ
て
（
中
下
旋
律
）、音
の
響
き
、テ
ン
ポ
と
も
に
静
ま
る
。

 

五
、
天
女
が
さ
ら
に
舞
う

〔
詠
〕

5-1　
「
南
無
」

（
太
鼓
：
コ
イ
合
）
大
鼓
の
第
3
拍
を
受
け
て
第
4
拍
の
コ
ミ
を
取
る
。
5
・
7
・
8
拍

は
撥
を
撥
皮
に
付
け
る
の
み
で
音
は
殆
ど
出
さ
な
い
が
、
小
鼓
と
と
も
に
か
け
声
を
か
け

て
基
本
的
な
テ
ン
ポ
を
示
す
。

（
大
鼓
：
ウ
ケ
）
太
鼓
の
第
一
拍
を
う
け
て
深
く
コ
ミ
を
と
り
ゆ
っ
た
り
と
第
3
拍
を
打

つ
。
こ
こ
は
【
序
之
舞
】
へ
の
移
行
部
分
で
、〔
ク
セ
〕
の
平
ノ
リ
か
ら
、
謡
は
拍
子
不

合
、
打
楽
器
は
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
へ
と
ノ
リ
型
が
変
わ
っ
て
い
る
。

（
小
鼓
：
声
ア
ル
甲
三
ツ
地
）
太
鼓
と
か
け
声
を
合
わ
せ
、
5
・
7
・
8
拍
を
打
つ
。

（
謡
）
太
鼓
の
「
ヤ
ア
」
に
合
わ
せ
て
「
南
無
」
と
う
た
い
は
じ
め
て
い
る
。

（
シ
テ
：〔
太
鼓
コ
イ
合
〕
扇
ツ
ボ
メ
乍
ラ
右
ウ
ケ
）
囃
子
の
コ
イ
合
1
ク
サ
リ
の
間
に
、

扇
を
閉
じ
な
が
ら
右
を
ウ
ケ
合
掌
し
、
大
鼓
の
二
つ
目
の
コ
イ
合
か
ら
謡
い
出
す
。

5-2　
「
帰
命
月
天
子
、
本
地
大
勢
至
」

（
太
鼓
：
コ
イ
合
）
謡
が
拍
子
不
合
な
の
で
基
本
的
に
は
見
計
ら
い
だ
が
、
こ
の
箇
所
で

は
シ
テ
の
謡
の
間
は
コ
イ
合
二
つ
、
そ
の
後
の
地
謡
は
刻
1
ク
サ
リ
半
が
定
寸
で
あ
る
。

（
大
鼓
：
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
か
け
声
の
ゆ
っ
た
り
し
た
抑
揚
に
シ
テ
の
〔
詠
〕
を

引
き
出
す
よ
う
な
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
。

5-3　
「
あ
づ
ま
」

（
太
鼓
：
ツ
ナ
ギ
・
半
刻
）「
だ
い
せ
い
し
」
の
「
し
」
の
ユ
リ
い
っ
ぱ
い
に
コ
イ
合
を
打

ち
、
ツ
ナ
ギ
か
ら
地
謡
が
謡
い
出
す
。
粒
が
少
な
く
拍
の
伸
縮
の
あ
る
コ
イ
合
か
ら
、
粒

が
細
か
く
規
則
的
な
刻
へ
と
リ
ズ
ム
が
は
っ
き
り
変
化
す
る
こ
と
で
ス
テ
ー
ジ
の
進
展

が
感
じ
ら
れ
る
。

（
大
鼓
：
ノ
ル
ア
シ
ラ
イ
コ
イ
合
）
太
鼓
が
打
っ
て
い
る
間
、
大
小
鼓
は
基
本
的
に
は
太

鼓
に
従
う
が
、
コ
イ
合
で
か
け
声
を
か
け
る
の
は
大
鼓
だ
け
な
の
で
第
3
拍
ま
で
は
実
質

的
に
は
大
鼓
の
か
け
声
に
よ
っ
て
伸
縮
の
度
合
い
が
決
ま
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
は

太
鼓
の
ツ
ナ
ギ
か
ら
地
謡
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
謡
出
せ
る
よ
う
コ
イ
合
の
大
き
さ
を
見

計
っ
て
い
る
。

（
小
鼓
：
三
ツ
地
）
地
謡
が
謡
い
出
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
の
で
、
太
鼓
と
と
も

に
ノ
リ
よ
く
打
つ
。

（
シ
テ
：「
東
遊
の
」
常
座
へ
ク
ツ
ロ
ギ
）【
序
之
舞
】
の
前
に
、
シ
テ
は
か
な
ら
ず
、
後

見
座
に
行
っ
て
立
ち
止
ま
る
。「
ク
ツ
ロ
グ
」
と
呼
ば
れ
る
。
後
見
は
、
装
束
を
と
と
の

え
て
、
シ
テ
を
【
序
之
舞
】
へ
と
送
り
出
す
。
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5-4　
「
あ
そ
び
の
、
ま
い
の
」

（
備
考
）
太
鼓
の
刻
、
大
鼓
の
ヌ
ク
地
、
小
鼓
の
ツ
ヅ
ケ
の
組
み
合
わ
せ
は
最
も
基
本
的

で
典
型
的
な
「
地
」
の
手
組
。
特
別
な
主
張
を
せ
ず
規
則
的
な
リ
ズ
ム
を
持
続
す
る
こ
と

で
、
謡
や
笛
を
よ
く
聞
か
せ
引
き
立
て
る
効
果
が
あ
る
と
い
え
る
。

（
太
鼓
：
刻
・
上
ゲ
）
刻
の
細
か
な
リ
ズ
ム
の
連
続
に
は
前
進
感
が
あ
り
、
地
謡
の
た
っ

ぷ
り
と
し
た
節
回
し
と
太
鼓
の
規
則
的
な
刻
の
取
り
合
わ
せ
が
高
揚
感
を
生
ん
で
い
る
。

刻
の
最
後
に
、
ツ
ク
ツ
ク
と
抑
え
た
音
を
テ
ン
テ
ン
と
響
く
音
へ
切
り
替
え
て
い
る
の
は

区
切
り
の
手
に
移
る
合
図
で
上
ゲ
と
い
う
手
。
上
ゲ
の
手
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
「
上
ゲ

ル
」
と
い
い
、
刻
の
7
拍
目
の
粒
を
抜
い
て
（
音
を
消
し
て
）
い
る
の
が
、
上
げ
る
合
図

で
あ
る
。重
要
な
切
り
替
え
な
の
で
必
ず
こ
の
よ
う
に
合
図
が
送
ら
れ
る
。太
鼓
は
現
在
、

上
ゲ
の
合
図
と
し
て
刻
の
7
拍
目
の
音
を
抜
く
が
、
か
つ
て
は
1
拍
分
あ
と
の
8
拍
目
を

抜
い
て
い
た
（『
金
春
流
太
鼓
全
書
』）。
石
井
流
大
鼓
の
シ
カ
ケ
が
8
拍
目
か
ら
始
ま
る

こ
と
に
対
応
し
た
変
更
と
言
わ
れ
る
。

5-5　
「
き
ょ
く
」

（
太
鼓
：
上
ゲ
・
打
切
）
打
切
と
は
文
字
通
り
そ
れ
ま
で
の
連
続
性
を
打
ち
切
る
こ
と
。
次

に
必
ず
頭
（
カ
シ
ラ
）
が
打
た
れ
て
完
結
す
る
。
頭
は
同
時
に
次
の
新
し
い
セ
ク
シ
ョ
ン

の
始
ま
り
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
こ
の
頭
が
そ
の
ま
ま
【
序
之
舞
】
の
序
の
頭
と
な
る
。

（
大
鼓
：
皆
地
）
太
鼓
が
上
ゲ
を
打
ち
始
め
た
ら
皆
地
を
打
ち
、
打
切
の
準
備
を
す
る
。
但

し
石
井
流
は
8
拍
目
か
ら
皆
地
の
手
が
始
ま
る
（
他
流
は
1
拍
目
か
ら
）
の
で
、
太
鼓
が

刻
の
7
拍
目
を
抜
く
合
図
が
重
要
で
あ
る
。

（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
）
太
鼓
が
上
ゲ
、
大
鼓
が
皆
地
を
打
っ
た
ら
ツ
ヅ
ケ
を
打
つ
。
こ
こ
で

の
ツ
ヅ
ケ
に
は
打
切
の
役
目
が
あ
り
、【
序
之
舞
】
の
序
の
頭
に
繋
が
る
手
で
あ
る
。
拍

子
合
の
謡
な
ど
で
地
の
手
と
し
て
打
た
れ
る
ツ
ヅ
ケ
と
は
役
割
が
違
っ
て
い
る
。

【
序
之
舞
】
序

5-6　

序
（
一
）

（
備
考
）【
序
之
舞
】
の
「
序
」
は
、
拍
子
に
合
わ
な
い
進
行
と
さ
れ
、
拍
同
士
の
間
隔
も

一
定
で
は
な
い
。
し
か
し
、
細
か
く
見
て
い
く
と
、
笛
も
舞
も
、
打
楽
器
が
生
み
だ
し
て

く
拍
の
流
れ
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
を
進
め
て
い
る
。
と
く
に
、
シ
テ
の

動
き
は
「
序
を
踏
む
」
動
き
で
あ
り
、
小
鼓
と
足
ヅ
カ
イ
と
の
連
動
関
係
に
は
、
道
成
寺

の
乱
拍
子
な
ど
と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。「
序
」
の
原
型
は
、
シ
テ
が
小
鼓
に
合
わ
せ

て
足
拍
子
を
踏
み
な
が
ら
舞
台
を
一
周
す
る
も
の
で
、
白
拍
子
舞
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
山
中
玲
子
「〈
序
ノ
舞
〉
の
祖
型
」）。
白
拍
子
の
舞
で
は
舞
に
入
る
前
の
見
せ

場
と
し
て
シ
テ
が
面
白
く
足
拍
子
を
踏
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

（
太
鼓
：
打
切
・
頭
）
通
常
の
頭
と
異
な
り
、
8
拍
目
の
天
（
撥
を
肩
か
ら
打
つ
）
を
打
っ

た
あ
と
、
太
鼓
と
大
鼓
・
小
鼓
三
人
で
改
め
て
大
き
く
（
ほ
ぼ
1
拍
分
）
コ
ミ
を
と
り
1

拍
目
を
打
つ
。
次
の
頭
の
打
ち
方
も
同
じ
。

（
大
鼓
：
ノ
ル
上
ゲ
合
頭
）（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
ヒ
カ
ヘ
・
合
頭
）
三
鼓
で
息
を
合
わ
せ
て
序

の
頭
を
打
つ
。

（
笛
：
序
（
一
））
2
拍
目
の
鼓
の
音
を
聞
い
て
か
ら
、（
1
）
ヒ
ヒ
ャ
ー
ウ
、
と
吹
き
、
太

鼓
の
頭
に
合
わ
せ
て
、（
2
）
ヒ
ョ
ル
リ
ヤ
ー
、
太
鼓
の
8
拍
目
を
聞
い
て
か
ら
（
3
）

ヒ
ョ
ー
イ　

と
吹
き
出
し
、
1
拍
目
の
頭
の
後
に
音
が
残
る
よ
う
に
、
吹
き
終
え
る
。

（
シ
テ
：
常
座
ニ
テ
、
正
向
、
三
足
ツ
メ
、
左
足
ツ
メ
、
ソ
ロ
エ
）
位
置
は
「
常
座
」。

5-7　

序
（
二
）

（
備
考
）
現
在
の
【
序
之
舞
】
の
「
序
」
で
は
、小
鼓
の
打
ち
方
に
は
伸
縮
性
が
あ
り
、耳

目
を
集
め
る
印
象
が
あ
る
。
小
鼓
大
倉
流
と
観
世
流
が
最
初
の
粒
を
第
3
拍
と
す
る
の
に

対
し
、
幸
流
と
幸
清
流
で
は
第
4
拍
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
手
で
拍
の
取
り

方
が
違
っ
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
自
由
な
伸
縮
性
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。
笛
は
序
の
間

は
ア
シ
ラ
イ
で
吹
き
、
序
が
済
む
と
拍
子
に
合
う
舞
の
譜
を
吹
き
は
じ
め
る
。

（
太
鼓
：
付
頭
）
7
拍
目
ま
で
は
小
鼓
が
間
（
マ
）
を
作
る
の
で
、
小
鼓
に
合
わ
せ
る
。
具

体
的
に
は
、
5
拍
目
の
ポ
の
音
の
あ
と
小
鼓
の
「
ハ
ア
」
の
声
の
抑
揚
を
目
安
に
6
拍
目

の
コ
ミ
を
取
っ
て
掛
け
声
を
か
け
、
7
拍
目
の
ポ
ポ
と
い
う
粒
を
聞
い
て
8
拍
目
を
打
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つ
。
8
拍
目
か
ら
1
拍
目
に
か
け
て
の
間
（
マ
）
の
と
り
方
は
前
の
ク
サ
リ
と
同
じ
。
手

組
の
構
造
と
し
て
は
簡
素
だ
が
、
伸
縮
が
あ
る
の
で
複
雑
に
聞
こ
え
る
。

（
大
鼓
：
ノ
ル
上
ゲ
合
頭
）
小
鼓
と
と
も
に
「
ハ
ア
」
の
声
を
か
け
、
あ
と
は
小
鼓
に
任

せ
る
。
太
鼓
の
8
拍
目
の
音
を
受
け
、
三
鼓
で
息
を
合
わ
せ
て
大
き
く
頭
を
打
つ
。

（
小
鼓
：
序
ウ
ケ
走
リ
・
合
頭
）
ハ
ア
と
い
う
長
い
掛
け
声
と
ポ
ポ
と
打
ち
込
ま
れ
る
粒

が
特
徴
的
。
ウ
ケ
走
り
は
他
の
場
所
で
も
打
た
れ
る
手
だ
が
、
こ
こ
で
は
拍
節
感
を
消
し

て
打
た
れ
、
即
興
的
な
雰
囲
気
も
感
じ
ら
れ
る
。

（
笛
：
序
（
二
））
2
拍
で
コ
ミ
を
と
り
、「
ハ
」
の
掛
け
声
に
沿
っ
て
（
1
）
ヒ
ヒ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
、
を
小
鼓
の
5
拍
に
合
わ
せ
て
切
り
、
ハ
ア
の
声
を
追
う
よ
う
に
（
2
）
ラ
ー
リ

ウ
。
た
だ
し
、
鼓
の
ポ
ポ
を
追
う
よ
う
に
リ
ウ
と
吹
く
。
8
拍
後
に
イ
ヤ
の
掛
け
声
が
か

か
る
と
同
時
に
（
3
）
ロ
ー
イ
と
吹
き
、
1
拍
目
の
頭
の
後
に
音
が
残
る
よ
う
に
、
吹
き

終
え
る
。

（
シ
テ
：
左
拍
子
、
左
足
出
シ
、
妻
先
上
ゲ
、
オ
ロ
シ
、
右
足
ツ
メ
、
ソ
ロ
エ
）
こ
の
句

で
は
、
左
足
中
心
の
演
技
が
展
開
さ
れ
る
。
型
附
に
よ
る
と
左
拍
子
は
、
2
拍
目
と
3
拍

目
の
間
の
位
置
（
掛
け
声
ハ
ア
の
直
後
の
中
間
的
な
位
置
）
に
置
か
れ
て
い
る
。
映
像
で

も
大
鼓
小
鼓
の
「
ハ
ァ
」
の
掛
け
声
が
途
切
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
踏
ま
れ
る
。
左
拍
子
の

あ
と
す
ぐ
に
左
足
を
前
に
出
す
。
5
拍
で
小
鼓
に
合
わ
せ
て
、
左
の
「
妻
先
上
ゲ
」。
小

鼓
の
ハ
シ
リ
の
7
拍
に
合
わ
せ
て
、
左
の
ツ
マ
先
を
「
オ
ロ
シ
」（
舞
台
面
に
付
け
る
）。

1
拍
目
の
頭
に
合
わ
せ
て
、「
右
足
ツ
メ
」
て
「
ソ
ロ
エ
」
る
。
こ
こ
か
ら
右
足
の
演
技

に
移
る
。

5-8　

序
（
三
）

（
備
考
）
大
倉
流
小
鼓
と
観
世
流
小
鼓
で
は
序
の
最
後
の
8
拍
目
を
太
鼓
と
と
も
に
打
つ

が
、
幸
流
・
幸
清
流
小
鼓
で
は
、
太
鼓
物
の
場
合
に
は
最
後
の
ク
サ
リ
で
は
8
拍
目
を
打

た
ず
太
鼓
に
任
せ
る
。

（
太
鼓
：
付
頭
）
前
の
ク
サ
リ
と
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、
8
拍
目
は
小
鼓
と
合
わ
せ
て
打

ち
、
次
の
1
拍
目
は
太
鼓
だ
け
で
打
つ
。
序
の
最
後
で
あ
る
と
同
時
に
舞
の
開
始
と
し
て

の
頭
で
あ
り
、
同
じ
く
段
落
を
告
げ
る
笛
の
「
リ
ウ
ロ
ー
」
を
聞
き
な
が
ら
し
っ
か
り
と

打
つ
。

（
小
鼓
：
序
ウ
ケ
走
リ
打
ツ
メ
）
基
本
的
に
前
の
ク
サ
リ
と
同
じ
。
序
の
最
後
は
太
鼓
と

と
も
に
8
拍
目
を
打
つ
（
備
考
参
照
）。

（
笛
：
序
（
三
））
2
拍
で
コ
ミ
を
と
り
、「
ハ
」
の
掛
け
声
に
沿
っ
て
（
1
）
ホ
ー
ヒ
ョ
ー
、

5
拍
前
に
切
る
。
5
拍
あ
た
り
か
ら
（
2
）
ラ
ー
リ
ウ
。
た
だ
し
、
鼓
の
ポ
ポ
を
追
う
よ

う
に
リ
ウ
と
吹
く
。
8
拍
目
を
聞
い
て
か
ら
、（
3
）
ロ
ー
と
吹
き
出
す
。
そ
の
位
置
か

ら
は
、
拍
子
合
に
な
っ
て
い
く
。

（
シ
テ
：
拍
子
、
右
足
出
シ
、
妻
先
上
ゲ
、
オ
ロ
シ
）
こ
の
句
で
は
、
右
足
中
心
の
演
技

が
展
開
さ
れ
る
。
右
拍
子
は
、
2
拍
目
と
3
拍
目
の
間
の
位
置
、
映
像
で
は
、
大
鼓
小
鼓

の
「
ハ
ァ
」
の
掛
け
声
が
途
切
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
踏
ま
れ
る
。
右
拍
子
の
直
後
に
右
足

を
前
に
出
し
て
そ
の
姿
勢
で
待
つ
。
右
足
は
、
5
拍
目
と
同
時
に
「
妻
先
上
ゲ
」。
8
拍

目
（
今
度
は
7
拍
目
で
は
な
く
）
で
右
足
の
ツ
マ
先
を
「
オ
ロ
シ
」（
舞
台
面
に
付
け
て
）

て
い
る
。

【
序
之
舞
】
カ
カ
リ

5-9　

カ
カ
リ　

中

（
備
考
）
カ
カ
リ
は
、
囃
子
事
の
最
初
の
部
分
の
呼
称
。
最
初
の
段
が
来
る
ま
で
の
部
分

が
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
笛
が
ひ
た
す
ら
地
を
吹
き
つ
づ
け
、
特

別
な
手
は
な
い
。
シ
テ
は
こ
こ
で
、
舞
台
を
大
き
く
左
回
り
す
る
。
カ
カ
リ
の
間
、
シ
テ

は
扇
を
ひ
ら
か
ず
、
右
に
も
つ
。
舞
の
間
、
扇
の
持
ち
方
は
、
シ
テ
の
位
置
と
な
ら
ん
で
、

舞
の
中
で
の
進
行
上
の
現
在
位
置
を
し
め
す
た
め
の
、
重
要
な
記
号
と
な
っ
て
い
る
。

（
太
鼓
：
小
拍
子
・
半
刻
）
こ
こ
か
ら
拍
子
に
合
う
舞
が
始
ま
る
が
、
本
格
的
に
拍
子
に

乗
り
始
め
る
の
は
6
拍
目
か
ら
。
伸
縮
の
大
き
か
っ
た
間
が
ツ
ク
ツ
ク
と
静
か
に
刻
み
出

さ
れ
る
瞬
間
は
印
象
的
で
あ
る
。

（
大
鼓
：
ウ
ケ
）
太
鼓
の
頭
と
小
鼓
の
2
拍
目
の
打
音
を
受
け
、
ゆ
っ
た
り
と
打
つ
。

（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
中
切
）
2
拍
目
の
ポ
は
笛
の
吹
き
出
し
の
コ
ミ
で
あ
り
、
大
鼓
の
コ
ミ
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で
も
あ
る
。
こ
れ
を
打
た
な
い
流
儀
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
と
比
べ
る
と
こ
の
2
拍
目
の

ポ
に
は
き
っ
ぱ
り
と
し
た
感
じ
が
あ
り
、
拍
子
型
が
切
り
替
わ
る
合
図
の
よ
う
に
も
聞
こ

え
る
。

5-10　

カ
カ
リ　

干

（
太
鼓
：
刻
）
静
か
に
刻
み
続
け
る
。

（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
序
長
地
）
こ
こ
か
ら
ツ
ヅ
ケ
序
長
地
と
い
う
手
ば
か
り
を
打
ち
ゆ
く
。
ツ

ヅ
ケ
序
長
地
は
二
ク
サ
リ
に
跨
る
手
。
笛
や
大
鼓
の
フ
レ
ー
ズ
の
切
れ
目
を
跨
ぎ
、
7
・

8
・
1
・
2
・
3
の
拍
を
連
続
し
て
打
つ
こ
と
で
、
太
鼓
と
同
様
に
ノ
リ
を
作
る
効
果
が

あ
る
。

（
笛
：
干
）
呂
中
干
形
式
の
場
合
に
は
、
こ
こ
が
呂
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
序
之
舞
で

は
、「
干
に
上
が
る
」。
そ
の
後
、
太
鼓
か
ら
合
図
が
で
て
段
が
終
わ
る
ま
で
、「
中
、
干
、

干
中
、
呂
」
の
4
つ
の
旋
律
の
ル
ー
プ
を
吹
き
続
け
る
。

5-11　

カ
カ
リ　

干
中

（
太
鼓
：
刻
）
シ
テ
が
ス
ミ
へ
進
み
始
め
る
の
を
見
て
刻
み
の
後
半
か
ら
上
ゲ
始
め
る
。

（
大
鼓
：
五
ツ
ノ
ツ
ヅ
ケ
）
大
鼓
の
ツ
ヅ
ケ
は
拍
を
規
則
的
に
刻
む
手
で
あ
る
。
三
鼓
が

揃
っ
て
刻
み
は
じ
め
、
全
体
に
動
き
が
出
て
く
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
シ
テ
）
常
座
か
ら
角
へ
向
か
う
。

5-12　

カ
カ
リ　

呂

（
太
鼓
：
短
地
）
短
地
は
舞
手
が
ス
ミ
へ
行
く
と
き
に
打
つ
手
。
ス
ミ
ト
リ
の
型
に
ア
ク

セ
ン
ト
を
付
け
る
効
果
が
あ
る
。

（
大
鼓
：
片
刻
）
打
放
（
8
拍
以
降
）
は
、
8
〜
1
拍
目
の
間
（
マ
）
を
し
っ
か
り
取
り
、

そ
の
後
の
ヤ
ァ
の
掛
け
声
で
、
全
体
の
テ
ン
ポ
や
気
分
を
あ
ら
た
に
示
し
て
い
く
手
で
あ

る
。

（
小
鼓
：
ツ
ヅ
ケ
序
長
地
）
8
〜
1
拍
目
の
間
を
大
鼓
に
合
わ
せ
て
い
る
。

（
シ
テ
：
角
ヘ
行
、
角
ト
リ
）
位
置
「
角
」。
大
鼓
の
打
放
の
あ
と
、
シ
テ
は
、
舞
台
を
左

に
大
き
く
廻
り
は
じ
め
る
。
打
放
の
あ
と
は
、
囃
子
同
様
に
、
足
運
び
に
も
勢
い
が
つ
い

て
い
く
。

5-13　

カ
カ
リ　

中

（
太
鼓
：
短
地
・
半
刻
）
6
拍
目
か
ら
ま
た
刻
に
戻
る
。
シ
テ
は
こ
の
刻
か
ら
左
へ
歩
み

始
め
る
。

（
大
鼓
：
打
放
）「
打
放
」
の
名
称
が
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
が
、「
打
放
」
は
8
〜
1
拍

を
中
心
に
し
た
手
で
あ
る
た
め
、5-12

の
後
半
か
ら
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
打
放
の

後
、
大
鼓
は
、
ヌ
ク
地
を
繰
り
返
し
て
ゆ
く
。

（
シ
テ
）
角
か
ら
左
へ
回
っ
て
い
く
。

5-16　

カ
カ
リ　

呂

（
シ
テ
：
サ
シ
、
正
中
ヘ
出
）
左
へ
大
き
く
舞
台
を
歩
ん
だ
あ
と
、
シ
テ
は
、
も
う
一
度

前
に
で
て
、
今
度
は
小
さ
く
左
に
周
り
、
常
座
方
向
に
い
く
。
カ
カ
リ
で
は
大
回
り
小
回

り
と
、
2
回
左
に
回
る
こ
と
に
な
る
。

5-18　

カ
カ
リ　

干

（
太
鼓
：
刻
・
上
ゲ
）
シ
テ
が
大
小
前
で
小
回
り
し
た
の
ち
止
ま
る
の
を
見
て
上
ゲ
ル
。
段

を
取
る
合
図
で
あ
る
。

（
シ
テ
：
正
ヘ
向
、
二
足
出
、
右
ウ
ケ
）
位
置
「
大
小
前
」。
こ
の
位
置
で
初
段
を
通
過
す

る
。

5-19　

カ
カ
リ　

干
中

（
備
考
）
現
在
は
寸
法
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、本
来
は
シ
テ
の
位
置
と
型
を
見
て
見
計
ら
っ

て
段
を
と
る
。
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5-20　

カ
カ
リ　

呂

（
太
鼓
）
段
を
と
る
た
め
に
テ
ン
ポ
が
お
ち
る
。
し
っ
か
り
間
を
取
っ
て
頭
を
大
き
く
打

ち
段
落
感
を
出
す
。

【
序
之
舞
】
初
段

5-21　

初
段

（
大
鼓
：
ウ
ケ
頭
）（
小
鼓
：
初
段
ウ
ケ
走
リ
）
太
鼓
の
頭
を
「
受
け
」
る
手
。

5-22　

初
段　

中

（
備
考
）
初
段
で
は
、
シ
テ
が
扇
を
開
い
て
右
に
も
つ
。
笛
の
段
の
譜
の
あ
と
に
、
テ
ン

ポ
が
ゆ
っ
く
り
と
な
る
オ
ロ
シ
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
く
る
。
そ
の
あ
と
地
に
も
ど
る
。

（
太
鼓
：
ヲ
ロ
シ
）
頭
か
ら
地
に
移
る
と
き
に
は
必
ず
ヲ
ロ
シ
の
手
を
経
由
す
る
。
太
鼓

の
ヲ
ロ
シ
は
地
へ
の
接
続
用
の
手
の
名
前
。5-24,25
な
ど
の
、
舞
の
中
で
テ
ン
ポ
が
静

ま
り
シ
テ
が
静
止
す
る
部
分
を
さ
す
「
オ
ロ
シ
」
と
は
別
種
で
あ
る
（5-23

備
考
参
考
）。

（
小
鼓
：
打
放
）
打
放
は
非
常
に
用
途
の
広
い
手
。
こ
こ
で
は
太
鼓
の
ヲ
ロ
シ
の
よ
う
に
、

段
の
手
か
ら
地
の
手
へ
繋
げ
る
機
能
が
あ
る
。

5-23　

初
段　

オ
ロ
シ
（
一
）

（
備
考
）
舞
の
初
段
と
二
段
に
あ
る
オ
ロ
シ
は
、
笛
が
地
か
ら
手
と
な
る
部
分
、
つ
ま
り

笛
の
聞
か
せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
オ
ロ
シ
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
は
、
地
へ
と
以
降
し

て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
高
桑
「
オ
ロ
シ
考
」
参
照
）。

（
太
鼓
：
高
刻
切
）
段
の
頭
と
次
の
笛
の
オ
ロ
シ
の
間
の
、
1
ク
サ
リ
で
は
あ
る
が
僅
か

に
ノ
リ
を
つ
け
緩
急
の
変
化
を
つ
け
る
部
分
で
あ
る
。

（
大
鼓
：
初
段
）
舞
事
の
初
段
に
打
つ
手
。
1
拍
目
の
頭
か
ら
始
ま
り
、
次
の
ク
サ
リ
の

1
拍
目
ま
で
連
続
性
の
あ
る
手
。

5-24　

初
段　

オ
ロ
シ
（
二
）

（
太
鼓
：
刻
）
笛
・
大
鼓
・
小
鼓
が
オ
ロ
シ
の
手
を
聞
か
せ
て
い
る
間
、
太
鼓
は
そ
れ
を

支
え
る
よ
う
に
静
か
に
刻
を
打
ち
続
け
る
。
太
鼓
は
こ
こ
で
は
地
を
演
奏
す
る
、
す
な
わ

ち
背
景
に
退
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
大
鼓
：
初
段
）
2
拍
目
以
降
何
も
打
た
ず
、
テ
ン
ポ
を
他
の
役
に
任
せ
る
。
こ
れ
を
「
マ

ツ
（
待
つ
）」
と
い
い
、「
マ
ツ
」
あ
い
だ
の
テ
ン
ポ
を
受
け
て
、
深
い
呼
吸
で
次
の
1
拍

を
打
ち
込
む
。
太
鼓
が
同
時
に
刻
ん
で
は
い
る
が
、
こ
の
8
〜
1
拍
の
緩
め
方
は
大
鼓
に

任
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

（
小
鼓
：
長
地
）
長
地
最
後
の
4
〜
7
拍
目
の
オ
ド
リ
と
い
う
部
分
で
少
し
緩
め
る
。

（
笛
：
オ
ロ
シ
）
オ
ロ
シ
で
は
、
演
奏
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
。
現
在
、
こ
の
部
分
は
「
オ

ロ
シ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、笛
の
立
場
で
は
、こ
の
部
分
は
「
手
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

呂
中
干
の
「
地
」
に
対
し
て
、
低
音
を
多
く
使
っ
た
旋
律
で
、
静
か
な
印
象
を
与
え
る
部

分
で
あ
る
。

（
シ
テ
：
身
ヲ
カ
ヘ
乍
ラ
、
扇
ヲ
前
ヘ
出
シ
、
左
拍
子
）
舞
の
初
段
オ
ロ
シ
で
は
、
拍
子

を
踏
む
の
が
常
で
あ
る
。
左
拍
子
は
、
6
拍
目
に
合
わ
せ
て
（
笛
の
ヒ
ヒ
ュ
の
ヒ
ュ
に
合

わ
せ
て
）
踏
む
。

5-25　

初
段　

中

（
太
鼓
：
刻
）
笛
が
オ
ロ
シ
の
譜
か
ら
「
中
」
の
譜
に
直
る
の
に
沿
っ
て
自
然
に
上
げ
て

ゆ
く
。

（
大
鼓
：
序
ノ
舞
初
段
ヲ
ロ
シ
ノ
手
）
オ
ロ
シ
の
手
の
あ
と
、
太
鼓
の
上
ゲ
に
乗
っ
て
皆

地
を
打
つ
。

（
シ
テ
：
右
拍
子
、
扇
オ
ロ
シ
乍
ラ
）
右
拍
子
は
、
6
拍
目
に
合
わ
せ
て
（
笛
の
ヒ
ヒ
ャ

の
ヒ
ャ
に
合
わ
せ
て
）
踏
む
。

5-26　

初
段　

呂

（
太
鼓
：
長
地
）
長
地
は
名
前
の
と
お
り
「
長
い
地
」
と
い
う
意
味
で
、
3
ク
サ
リ
で
構



─ 161 ─

第三部　楽譜

成
さ
れ
、「
模
様
」
と
も
い
え
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
手
が
入
る
。
シ
テ
の
大
き
な
移
動
の
あ

る
場
面
な
ど
で
打
た
れ
る
こ
と
が
多
く
、
型
や
場
面
を
彩
る
機
能
が
あ
る
。
1
ク
サ
リ
目

は
高
刻
。

5-27　

初
段　

中

（
太
鼓
：
長
地
）
長
地
の
2
ク
サ
リ
目
は
響
か
す
音
を
交
え
た
細
か
く
入
り
組
ん
だ
手
。
広

義
に
は
イ
ロ
エ
と
も
い
わ
れ
る
「
模
様
」
の
部
分
で
あ
る
。

（
大
鼓
：
打
放
）
こ
こ
ま
で
、
舞
と
音
楽
の
両
方
と
も
に
入
り
組
ん
で
い
た
が
、
こ
の
打

放
の
手
（5-26

の
8
〜
1
拍
目
）
に
は
あ
る
種
の
解
放
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
句
の
8
拍

目
か
ら
次
の
高
刻
に
な
る
。

（
シ
テ
：
大
左
右
ノ
様
ニ
シ
、
左
ヘ
行
）
舞
台
を
ま
ず
右
方
向
（
ワ
キ
正
面
の
方
向
）
に

す
す
み
、
そ
こ
か
ら
向
き
を
変
え
て
進
む
。
つ
ま
り
右
か
ら
左
へ
と
横
断
す
る
よ
う
に
歩

む
（
ワ
キ
正
面
か
ら
ほ
ぼ
真
横
に
地
謡
の
方
向
へ
歩
む
）
動
き
は
、
大
鼓
の
高
刻
と
連
動

す
る
。
シ
テ
は
、
高
刻
が
終
わ
る
あ
た
り
で
止
ま
る
。
同
時
に
左
袖
を
返
す
。
映
像
に
見

ら
れ
る
「
袖
を
返
す
動
き
」
は
型
付
に
は
な
く
、
長
絹
を
付
け
た
シ
テ
の
舞
を
華
や
か
に

見
せ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
。

5-28　

初
段　

干

（
太
鼓
：
長
地
）
長
地
の
3
ク
サ
リ
目
は
、
ハ
ネ
ま
た
は
ヒ
ラ
キ
と
呼
ば
れ
る
、
締
め
く

く
り
の
機
能
を
持
つ
手
で
あ
る
。
長
地
以
外
に
も
使
用
さ
れ
る
。

（
大
鼓
：
高
刻
）
石
井
流
の
高
刻
は
独
特
の
手
。
こ
こ
で
は
徐
々
に
粒
を
小
さ
く
し
て
い

る
。
装
飾
的
な
手
で
あ
り
、
シ
カ
ケ
の
よ
う
な
機
能
を
も
つ
手
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、

シ
テ
が
舞
台
の
常
座
あ
た
り
か
ら
地
謡
の
前
へ
と
舞
台
を
横
断
し
て
い
く
動
き
に
合
っ

て
い
る
。

5-29　

初
段　

干
中

（
太
鼓
：
高
刻
切
）
長
地
の
あ
と
に
は
高
刻
が
打
た
れ
、
次
の
部
分
に
移
る
こ
と
が
示
さ

れ
る
。

（
大
鼓
：
ヌ
ク
地
）
こ
こ
か
ら
初
段
の
終
わ
り
ま
で
、
最
も
基
本
的
な
地
の
手
、
ヌ
ク
地

を
打
ち
ゆ
く
。

（
シ
テ
：
左
拍
子
、
扇
上
ゲ
乍
ラ
角
ヘ
行
）
左
の
足
拍
子
を
6
拍
目
で
踏
む
。
左
袖
を
も

ど
す
。

5-30　

初
段　

呂

（
太
鼓
：
刻
）
模
様
の
な
い
「
地
」
に
戻
る
。

5-31　

初
段　

中

（
シ
テ
：
左
拍
子
）
初
段
が
お
わ
る
こ
と
の
合
図
と
し
て
足
拍
子
を
左
、
さ
ら
に
次
の
ク

サ
リ
で
右
と
、
踏
む
。

5-33　

初
段　

干
中

（
太
鼓
：
上
ゲ
・
打
切
）
段
の
区
切
と
し
て
打
切
の
手
を
打
つ
。
刻
か
ら
打
切
へ
の
接
続

と
し
て
必
ず
上
ゲ
の
手
を
打
つ
。

【
序
之
舞
】
二
段

5-35　

二
段　

（
備
考
）
二
段
で
は
、
シ
テ
は
扇
を
左
に
さ
げ
て
も
つ
。

（
太
鼓
：
付
頭
）（
大
鼓
：
ウ
ケ
二
段
）（
小
鼓
：
三
ツ
ウ
ケ
）
こ
こ
よ
り
二
段
。
三
段
構

成
の
舞
で
は
二
段
が
内
容
的
に
中
心
と
な
り
、
テ
ン
ポ
や
手
組
の
上
で
の
変
化
も
多
い
。

（
シ
テ
：
左
ヘ
ト
リ
、
一
足
出
シ
、
右
足
カ
ケ
、
回
ル
様
ニ
常
座
ヘ
行
）
こ
の
句
か
ら
次

の
句
に
か
け
て
、
左
に
ま
わ
り
常
座
に
も
ど
る
。
そ
こ
が
二
段
オ
ロ
シ
の
演
技
の
場
所
に

な
る
。
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5-36　

二
段　

中

（
太
鼓
：
ヲ
ロ
シ
）
初
段
と
同
じ
。
ヲ
ロ
シ
の
手
を
経
由
し
て
地
の
類
へ
移
る
。

5-37　

二
段　

呂

（
シ
テ
：
正
ヘ
向
、
サ
シ
込
、
開
）
常
座
で
正
面
を
向
く
と
す
ぐ
に
右
袖
を
体
の
前
に
も
っ

て
い
き
、
そ
の
ま
ま
体
側
か
ら
頭
上
に
袖
を
被
く
（
か
づ
く
）。
舞
囃
子
の
と
き
は
、
ふ

つ
う
に
サ
シ
込
開
を
す
る
。

5-38,39　

二
段　

オ
ロ
シ

（
備
考
）
型
も
音
楽
も
抽
象
的
な
舞
の
中
で
、
オ
ロ
シ
は
主
人
公
の
内
面
を
表
現
し
う
る

部
分
と
い
え
る
。
曲
に
よ
っ
て
は
こ
こ
で
特
別
な
演
出
が
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
演
じ
る

側
が
思
い
を
込
め
る
だ
け
で
な
く
、
見
る
側
に
と
っ
て
も
様
々
な
感
興
が
醸
成
さ
れ
る
時

間
と
い
え
る
。

（
太
鼓
：
ハ
ネ
・
刻
）（
大
鼓
：
ノ
ベ
・
二
段
ヲ
ロ
シ
ノ
手
）（
小
鼓
：
長
地
・
三
ツ
ウ
ケ
）

（
笛
：
オ
ロ
シ
）
二
段
オ
ロ
シ
で
は
、
一
般
に
初
段
オ
ロ
シ
よ
り
も
テ
ン
ポ
の
鎮
ま
り
方

が
印
象
的
で
あ
り
、
2
ク
サ
リ
分
を
静
か
に
じ
っ
く
り
と
打
つ
。

（
シ
テ
：
右
ヘ
ハ
ズ
シ
、
三
足
下
リ
、
左
一
足
出
）
オ
ロ
シ
ら
し
く
ゆ
っ
く
り
と
、
体
を

左
に
ね
じ
っ
て
、
後
退
す
る
。
オ
ロ
シ
の
間
は
、
袖
を
被
い
た
ま
ま
静
止
す
る
。

5-42　

二
段　

中

（
シ
テ
：
左
ヘ
回
リ
）
ワ
キ
の
前
で
と
ま
り
、
常
座
方
向
へ
向
き
を
か
え
る
と
同
時
に
、
右

袖
を
も
ど
す
。

5-44　

二
段　

干
中

（
太
鼓
：
高
刻
切
）
シ
テ
の
大
き
な
移
動
を
誘
う
よ
う
に
高
刻
に
類
す
る
手
を
3
ク
サ
リ

も
続
け
る
。
こ
の
あ
と
型
も
打
楽
器
も
、
地
頭
と
い
わ
れ
る
舞
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
る
部

分
（5-46

〜49

）
に
移
行
す
る
。

5-45　

二
段　

呂

（
大
鼓
：
皆
地
）
地
頭
に
移
る
た
め
に
皆
地
（
シ
カ
ケ
の
手
）
を
打
つ
。

5-46　

二
段
地
頭　

中

（
備
考
）
舞
（
三
段
）
の
中
で
は
、
二
段
目
と
三
段
目
に
地
頭
（
ヂ
ガ
シ
ラ
）
と
呼
ば
れ

る
部
分
が
あ
る
。
地
頭
で
は
、【
一
声
】
の
中
間
に
あ
る
本
越
の
部
分
（1-12

〜16

）
と

同
様
に
、
大
鼓
と
小
鼓
が
頭
を
多
く
打
つ
。
本
越
と
同
じ
よ
う
に
、
本
来
奇
数
拍
を
担
当

す
る
大
鼓
が
偶
数
拍
を
、
小
鼓
が
奇
数
拍
を
担
当
す
る
と
い
っ
た
逆
転
が
お
こ
る
部
分
で

あ
る
。
頭
を
多
く
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
華
や
か
さ
が
演
出
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の

間
、
笛
は
淡
々
と
地
（
呂
中
干
）
を
吹
き
続
け
る
。

（
太
鼓
：
長
々
地
）
長
々
地
は
構
造
も
機
能
も
長
地
と
同
じ
だ
が
、
高
刻
と
ハ
ネ
（
ヒ
ラ

キ
）
に
挟
ま
れ
た
、
模
様
に
相
当
す
る
部
分
が
1
ク
サ
リ
増
え
、
全
体
で
4
ク
サ
リ
に
な

る
。
長
地
よ
り
も
複
雑
で
華
や
か
で
あ
る
。

（
シ
テ
）
こ
の
地
頭
の
間
に
、
常
座
に
も
ど
っ
て
く
る
。

5-47　

二
段
地
頭　

干

（
大
鼓
：
地
頭
）（
小
鼓
：
地
頭
）5-47,48

は
地
頭
の
本
体
と
い
う
べ
き
部
分
で
、
大
小

鼓
と
も
に
高
く
強
い
音
で
打
ち
合
う
。
大
鼓
が
偶
数
拍
を
、
小
鼓
が
奇
数
拍
を
連
続
的
に

打
つ
の
は
変
則
的
で
あ
る
。
太
鼓
の
長
々
地
と
組
み
合
わ
さ
っ
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
手
が
、

シ
テ
の
小
回
り
の
動
き
を
効
果
的
に
引
き
立
て
て
い
る
。

5-49　

二
段
地
頭　

呂

（
太
鼓
：
長
々
地
）
長
々
地
の
最
後
の
ハ
ネ
は
、
あ
る
ま
と
ま
り
の
終
結
の
手
で
、
ヒ
ラ

キ
と
も
い
わ
れ
、
シ
テ
の
ヒ
ラ
キ
の
型
に
呼
応
し
て
い
る
。

（
シ
テ
：
左
拍
子
）
1
拍
目
に
踏
む
拍
子
は
、
地
頭
の
終
了
の
合
図
と
も
な
る
。
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5-50　

二
段　

中

（
小
鼓
：
長
地
）
基
本
の
地
の
手
に
戻
る
。

5-51　

二
段　

干

（
太
鼓
：
刻
）（
大
鼓
：
ヌ
ク
地
）
基
本
の
地
の
手
に
戻
る
。

5-54　

二
段　

中

（
シ
テ
：
左
拍
子
）
二
段
を
終
え
て
、
三
段
に
進
む
合
図
と
し
て
、
左
、
右
と
拍
子
を
踏

む
（
初
段
を
終
え
る
と
き
と
同
じ
）。

5-56　

二
段　

干
中

（
太
鼓
：
上
ゲ
・
打
切
）
段
を
区
切
る
た
め
刻
を
上
げ
て
打
切
・
頭
の
手
に
移
る
。
カ
カ

リ
や
初
段
の
区
切
り
と
同
じ
。

（
シ
テ
：
ノ
リ
込
様
ニ
シ
テ
二
足
出
、
又
ハ
ネ
扇
ノ
様
ニ
シ
テ
正
ヘ
二
足
出
）
型
付
に
は

二
通
り
の
や
り
方
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
映
像
で
は
、
ノ
リ
込
ミ
で
は
な
く
、
ハ
ネ
扇
を

し
な
が
ら
、
二
足
出
る
。

5-57　

二
段　

呂

（
小
鼓
：
結
段
頭
）
初
段
・
二
段
直
前
の
太
鼓
の
頭
で
は
大
小
鼓
は
粒
を
重
ね
る
こ
と
な

く
控
え
て
い
た
が
、
三
段
直
前
で
は
太
鼓
の
頭
の
8
拍
に
重
ね
て
小
鼓
の
頭
の
音
が
打
ち

込
ま
れ
る
（
大
倉
流
小
鼓
）。
舞
が
進
み
全
体
の
運
び
に
弾
み
が
つ
い
て
き
た
こ
と
の
表

れ
で
も
あ
る
。

【
序
之
舞
】
三
段

5-58　

三
段

（
備
考
）
三
段
で
は
シ
テ
は
扇
を
右
に
逆
さ
に
も
つ
。

（
シ
テ
：
サ
シ
テ
、
正
ヘ
三
足
出
）
サ
シ
は
、
左
右
の
袖
を
返
し
て
お
こ
な
う
。

5-59　

三
段　

ヤ
リ
ヤ
リ

（
太
鼓
：
ヲ
ロ
シ
マ
ク
リ
）
笛
の
吹
き
返
し
の
譜
（
ヤ
リ
ヤ
リ
）
に
対
応
し
て
、
ヲ
ロ
シ

マ
ク
リ
と
い
う
2
ク
サ
リ
の
手
を
打
つ
。
常
の
ヲ
ロ
シ
を
延
長
し
た
手
で
あ
る
。

（
笛
：
ヤ
リ
ヤ
リ
）
三
段
の
冒
頭
で
は
段
の
譜
が
2
ク
サ
リ
と
な
り
、
高
い
音
で
「
ヤ
ー

ア
リ
ヤ
ー
ア
リ
」
と
い
う
吹
き
返
し
の
譜
が
吹
か
れ
る
。
舞
が
一
層
ノ
リ
よ
く
な
っ
て
い

く
の
が
わ
か
る
。

（
シ
テ
：
開
、
右
へ
回
リ
）
左
袖
を
も
ど
し
て
か
ら
、
右
へ
回
る
。

5-66　

三
段　

中

（
大
鼓
：
皆
地
）
皆
地
を
打
っ
て
地
頭
の
手
に
移
る
。

5-67　

三
段　

干

（
シ
テ
：
右
足
カ
ケ
、
跡
ヘ
、
小
サ
ク
回
リ
）
常
座
に
到
着
し
、
地
頭
を
き
き
つ
つ
、
舞

を
終
え
る
体
勢
に
は
い
る
。

5-69　

三
段　

呂

（
太
鼓
：
刻
・
上
ゲ
）
笛
の
呂
を
聞
い
て
刻
を
上
げ
、
カ
ケ
切
に
接
続
す
る
。

（
大
鼓
：
地
頭
（
謡
カ
ケ
））
地
頭
の
途
中
か
ら
シ
テ
が
謡
い
出
す
の
で
、
二
段
の
地
頭
よ

り
1
ク
サ
リ
短
い
手
を
打
っ
て
い
る
。

〔
ノ
リ
地
〕

5-70　
「
あ
る
い
は
」

（
備
考
）
観
世
流
の
羽
衣
序
之
舞
の
ト
メ
方
は
「
謡
カ
ケ
」
と
い
う
形
式
。
打
切
・
頭
の

よ
う
な
明
確
な
区
切
り
の
手
で
終
結
す
る
の
で
は
な
く
、
シ
テ
が
囃
子
に
か
ぶ
せ
る
よ
う

に
「
あ
る
い
は
」
と
謡
い
出
し
て
舞
い
終
わ
り
、
そ
の
ま
ま
謡
の
部
分
に
移
っ
て
ゆ
く
。
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5-77,78　
「
左
右
左
」

（
シ
テ
：「
左
右
」
左
袖
返
シ
サ
シ
分
）
左
袖
を
返
し
て
左
腕
を
つ
か
い
、
左
袖
を
も
ど
し

て
右
手
で
さ
す
。「
左
右
」
は
、「
袖
を
か
ざ
す
」
や
「
袖
を
返
す
」
な
ど
と
並
ん
で
、
代

表
的
な
舞
の
手
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
左
右
左
」
と
い
う
歌
詞
に
合
わ
せ

て
、
そ
の
手
を
写
実
的
に
表
現
す
る
。

5-79　
「
花
を
か
ざ
し
の
」

（
謡
）
髪
に
花
を
挿
し
た
天
女
の
優
美
な
姿
を
表
す
歌
詞
に
ク
リ
旋
律
が
重
ね
ら
れ
て
、場

面
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
謡
に
な
っ
て
い
る
。

（
シ
テ
）
角
ト
リ
の
と
こ
ろ
で
扇
を
か
ざ
す
（「
か
ざ
し
の
」
の
歌
詞
に
対
応
）。
古
い
型

付
に
「
角
ヲ
ト
リ
扇
下
ヨ
リ
上
ゲ
見
ル
」（『
観
世
流
仕
舞
附
雪
』
梅
若
半
蔵
本
）
と
あ
る

よ
う
に
、「
見
る
」
演
技
で
あ
る
。

5-81　
「
な
び
く
も
か
え
す
も
」

（
シ
テ
：
大
小
前
ニ
テ
左
袖
カ
ケ
左
右
）
型
付
に
あ
る
「
袖
カ
ケ
」
は
袖
を
返
す
と
同
じ

意
味
。「
返
す
も
」
の
歌
詞
に
対
応
し
た
型
で
あ
る
。

5-82　
「
舞
の
袖
」

（
備
考
）
三
つ
の
打
楽
器
、
シ
テ
と
も
に
「
打
込
」
と
い
う
手
（
お
よ
び
型
）
の
名
前
を

共
有
し
て
い
る
。
全
体
が
一
体
に
な
っ
て
次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
舞
に
と
り
か
か
る
こ

と
を
象
徴
し
て
い
る
。

【
破
之
舞
】

カ
カ
リ

5-83　

カ
カ
リ

（
笛
）「
オ
ヒ
ャ
」
を
繰
り
返
す
譜
は
、「
重
ね
カ
カ
リ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
吹
き
出
し
の

譜
が
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
舞
の
流
れ
に
、
力
強
さ
が
加
わ
る
。

（
シ
テ
）【
破
之
舞
】
の
カ
カ
リ
は
、
角
へ
出
て
左
に
大
き
く
ま
わ
る
。
舞
の
カ
カ
リ
と
同

様
の
軌
跡
で
あ
る
。

5-85　

カ
カ
リ　

呂

（
小
鼓
：
打
放
）
3
ク
サ
リ
に
わ
た
る
「
打
放
・
ヌ
キ
地
・
ノ
ル
地
」
の
組
み
合
わ
せ
（
大

倉
流
の
呼
称
）
は
、
ノ
リ
の
よ
い
部
分
に
繰
り
返
し
打
た
れ
る
地
の
楽
型
で
あ
る
。
別
名

「
短
地
（
み
じ
か
じ
）」

（
シ
テ
）
角
取
（
ス
ミ
ト
リ
）
の
型
。

5-86　

カ
カ
リ　

中

（
太
鼓
：
高
刻
）
シ
テ
が
角
か
ら
左
へ
大
き
く
回
る
動
き
と
連
動
し
て
い
る
。

（
大
鼓
：
ヌ
ク
地
）
以
下
、
基
本
の
地
を
サ
ク
サ
ク
と
淀
み
な
く
打
つ
。

5-90　

カ
カ
リ　

中

（
シ
テ
：
左
足
拍
子
）
こ
の
ク
サ
リ
の
6
拍
目
の
足
拍
子
（
左
）
さ
ら
に
次
の
ク
サ
リ
の

足
拍
子
（
右
）
が
、
段
へ
の
合
図
と
な
る
。

5-93　

カ
カ
リ　

呂

（
太
鼓
：
打
切
・
頭
）
頭
は
少
し
テ
ン
ポ
を
締
め
て
し
っ
か
り
打
つ
。

5-94　

初
段

（
シ
テ
）【
破
之
舞
】
初
段
は
、
カ
カ
リ
と
同
様
、
角
に
出
て
か
ら
、
左
に
大
き
く
回
る
軌

跡
を
描
く
。

5-95　

初
段　

中

（
太
鼓
：
ヲ
ロ
シ
）
完
全
に
ノ
リ
を
戻
し
て
テ
ン
ポ
よ
く
打
つ
。
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5-96　

初
段　

呂

（
太
鼓
：
刻
）
地
頭
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
テ
ン
ポ
を
あ
げ
て
ゆ
く
。

5-97　

初
段　

中

（
シ
テ
：
角
ニ
テ
扇
カ
ザ
シ
左
ヘ
回
リ
）「
カ
ザ
シ
」
は
、【
破
之
舞
】
に
は
い
る
前
の
「
花

を
か
ざ
し
の
」
の
部
分
に
も
出
て
く
る
型
。
そ
こ
か
ら
大
小
前
に
向
か
う
歩
み
の
軌
跡
も

同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

5-101　

ト
メ

（
備
考
）【
破
之
舞
】
に
入
っ
て
い
く
部
分
（5-82
）
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
、
打
楽
器
の

パ
ー
ト
と
シ
テ
の
パ
ー
ト
に
「
打
込
」
と
い
う
名
称
が
見
ら
れ
る
。

（
笛
：
ト
メ
ノ
手
）
打
込
に
対
応
す
る
よ
う
、
ヒ
シ
ギ
で
終
わ
る
ト
メ
の
手
を
演
奏
す
る
。

5-102　

打
返

（
備
考
）
打
返
に
は
、
大
小
鼓
の
打
切
（1-58

）
の
よ
う
に
い
っ
た
ん
位
取
り
を
整
え
る

機
能
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
破
之
舞
の
高
揚
を
落
ち
着
か
せ
、
太
鼓
の
頭
で
終
曲
の
ゆ
っ
た

り
し
た
謡
の
ノ
リ
を
導
い
て
い
る
。

 

六
、
天
女
が
去
る

〔
ノ
リ
地
（
キ
リ
）〕

6-1　
「
東
遊
び
の
」

（
備
考
）〔
ノ
リ
地
〕（
大
ノ
リ
）
は
、「
一
句
八
文
字
」
と
い
う
配
分
が
基
本
で
あ
る
と
説

明
さ
れ
る
こ
と
が
、
多
い
が
、
こ
こ
で
は
七
五
の
一
句
を
16
拍
に
配
分
す
る
か
た
ち
で
あ

る
と
理
解
す
る
ほ
う
が
、
適
切
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
こ
こ
で
は
、
シ
テ
の
型
や
旋
律

は
、
16
拍
を
一
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
た
方
が
、
適
切
に
構
造
化
で
き
る
。
こ
の
〔
ノ
リ

地
〕
は
、
内
容
と
旋
律
型
と
の
両
方
か
ら
見
る
と
、
天
女
が
宝
を
施
す
部
分
（6-1

か
ら

6-18

ま
で
）、
舞
が
舞
わ
れ
る
時
が
い
つ
の
ま
に
か
経
過
す
る
こ
と
を
示
す
部
分
（6-19

か
ら6-21

ま
で
）、そ
し
て
、天
女
が
天
上
に
消
え
て
見
え
な
く
な
っ
て
い
く
部
分
（6-22

か
ら
最
後
ま
で
）、
と
い
う
三
部
構
成
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

6-3　

打
込
・
打
返

（
笛
：
高
音
ハ
ネ
）
高
音
ハ
ネ
は
、〔
ノ
リ
地
〕
の
冒
頭
部
分
に
あ
る
打
楽
器
の
打
込
打
返

に
吹
く
の
が
決
ま
り
で
あ
る
。

6-4　

打
返

（
太
鼓
）
こ
の
打
返
で
さ
ら
に
ゆ
っ
た
り
と
安
定
し
た
ノ
リ
を
作
る
。

6-5,6　
「
東
遊
び
の
、
数
々
に
」

（
謡
）6-5

と6-6

が
一
組
で
上
旋
律
。

（
シ
テ
：「
東
遊
の
」
正
ヘ
出
）
映
像
で
は
、
シ
テ
は
す
ぐ
に
は
動
か
な
い
。

6-7,8　
「
そ
の
名
も
月
の
、
色
人
は
」

（
謡
）6-7

と6-8

が
一
組
で
上
旋
律
。

（
シ
テ
：「
そ
の
名
も
」
サ
シ
込
。「
色
人
」
開
）6-7

と6-8

の
2
ク
サ
リ
に
、
サ
シ
込
開

と
い
う
前
後
の
動
き
が
お
さ
ま
る
。
太
鼓
の
ア
ゲ
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
前
方
に
サ
シ
込

ミ
を
し
、
太
鼓
の
打
切
か
ら
頭
に
沿
う
よ
う
に
後
退
の
動
き
（
開
）
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

6-9,10　
「
三
五
夜
中
の
、
空
に
ま
た
」

（
謡
）6-9
と6-10

が
一
組
と
な
り
、
上
旋
律
。

（
シ
テ
「
三
五
夜
」
角
へ
行
角
ト
リ
右
上
ヲ
見
乍
ラ
左
ヘ
回
リ
）6-9

と6-10

と
で
、
角

へ
移
動
し
、
見
上
げ
る
。
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三－三、縦書き楽譜　注釈（藤田・高橋）

6-11,12　
「
満
願
真
如
の
、
影
と
な
り
」

（
太
鼓
）「
満
願
真
如
」
の
言
葉
を
彩
る
よ
う
に
高
刻
・
ハ
ネ
の
手
を
打
つ
。
観
世
流
の
太

鼓
も
「
上
ヨ
リ
」
と
い
う
同
様
の
手
を
打
つ
。

（
謡
）6-11

と6-12
で
一
組
と
な
り
、
上
旋
律
。

（
シ
テ
）6-11

と6-12
で
、
左
回
り
の
軌
跡
を
描
き
大
小
前
に
向
か
う
。

6-13,14　
「
御
願
円
満
、
国
土
成
就
」

（
謡
）6-13

と6-14

で
一
組
と
な
り
、
上
中
旋
律
と
な
る
。

（
シ
テ
：
大
小
前
ニ
テ
正
ヘ
サ
シ
込
開
）6-13

と6-14

の
間
に
、
サ
シ
込
開
を
お
こ
な

う
。
場
所
は
大
小
前
。

6-15,16　
「
七
宝
充
満
の
、
宝
を
降
ら
し
」

（
太
鼓
）「
七
宝
」
の
ク
リ
の
高
音
の
フ
シ
と
上
ゲ
の
手
、「
宝
を
降
ら
し
」
の
言
葉
の
区

切
り
と
打
切
・
頭
の
手
が
そ
れ
ぞ
れ
調
和
し
て
い
る
。
観
世
流
の
太
鼓
も
、
前
後
は
異
な

る
が
「
上
ヨ
リ
・
打
切
・
頭
」
と
い
う
同
様
の
手
を
打
つ
。

（
謡
）6-15

と6-16

と
で
、
ク
リ
旋
律
。

（
シ
テ
：「
七
宝
」
両
手
ニ
テ
招
扇
二
ツ
シ
乍
ラ
正
先
へ
出
開
）6-15

と6-16
と
で
、
招

く
所
作
を
し
な
が
ら
前
に
進
む
。

6-17,18　
「
国
土
に
こ
れ
を
、
施
し
給
ふ
」

（
太
鼓
）「
施
し
給
ふ
」
で
少
し
テ
ン
ポ
を
落
と
し
、
次
の
「
さ
る
ほ
ど
に
」
の
運
び
を
導

く
。

（
謡
）6-17

と6-18

で
一
組
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
七
五
句
で
は
な
く
、
七
七
句
。

旋
律
は
、
最
後
で
中
音
に
落
ち
る
上
中
旋
律
。
そ
の
音
は
、
次
の
句
以
降
、
安
定
し
た
中

心
音
と
な
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

（
シ
テ
「
国
土
に
」
左
へ
二
足
出
扇
左
ニ
取
。「
施
し
給
ふ
」
正
ヘ
開
乍
ラ
扇
平
ニ
前
ヘ
出
）

6-17

と6-18

で
宝
を
施
す
所
作
を
す
る
。

6-19,20,21　
「
さ
る
ほ
ど
に
、
時
移
っ
て
、
天
の
羽
衣
」

（
太
鼓
）
刻
が
悠
々
と
打
た
れ
て
謡
の
低
音
旋
律
に
よ
く
沿
っ
て
い
る
。「
さ
る
ほ
ど
に
」

の
後
半
で
太
鼓
が
上
が
っ
て
ゆ
く
所
に
も
自
然
な
時
の
流
れ
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
謡
）6-19

と6-20

そ
し
て6-21

の
3
ク
サ
リ
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
み
な
し
た
い
。
文

字
数
は
、
5
文
字
、
6
文
字
、
7
文
字
。
3
つ
と
も
中
下
旋
律
。
中
音
を
中
心
に
し
て

淡
々
と
運
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
つ
の
ま
に
か
時
が
経
過
し
た
こ
と
が
象
徴
さ
れ
る
。

（
シ
テ
：
扇
下
ゲ
ツ
ヽ
左
ヘ
回
リ
。「
天
の
羽
衣
」
常
座
ヨ
リ
ワ
キ
正
ヘ
三
足
出
）6-19

と

6-20

と6-21

と
、シ
テ
は
3
ク
サ
リ
分
の
時
間
を
つ
か
っ
て
、左
に
大
き
く
回
る
。6-21

「
天
の
羽
衣
」
で
常
座
に
到
達
し
、
羽
根
扇
の
準
備
を
し
な
が
ら
、
次
の
動
き
を
う
か
が

う
。

6-22,23　
「
浦
風
に
た
な
び
き
、
た
な
び
く
」

（
太
鼓
）
太
鼓
の
頭
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
羽
衣
の
袖
が
何
度
も
「
た
な
び

く
」
様
子
が
印
象
付
け
ら
れ
る
。

（
小
鼓
）
こ
こ
で
は
太
鼓
と
大
鼓
の
手
は
少
な
く
、
小
鼓
の
打
下
の
高
い
音
（
タ
タ
（
△

△
と
い
う
記
号
で
表
示
））
と
オ
ド
リ
（
プ
ポ
（
フ
〇
と
い
う
記
号
で
表
示
））
の
リ
ズ
ム

が
効
果
的
に
響
く
。

（
謡
）
こ
こ
か
ら
再
び
旋
律
が
高
い
音
を
進
む
。6-22

と6-23

が
一
組
と
な
り
、上
旋
律

を
構
成
。
5
文
字
、
4
文
字
、
4
文
字
の
組
み
合
わ
せ
。

（
シ
テ
：
扇
折
返
シ
ツ
ヽ
角
ヘ
向
面
ヲ
ツ
カ
ヒ
乍
ラ
）
羽
根
扇
は
、「
た
な
び
き
、
た
な
び

く
」
様
子
を
象
徴
す
る
。

6-24,25　
「
美
保
の
松
原
、
浮
島
が
雲
の
」

（
謡
）6-24
と6-25

が
一
組
で
、上
中
旋
律
を
構
成
。
文
字
数
は
7
文
字
＋
8
文
字
。
24

は
上
旋
律
で
25
は
中
音
中
心
。

（
シ
テ
：
扇
右
ニ
持
直
シ
乍
ラ
角
ヘ
行
）6-24

と6-25

で
、
シ
テ
は
角
に
向
か
っ
て
い

く
。
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第三部　楽譜

6-26,27　
「
愛
鷹
山
や
、
富
士
の
高
嶺
」

（
太
鼓
）「
愛
鷹
」
の
ク
リ
旋
律
を
引
き
立
て
る
よ
う
に
上
ゲ
の
手
が
打
た
れ
る
。

（
謡
）6-26
と6-27

が
一
組
で
、
ク
リ
旋
律
を
構
成
。「
愛
鷹
山
」
に
ク
リ
音
が
つ
く
。

（
シ
テ
：
左
ヘ
回
リ
）6-26

と6-27

と
で
シ
テ
は
、
左
へ
周
り
常
座
に
進
む
。
常
座
か
ら

幕
を
指
す
の
は
、「
富
士
の
高
嶺
」
を
指
す
か
。

6-28,29　
「
か
す
か
に
な
り
て
、
天
つ
御
空
の
」

（
小
鼓
）「
か
す
か
に
」
の
ク
リ
旋
律
に
対
し
、
小
鼓
の
頭
の
音
（
タ
タ
（
△
△
））
や
オ

ド
リ
（
プ
ポ
）
の
装
飾
的
な
手
が
、
繊
細
な
僅
か
な
緩
急
を
伴
っ
て
効
果
的
に
打
た
れ
て

い
る
。

（
謡
）6-28

と6-29

で
、
上
中
旋
律
を
構
成
す
る
。6-29

の
後
半
の
「
み
そ
ら
の
」
で
、

中
か
ら
さ
ら
に
下
音
ま
で
さ
が
る
。
し
か
も
そ
こ
で
は
歌
い
方
も
ゆ
っ
く
り
に
な
る
。

（
シ
テ
：「
か
す
か
に
」
扇
カ
ザ
シ
左
ヘ
回
リ
。
常
座
ニ
テ
正
ヘ
開
）6-28

と6-29

で
、

扇
を
か
ざ
し
て
、
く
る
く
る
ま
わ
り
上
空
に
上
昇
す
る
こ
と
を
象
徴
し
、
開
の
所
作
で
段

落
を
つ
け
る
。　

6-30,31　
「
霞
に
ま
ぎ
れ
て
、
失
せ
に
け
り
」

（
大
鼓
）「
御
空
の
」（6-29

）
の
直
後
の
第
1
・
2
拍
の
「
イ
ヤ
・
ア
」
の
掛
け
声
と
打

音
で
、
太
鼓
・
小
鼓
・
謡
に
対
し
て
、
最
後
の
打
込
の
テ
ン
ポ
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
提
示
す

る
。
作
品
の
締
め
く
く
り
に
影
響
す
る
大
事
な
掛
け
声
で
も
あ
る
。

（
謡
）6-30

と6-31

は
言
葉
の
上
で
は
8
文
字
＋
5
文
字
で
ひ
と
ま
と
ま
り
で
あ
る
が
、

旋
律
の
上
で
は
、6-30

は
、
中
音
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、「
ま
ぎ
れ
て
」

と
上
音
に
あ
が
り
、上
中
旋
律
に
な
る
流
派
も
あ
る
）。
つ
づ
く6-31

は
、諸
流
す
べ
て
、

上
旋
律
で
あ
る
。

（
シ
テ
：
右
ウ
ケ
二
足
ツ
メ
乍
ラ
袖
返
シ
。「
失
せ
に
け
り
」
左
・
右
ト
留
拍
子
）
常
座
に

た
ど
り
つ
い
た
シ
テ
は
も
う
移
動
せ
ず
、
右
前
方
に
体
を
向
け
（
右
ウ
ケ
）
て
と
ま
り
、

袖
を
翻
し
て
、
ト
メ
の
拍
子
を
ふ
む
（6-31

）。
左
5
拍
目
、
右
7
拍
目
。

（
笛
：
留
高
音
）6-31

で
留
高
音
を
吹
く
。
留
（
ト
メ
）
の
最
後
に
、
ヒ
シ
ギ
（
曲
の
冒

頭1-3

に
も
あ
る
「
ヒ
ー
ヤ
ア
ー
日ヒ

―
」）
を
吹
く
の
は
、
楽
屋
へ
の
終
了
の
合
図
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
日
の
最
後
の
演
奏
の
場
合
に
は
、
本
来
、
吹
く
必
要

は
な
い
。
現
代
は
、
笛
方
自
身
や
シ
テ
方
の
希
望
に
よ
っ
て
、
ヒ
シ
ギ
を
有
無
両
用
に
す

る
。〈
羽
衣
〉
の
場
合
に
は
、
謡
の
旋
律
も
上
に
あ
が
っ
て
終
わ
る
。
天
女
が
広
い
空
高

く
消
え
て
い
く
と
い
う
場
面
な
の
で
、
ヒ
シ
ギ
を
吹
い
て
と
め
る
の
は
ふ
さ
わ
し
い
と
思

わ
れ
る
。

6-32

（
太
鼓
：
留
撥
）
太
鼓
が
入
る
作
品
で
は
、
特
別
の
演
出
以
外
必
ず
、
最
後
に
留
撥
が
付

属
す
る
。




